
大E 六年九月十四日第三種郷便物認可・昭和十六年三月廿五日印刷納本・昭和十六年四月一日護行( 毎月一回一日軍基行〉

日本建築協曾
第 ＲＴ 耗第 Ｔｾ 員

協和 ＱＶｾＴ 月Ａ日



⑧ Jレー 7 - 1 ング・フエ J レト公定債格 昭 和 1S年 10月1S日

瓦百¥主主 111: 最 商 積
製販 造 業 者 卸 資 業 者 小 資 業 者

E耳 慣 格 販 望 更 債 格 版 E耳 慣 格

閲 関 関

20庖 21平方米 4  .  7  0  5  .  2  0  う . 7 0

ア ス アアノV ト

25庖 ぷ' 5  .  8  5  6  .  4  S  7  .  1  0  

ノV ー ヒ ン グ

30庖
4ア 7  .  0  5  7  .  7  5  8  .  5  0  

アスフアノV ト

10庖 3  .  1 う 3  .  4  7  3  .  8  0  
ト

。
フ 2 ・ j V

タ

一
j V  

10Jft ＴＲ ｾ 方米 2  .  8  5  3  .  1  4  
フ エ ノV ト

3  .  4  S  

イ、本表償侍ハ、 ストレ ートア スフ アル ト叉ハ コール ター ルノ 浸透景原紙軍景ノ 80%1.')， 1-_ J  

モノノ{ 資格トス

ロ、製造業者及卸買業者販資慣機ハ買主居先渡償絡ト ス

但 シ樺太、朝鮮、 華湖、南洋群島、関東洲、満洲叉ハ支那向ノ 場合ニ 於テハ質主最寄港

船積渡慣裕トス

ハ、包装費及荷造費ハ買主負婚トス

三 盟 関

( 砂付便利克及特許ギノV ソ イ ド 共 従 来 遁 り )

三 星 印 砂 付 便 利 克 ・ 三 星 印ノV - 7 イ ン グ 及 プ エ ノV ト

事責特許ギノV ソ イ ド 防 水 工 事 責 任 施 工 ( 陸 屋 根 地 下 室 )

アスフアノV ト 臆 用 各 種 加 工 品 ・床 姉工 事三 星 サ イ ド 9 ユ ーム

耐 火 ・ 耐熱 ・防音 ・保 温 ・ 一 石 綿 代 用 品 一 三 星 岩綿 各 製 品

大 阪 田 島 嬢 用 化 ヱ 株 式 舎 祉

管 業 所 大阪市北区吋 五丁 目三O 電話土州 ::j

関烏廠用化工総式曾量士

三 星 産 業 株 式 曾 量 士

日本岩 綿工業株 式合鮭

三星セメント工業株式曾鮭

日本 木 材化 修工 業株 式舎枇

合実曾量士宮妓 アスアアルト 研究所



曾 告

四 月 見 撃 曾

二月は山崎プj 助 !IIJl ifi: l:. . 茶室 、洋[ 範溢支及邸宅を 三 月は奈良方面悌 閤 史

蹟を見撃し共に天候に恵まれ有 意 義 な宇日を 過し ま したが、 同月 は制1

戸市内の工場見皐と ー年院志士の古跡等を訪ね る事と致 します。何卒下

記要領により 奮而御' =1 ' 込あらん事を。

一、時 四月十こ日( 土〉午後二時三十分集合 ( 晴雨不論)

一 、 集 合 所 トキワ合糠株式禽』社

1aドfii ii 林川 阪御崎本町三 f l l ( 泊IlIuハ H' ，JI'I ; lll 込者ニ 詳報 ス)

一、 見 畢

( イ} トキワ合板倉i副:工場 ( ペユヤ製作工程)

( ロ) 能耐寺 と永j雨寺 ( 大怖 と維新志士漉善三郎 正信の跡 を訪ふ)

一、申 込 往復は がき( 返信表裏共白 紙〉四月九日迄申込の事

一 、 交 逼 費 総 て 自 緋

見 車 先 附 廷 に 就 て

O 清 盛 塚 集合所に至る市篭4岳民{ 辿- - J i  ｉ 十Ｇ［ｾｻ百 ｊｗｩＮ ｪ ￭ ｪ にあり。

長不11)乙年十二月前盛死すや阿賀法眼遺骨をtiI へ予1<: 1こり葬しなりと 、 必後北保七代執樺

l三貞時11: 1 在を造る十三層、 境内琵琶塚あり宝石日の名手平和;正の基なり主 云ふ。

0 トキワ合桓工場 。は一部指定な るも 常 円は発支なき泌問内に於て特に見皐を許 されf こ

るもの詳主IHは常日の説明に譲る 。

0 能福寺の大例 的写えん削i問Jたにて大師円f l'の告医師如タt<:安置、 明治二十四年波こ仁、減俳

仁て 御 身二丈 八Ｉ ｜｟慈 ｉ ｕｾ ｪ 毘苓稀 ｬ こ 見 るＡ栄作と 云 は る。

0 示 福 寺 維新のよ1 : 瀧忠三郎 i Hiが 北時附山線主池山侯勤番の注 イギ リス、 フラ ン

ス人を拾殺し後此寺 にて切腹せるはイ{名 な; 市に て彼 若者;が如何に 皇岡精市11と共武威主? 護

持 せしか を物 誌、 現時我権軸主英米 フランス の欣況を見- ( ネの闘聯を想はしめ、志士

ｾ 弔ひ 首 時 を偲 ぶも亦 意義深さ事 なら ん乎。

'品・寺 lこは共 際使用 の*fr及需刊1:の何な どあ り誌 fこ刊:界 の歌手パーナー ドショ ウなど も廷

に参詣せる寺なり。

0 向集合前時間に徐桝ある方は創出ぞ¥"ーの谷の 官 蹟を訪ね折柄盛りであらう棲花の視政

も興あちん。

O 本見密接は普通賛助H {t>除 〈。

0 代 人参力11お断 り令 11.1，'i :は必す'治mの事、 御持参なき方は首日集合所 tこて御求めあ り度

し。



曾 員 各 位 に 御 願

各位盆々御清祥奉賀候陳者一昨年来三年計董を 以て曾員倍加運動の

儀樹立され各位の熱心なる御協力により過去二ヶ年聞に於て相官成績

を奉げたるも倫所期の目的貫徹には甚だ遼遠の感あり、蕊に第三年を

迎へし吾々は最後の努力に遁進いたし居候も、何分幹事のみの微力に

ては到底此大事を達する事難く候保此際合員各位の一層の御援助を 得

て成果をJ ! t め度存じ候、就ては本曾愛護と斯界設展のため 是非各位一

名宛の新入舎者御勤誘の上御紹介相煩し皮懇願い たし依

枇 閣 法 人 日 本 建 築 協 合 併 長 片 岡 安

同 合 勢 幹 事 合 幹 事 長 谷 民 裁

曾
峰口三

職 員 辞 職 ノ 件

鹿 務 係 :iTi 記 山 内 潔

編 輯 係 書 記 石 田 雅 美
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1M約として陸奥する日立版産業地帯へ 、怠微にして過度なる人1 - 1集中から 、 副Irli の

う主家は著し 〈減少 し、加ふる に建築資料 の昂騰、品魁りの不闘泊、き では努力の不足

などから、新築の家竪まで減少し 、 ｬ Ｋ ｾ ちの絶 ｾｦ 教の小足を現出するに及び 、 都 Ｍ ，ｦ ｩ は

この未曾有の性宅難を如何にして解決すべきか 、焦腐の 問題に苦悩してゐる。

そ の鴛か 、 今議 ｔ Ａ ＿ をそ Ｑ ｾ 宅管 ｼ調法及ひＧ貸 家 組 合 法が泊過 、［ｪ ｩ ｬ｝ 定され 、 近く住宅皆圃

も本年度 3 寓戸建設金目 指して その事業主?大 々的に開始するとの報あり 、誠に喜ば

しき次第にて 、その健全なる護法をのぞんでや まなし、。こ 』に紹介する は今迄努務

者住宅の大量建設を事業と して併に問潤令の最近の建設 にか〉るも ので 、叉、大阪

市に於いては披初の仕事と もエミふべき 「此花伎宅」の二三の例である。これは某枇

の依頼に て、某市1:閥係の掠説者 を牧容するにめのものにして 、防H1の風習に従ひ 、

Ｒ 戸建ＱＺ Ｑ 二 宅 、 Ｑ ＱＺ鵠 付 Ｚ宅 、 連続 ｬｴｾｴ ( 4戸建) の3型式のもの合せ約 130戸が建設さ れてゐ

る。プラジの種類は約20]'iTi もあ るが、何れ も大同少異で、以下示 す側々 の例 に依り概

時その全貌 を うかカり、z努力;山ポる 。

同 潤 盲

此 花 f主 宅

f 大阪市此花直西島町)

1  I V  



自陣 2 隊 率 直 ・ ・ 第 2 階・・ 19 .2 6 6 縛

第 1陪 平 面 圃 (鎗) ( 1: 制 〉 ・第 1階・・ 24.23 鐸

I V  2  

問 潤 ・ ・ 此 花 住 宅

この住宅は 、問潤舎で云ふ慮の立償住宅一一 所

2問、震層住宅である。大阪市では大分以前から市

後 住宅に採用されてゐる 裂で あり 、 もっ と詳 しく

云へ ば階上|場下別 々に入 口があり 、叉、便所も} l lj

々K 付いてゐて階上の人も階下の人に I可等わずさ

はれる慮な〈佐めると云」ト家である 。

即ち 、 プランに見る様に 北 入玄闘で、玄関が二

つ並んでゐる 。階上の方の玄闘が1I、問中でつぽつ

てゐるが、 それでも斜j 然 と直別を付 ける終に 、階

下の方には門ならびに堺がつい てゐ る。左の方が

府上の家の玄闘で、玄繍日封筒のすぐ方わき に 2 階

による階段があ り、 叉その正面'に便所がある。居

間は 雨方共6帖 に4帖4' その他に各々盗所がある。



間 潤 命 ・ 此 花 住 宅 ・ 2 ・

此も同じ〈立憾位宅であるが 、 ｾｪ 入玄闘になっ

「ゐるので 、 室の配置が前 ｾ ｊ の逆にな ってゐる 。

即ち 6 帖 と 4 帖宇が逆に配置されて 6 帖 が南商し

てゐる。階」二でも問機 K 6帖が南而し肘掛窓がと

られてゐる。向、階上の人の偽に物干が設けられ

てゐる。

青年例 と共に 、防空建築規則の適用を受げて 、屋

根事干裂から 雪基盤まで大壁でき量 りどめになってをり

納壁も要所々 に々 とられてゐる。

第 2 階 平 面 園 ・ 第 2 階・・ 19 .2 6 鐸

第 1階 平 面 掴 〈縮尺1: 2ω 〉第 1階・. ! 4. U輝

3  I V  



M 2 階平面圃・第 2 階 .. t5 .626j i f 

第 1 階平面画 (紡!oi. J; 2ω J ・第 1 階 .. 24.283鐸

I V  4  

間 潤 曾 ・ 此 花 住 宅 ・ 3 ・

これ も立側住宅であるが、 角敬丸i . I のため。に l 方

的入口が僚の批路に設けられてゐる o I i 号室は |司じ

く階下が Ｖ 帖 に Ｓ 帖 、 階上が Ｔ 帖ｾに Ｓ 申 ｾｩ 、 晃正月 ｩ

は大ー今にあ り、 便所は階下 にモ 々まとめられてゐ

る。

×  

ＱＱｴｲ 骨 ｾｊ に於いてもさうであったが 、 隣家との廃が

健一 ifI であるのは考へなければならぬ |問題で ある

妹にその主主誌がー Ｍ ｾｾｩｉｩ￮Ｇ ｩ の居袋縫後であるべき部

屋 が、隣合せになってゐるのは 、 あらゆる助会に

不官il l 合が生じる。叉随所、主連所 な どは 他の部屋に

比べて綬燃焼地幣であ るときく し、完走の外側の燃

焼は何として Y も防げるから 、 このぷ味からでも

2 戸の境にか L る部屋を配るべきでなからう か。



同 潤 曾 ・ 此 花 住 宅 ・ 4

これは替湿の 2 戸建である が、 階段、 便所など

が玄側部 に集結してゐるの で、F持 ヒをイ也 の家族ーに

貸す場合でも 、階下の プライパシ ーが保たれるの

で都合がよ い。

I朽入玄闘 で、南側 Ie. 6帖北に 4 帖やそれ κ 縦 v 、

て議所 がある 。玄関板間と議所の聞に夕、ミ 2 帖

l ! Y<の部E置があ るが、 これは貧l燦には使へるもの で

なく前主sの階上への通路を考へてか、 2 帖と 遠慮

してゐ るが 、板の間を合めて 3 帖としてはどうか。

その方がよりよく使用されるの で なからうか。階

上 の 4 帖 宇 陀fi Jるl廊下も多 I j，>π浸な感じがする 。

第 2 階平薗蘭・第 2 階 . 14 .766

第 l 階卒酒圃 (縮;'( 1: :200) ・第l 階 .. 24 . 142鐸

5  I V  



I V 6  

第 2 階平面掴・第 2 階 .. 8. 82輝

向 澗 曾 ・ 此 花 住 宅 ・ 5 ・

2 戸建北入玄関である。他に比べて小ぢんま り

したもの で階下が 4 帖字、 3 帖、 階上が 6 帖 計 3

ｾから出来てゐる。

"I ij面をみるに北側の入込の多いのはどうであら

うか、広闘があ るためにさうなったのかもしれな

い が、其上雨方の玄関の屋根の梨け ;かまで後つて

ゐる 。 か、る程度のものではもっと外形もヨムパ

クトに手法も簡単 にするべきであらう 。殊に大引

に建設する場合その必要が多し、 。叉商の方の家の

3 帖 2 帖の抑人の取りプJ は苦しく、一考する必要

第 1階平面圃 (鎗尺1: 2∞〉・第 1陪 .. 20. 555揮 がある。



向潤曾・此: r . t 住宅・ 6 ・

再j 入玄関 2 戸建である 、 階下 は 6 帖 3 帖 2 帖、

階上は 6帖と IF.Jl I] 的な百d涯である。先例に少し 記

した様に隣家 との境 に使1折、階段或は玄閥、 2 帖

を記した乙とは、隣家からの話擦を防くや事にもな

り、貸すべきである。た Y 階段の位置が階上から

健所への交通を 考 へたの .C: あらうが、これはむ し

ろ謹ぶして玄胸 よ り上る事に した方が よくはな い

か、 叉今迄のものには主筆の外部に縁側がみられ

なかったが ζ れは降雨の際閤る事が多 いので 必ず

付けねばならない。その思ーとの主室 6 帖の外部に

は縁側 の付いてゐ るのは、 l 段と遊歩 した民誌にて

婚 しい。息ふに 、 これから の(:T.宅 のプランは こ、

い らを器準と して 改 良 を 加 へ て 欲 しい ものであ

る。

第 Ｒ ｾ 皆平薗圃・第 Ｒ 階 ＮＮ ＱＰ Ｎ ＴＷＲ 原

a  A  

第 1階平面圃 f 縮パ 1: 2001 ・第 I ｾ昔 日 ＲＵ Ｎ ＲＵＴ Ｑ［帯

7  1'.' 



第 1 階 平 面 圃 く縮尺1:1200)

第 2 階 平 面 圃

t V  B  

同ヨ司曾・此花住宅・ 7 ・

最後に欄西特有な漣縦性. 宅

( 長屋〉を紹介 し よう。これは

同潤令 とし ては手を付けられ

た恐らく最初のものであらう

と思ふo 2 j S . 函をみるに中の 2

軒は物ｾ＿柱のものと何 宇事 務りな

く 〈通 り民主でなく E住所が1樹立

してゐるのは 11廷の溢沙で あ

る。〕 方有限端のものに多少

の新味を見H: す。

第 i 階 第2!精

プ正よ り
1.  10坪.871 坪8. 26 

2.  11.746  8. 268  

3.  11.746  8. 268 

4.  10.870 6.890  

計 45 .233 31  .624 



田 中 氏 の 酋 庖 と 住 宅

設計 ・中西六部建築事務所

師

事

岬

e  

電

第 2 階

時

ー

一ー一一一一一一一一一

第 1階平面圃 f 縮尺1; 202)  

観

圧 商9ト駿 は m;1友り本勝き虫え り、 篠崎: 及庇下 は 黒

御 影 、 雨官!l J i > ' イノレ振り仕上げ

4 首

画 芸

呈; . .

第 3 階

本 家 倉

( 1)  35. 2292坪 18.00熔

く2) 30. 000 坪 18.00舛1

( 3 )  8.000 坪

9  1¥1 



室

図 中 氏 の 商 庖

と 住 宅

E支 計

中 西 六 郎 副B 鏡 司E 務 所

I V 1 0  



益 所

2 階 8 帖 及 1IF縁

田 中 氏 l吉 舗 並 に 附 属 住 宅

激地市内立. 堀、間口 4 網奥行20聞にして都市

住宅地 として屡 々健験するO l J であるが此の奥行の

延長 が如何に卒面構成の上に戎程度の制約を受け

且つ佳居の質的4条件を犠牲と して形成されるかは

都市住宅問題の方面よりして何未解決のものが残

されてゐる様に恩はれる。

此の建物は南北に 20問、 西側隣地境界は皇室- 1 R

なるため採光、換 然、其の他衛生的言者保件を最も

有利に解決す るため に東側に l 間湿の 践を設けて

ゐる。

工事は直径に して施工監督は建築家 出身の建築

主白からが殆 ど従事され従ってその過程に於て痩

更もあり原設計とは趣を異にした鋼所も生じて ゐ

る。

図に客室及び家具は三越装飾部の設計製作。

2 階 S 輸

1  1  I V  



Y  氏 邸

( 兵庫・武庫の誕〉

設 計 ・ 回 中 建 築 事=務 所

纏 エ ・ 回 中 組

第 1 階 平 面 置 く簸尺 1: 2∞〉

I V 1  2  

正 面 外 回

設 計 概 要

木浩 Ｒ 階建 、 屋根背草色 ｓ ｾ 制スパニツシ］瓦味 、 外

部 壁、下地 セメン トプロック雌 り卵' p{・色 リシン後き落

し仕上げ、腰廻 り一部 9 イノレii 長p、E 高及玄閥ポ ーチ

背片石張 りとす。内部盤、廊下炊事場廻 り階段室等官官

色押へ議 りとし、 和室は砂壁、師匠接及食堂及玄胸 ホー

ル廻 りはパルポイ I、、仕上げとす。床、臨接主主ホ ーノレは

寄木張 りと す。

第 2 階 卒 苗 圃



嘱機乗害事腎

卒 面 珊 E貴明

1. x: 開 2. ホ ー ル
3.  ｾ監接及書務

4. 食 堂 5 . 三ドー 締 箪 6. 炊 事 宗

7. ド ーョr
8. 浴 主主 9. 化 粧 護

10.  1il.! }i)f 11 . 女" . 1 1f( 12. 2 階 展 室

13 . 子 供 室 14.  1f;' 匂，帽'ー可 ｾ
15. .':1: 窓

第 1 階・・ 28 .7 坪・第 2 階・・ 10.6 坪

1  3  I V 
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こ れ か ら の 住 宅

と 生 活 用 具

' 11 口 支 卒 ・

1. グアルカナイズ 1，- ファイパー製帽子掛金

具代用品 ・エ養指導所試作、

2.代用品 とし ての耐熱、耐冷強力陶日器製吸

入器、

3. ド、イツ製プレキシグラスの食器、

4. Dev Nene 'Wohnbedalb 肢に出品された

標準型の生活用具

A 機械生産による スチールパイ プの明快

休息、椅子 Wohnbedalb 舎枇製

B機能的な洋服タン ス、 7 ラ y ッ ・シユ

ス 1) - 設計、

C 長時間燃焼石炭ストープ 、 グ ロピウ ス

設計、

4  a  

2  

3  

4  b  4  c  



5. 耐7)<件の 強 b、漆器盆に竹資子の 7)<切のある 5  

者写ifc

6. 日本の体統的 な 手工事基品 としての木彫 春 島

捻の果物@ .

7.凋巡の手工重E品 ゲ オノレグ ・ゲデツケノレの彩

書館付ビス ケッ ト ・ボックス綴木幽物

8 .型商工房原案による日本住宅の標準家具申申

戸、加賀犀 家具l古販. .  

8  

7  

1  5  I V 
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古 建 築 新

1 . 太山寺= 宝門 ( 愛媛 1係〉

2 太 UJ 寺 本 堂

メ: 1ね守は高演の近くにあ り、飽雲山と 携す

る。本金は七間九斑手11機本瓦践の大盤で 、 内

部は内外陣の聞に中関i があ り、木書'J大 〈、11:.

肘木や袋! 股彫刻に日量れたものがあ り、 二王門

と同じ〈 嘉元三年・の建立と{ 事へら れ、 1可れも

鎌倉時代の特色をよくあらはしてゐる。

抄
( 23)  藤 ｊ ｊｪｴｾ＠ 義

四 園 の 古 建 築

奥ｾの古建築の詫びしさに比べて 、 瀬戸内

海のそれは 明 るい光 に満ち 、四闘に入る とま

るで陽泰の感がある。八十八ケ 所と か三十 三

ケ所 とかい」、観昔重量場の本場でもあ り、桃色

や、 うす緑の頭布 を着けた 巡械が絶えず従来

して、防総 と哀愁 との交錯が娠するもの L 心

をうつ。建築の様式は rt 閥閥商の延長である

が、一般に; 伝l記は賑やかで、11: . 肘木や是正目立や

愉狭間などの彫刻に護主主したものがあり 、十待

ｩＱＡ［ＺにもＧｾ司敢な曲 ｬ 白いものが見られる。

Ｓ Ｎ ｾ 山寺本当 ｴ 中障の一郎



石止が寺は選後温泉の近〈にある名手i l ) で、 こ

L には鎌合時 f¥;; の建築が四栂関賓に指定され

てゐる 。棋門、本 堂、三重機: とそれから鈍様

である。模門は腰組縁勾欄を附 した普通の形

のものであるが、牡: J t や貧相 11: 1畜主主などの義

政彫刻に見るべきもの，f J ， くある。本堂は五間

五薗の和様建築で、 内部構架に新機軌を出し

たものがあり 、 板義政宇須煽椀厨子ｦＱｩ ｾの 細部

手法に種々巧妙な:意l庄が行はれてゐる。

司

H

h

a

，

《

7

6

・品

一

堂本
車

す手石

疋

d

〔前統の i H毘〕

Ｐ 寅飯八幡宮本殿のｾ民は次の八幡利融士の篤

民と入替り

O本文ー二行目

山妓山 手日は 山城大和

1 7 ，v  



「 厨 房 設 備 ノ 合 理 化 ニ ｾ＠
|  ワ ロ パ ー 調 理 機 ・ 械 器 具 ヲ I  

一( 圏程・ 炊 事 用) ー

荻

式

ク

ロ

バ

1

7

1

ド

カ

ツ

特 2干 荻 式 魚 焼器( 木 J災 焚 )

調
' - r  

特 許 荻 式 魚 燐骨量 ( 石 炭 焚 )

特

許

萩

式

ク

ヤ
イ

焚

'
y

出

凡

7

十

一

z，

ロF

 

式萩許特

バ

1

球

浪

皮

剥

機

特許蒸汽ｾ i，.1; 1Ji: 

萩 工 業 貿 易 株 式 曾 社|

8 走土 東京市東穂区堂島座ｾご ｊ 五 目

也ｾｾ所 大阪市高巨l D l 員鹿町通三' 二八 目

玉 場 負東市文ゑE 堤 方 町 一 八 七 目

電話( 報 l室. 呉33:2523:225E

電話( 船場- . J : U i l ・ 5 2 5 1

電 話 ( 大 森 ・ 9 4 3 9



最 近 の 住

1.努務者住宅の供給

興へられに題名は「最近の住宅問題」であっ? こ

が、本誌一月銃に既に新名種夫氏の「住宅問題展

望 j に詳記されて居る. ので 、私は住宅問題 lこ封臨

してJ采られに叉は保られつ〉・ある住宅政策に付: f Ul

2在を進め度い と忠ょ、。

事援の進展と共iこ企業外は時局産業への大枠換

を遂げ fこが 、 これに仲ふ労務者の大移動はその生1::

1告の供給力 2作はぬf誌に深刻な住宅難を招来 し、 生

産力にも重大な支障を及ぼす傾向が見えにので、

政府は股賑産業都市の常局に努j労者川共同宿令の

建設方を勘奨し? こ。この計主主は I昭和 13年の夏であ

っfこが建築設の暴騰及び公共| 週間の繁維な手配iに

ij i/!，¥されて所期の成績は恕げ得Tよかっ仁のであるが

見に角 、 これが今凶の住宅政策の草分げで仕宅ｧ， ｾｴ

の桜心を撞〈臨急: 政策の第 l 着手である。

H百和 14年に入って前記住宅織の傾向は愈々 i{ii 辿

してう相こので 、本俗的 tこその1詩集に乗出しに厚生

省、は勢務動員 lこ協力して労務者怯宅 3 ヶ年計霊そ

樹て 、資材の斡旋資金 J ) 融過を以て47j 社、工場等

事議主lこその所属労務者の位帯{ 主宅及摘- ! J 宿合の

建設方を勧奨する事になり 、初年度は資材の闘係

から 、世帯住宅 30. 000 戸共同市会 40. 000 人分計

70 .000人分の計査され? こが賀胞は住宅 17. 800jY告戸

宿 舎54. 000fi 余人分と云ふ}j}( 況で事議究開。舗は 1 i. 0: 

闘を越す豆額のものとなっ fこ。

向この内にはＺｴｪ ｬｦ 特｜ｾ脱等の努務者を釘象として

公共闘臨が世帯住宅を建設して居るものト ｪ て議 ｾＴ ，ｌ

タトiぷjJ il:i 負婚として綿額 1. 500 高回全 tj {度に損犬'制

の弘と *"1給を契約トIHi る様に封印75議合の協賛を経

である 。

昭和115年は先つ' 石炭の増産計設の一部として炭

鍬 :Jj'!f 説者間住居の供給を計重し 、宇品，芳務者の修

入iこ備へ位宅の規模 7 坪 及 10坪の二部宿舎は 1 人

世2.2 坪を標準とし資材の斡旋資金の融過をし? こ

が、その賢蹟は性宅23. ｏｏｏ ￭ｾ 全 戸間合 ＱＵ Ｎ ＷＰＰ 絵入分

事業費 3.000 寓闘となっ仁。

楽 厚 生 . 省 住 宅 謀 技 師

宅 政 策

大 村 巳 代 治‘

昭和 15年度の計霊では物 資 動員計霊の一般民需

I:jl に労務者住宅用資材なる項目が設定せられ 、預

金郁資金にも労務者住宅用資金な る項目が設げら

れて前年度2. 000湾問 lこ更 iこ3. 000高閣を追加 し公

共園開に融通 5 れに枇令事業資金 と合 算すると線、

計6. 000禽闘が i象金利1から融通される事になっ 7こ。

昭和 15年度の工場努説者川位宅の規模は矢張資

材 の閥係から前年通りであっ fこが 、位宅は 2 戸建

1 戸詰り敷地30.[;<1' 、建物 l 上坪悶立建敷地40坪 、建

物 15: 1; <ドを標準と し、 持に建物の20坪迄のものを認

める事とし 、集 i週建設の際は道路教を 2 割程度見

込む事とし? こ。共同宿舎は全〈前年通 り1 入賞 り

敷 地5坪建物3. l ' i fであっ fこが 、これらの賞践は世 帯

住宅が33. 000絵戸共同指令70. 000絵人分事業究綿

相 16. 000高凶徐に上つTこ。

鍬山努務者にf・1・い ては住宅の規模 1 戸首 10州 、

出合 l 人世 2. 2 坪を棋準とし7こがその責蹟は住宅

7. 500絵戸宿令 10. 900徐人分事業費締額 1. 000寓闘

となっ7こ。

H自主1116年度は第 3 期計主として構精し事業主及

公共闘謹の建設を期待 して円下準備中である。

2. 地代家賃の統制

Ｇ ｾ ｲ［ 援の進展に 仲ひ 諸物恨の騰勢は 地代占え家賃に

JL波及して岡民生日を脅かすに至つ fこので昭和 13

年8月4 日に中央物償委員千? から地代家賃を抑Ujl ]す

べ〈答 11
1され? こ。依って同日商工 、厚生 、内務の

と
:_，;)く官通) 慌てー地方長官宛地代家賃の :J :f ll iIJl J方を指示

しにのがこの行政措世の乎始めである 。

忽 ＱＴ 年 Ｙ 月 Ｑ Ｘ 日 所ｾｦＧ ｪＹ Ｎ 18*，tJJ 1貨統ilJ l ] ( こ際じて 、低

物倒政策の一翼としてilil Jj L せられに地代家賃統制

令も rtii 速のi副操を傘重 して前年の8月41':1 の地代家

賃に遡及して件止 5 れ?こ 。本令は岡家総動員法の

第 19依 l二基 3 建物及 その丹] 地の賃貸料の値上ぞ停

止しにもので貸事務所 ア パー ト 等の 貸 ｾｮ をも 包

合され? こものである。而して期jj l J を一ヶ年として

翌 日年 10月19円新統ilil J令と更改され仁のであるが

1  I V 



新令は闘家線、動員法の存する限り存績する 事 とな

っfこ。 奮今の一ヶ年聞 の賞演は地代家賃調整協議

合を全国で 1. 100 回余開催 して、 主旨の普及徹底

を圃つTこが 、違反取締の件数は47. 000件即ー府嬬

首り 1. 000 件に及んTごがその内罰金を耕せ られに

ものは僅が tこ40余件と 云ふ好成績で 、 この聞の値

上申請は金調で16.000余 ftlで 5剖は許可 、4審IJ不許

可 、 1 j包j苦手J ] l 中と云五、欣況であっ Tこ。

新令の特徴は地代家賃の適正標準を設定 して新

? こに地代家賃の設定をなす者 tこ最高額 D 定視を示

し?こ事である。この定規は地代家賃専門委員令の

原案を中央慣絡形成委員合が特} j IJ 委員舎を設けて

慎重審議を重ね答申されに遁正標準を基礎と して

地方長官がそ の地方的基準を示しにものである。

3. 住宅針策委員曾と閣議決定

事境はT象期以上延引し進展綴大 して従来の雌託

封東のみではこの住宅難の滋勢は抑へ切れぬ情勢

なので政府は1府軍1115年 7 月住宅封策委員千? を 紛?

でその釘策を諮問されに。委員合は特知j委員合を

置 い て 、 各方商から調夜研究をなし Ｙ 月 Ｙ 日会 ｊｾ 広告＿

議決し て答申 し?このゼあるがその大要は次の 5 項

である。

1. 政府は貸家組合を設置 して貸家事業の改善殻

連 主貸家の供給増加を困ること。

2. 政府は令祉工場主等事業主にその労務者 JHtl:

宅の供給を命ぢ 、叉住宅営圏及公共闘盟にそ

の損失をfrlH武して住宅の建設を命ぢ 、更に現

存の住居nJ建物を有効 tこ利用する震 iこ必要な

る措世を採 り得るものとすること。

Ｓ ，住宅 管国ｾ設立して政府全額出資の資本金 ｬ

憶凶 10倦の i食努護行者? 許し 、 5 ヶ年間に 30寓

戸の住宅を建設供給すること 。

Ｔ ，住宅調奈 ｩｮ ｉｊ ｭＺｾ確立して ｈ 伺 Ｑ Ｑ ＱＶ 年を第 Ｑ 回と

し Ｕ 年￟ＮｪＺｉ二位宅 ｗｉ ， ｊ 手ｾｻ･行ふ こと。

5，前記諸ーをH庭先途上必要なる諸搬の事項!!jJ 、国

土計設及地方計霊との調整資材供給機構の整

備建築技能者の養成充足 、住宅様式の統一 、

家賃低減の震にする土地及物資慣絡の抑; [ ，IJ 、

政府施設の使用人用住宅の自給 、及住宅行政

上必要なる ;機構の整備磁充等に付き遺憾な さ

を期すること。

こ の答 ｲｾ は経倒閣僚懇談合 に取上 げ審議せられ

I V 2  

て11 月19日閣議に於て住宅封策要綱を決定せら れ

に。この内容は前記答申 と略同様であるが 、その

要領を崎五 すると次の通りである。

l ，F2家組合の設立。

2，住宅替圏 J ) 設立。

3，事業主へ の従業員用住宅の建設命令。

4，政府施設の従業員用住宅の自給。

5，地方公共圏謹及住宅替困への住宅建設命令tこ

仲五、損失の補 l賞。

6. 宅地の取得及交通の整備に付きての特別保護

援助。

7，建築用資材 の配給機構刀整備刷新及資材取得

の特訓保護援助

8，資金の融通に付ての特訓の! 米議援J t ! ]

9，既存住宅の取段、改造及他の用途への特別制

限及び有効なる 利用。

10，建築資材等の債格の統市1] 1二依 る誠賃の艇減及

賃貸j条件の統 ;IIIJ .

Ｑ ＱＮ 保健 、 衛生 、 保安上泊前なるをｉＺｾおの株式の決

定。

12，住宅建築技能者の養成充足。

13，住宅並にその賃貸事情の調夜。

14. 住宅行政機構 D 整備繍充。

4. 貸家組合

今回の住宅難はJ i j J 貸家の供給が聞 に合はぬ事で

あって 、家主ーとしては資材はなし 、努銀は首j ｾ、し

建築手部は商ifl J tごし 、家賃は統;I ，IJ されて居ると云

」、入方選りで貸家の建設を手控へて居るからであ

る。従来家主は大阪の如き l明白な専業の家主は少

し IJ 、金持や地主共他の職業の内職的の投資に侠

つも のが大であっ? こ。自然余 り細かい手IJ 潤計算. は

立て今室家損失や 、修繕費等は計算外 として五年

位で元金丈上れば満足する態で企業としては全〈

開始均な無統;III Jなものであっ? こ。

自由経済時代にはこれでも良かつにのであるが

統， ｉ ， ｉ ｊ 陛拘へ ｩｬＨｾｊＨ 換しっ 、ある現 ｻｅ どうしても組織化

せぬと寓事に不者f合になって来fこので I脚 115年 7

月、家主組合の結成方を延長: 脅する様地方長官tこ通

牒されfこ。この結果漸次各地に家主組合が設立さ

れつ〉ある現状で第76議 tpの協賛を経fこ貸家組合

法は目下法文化の途上に在る。

貸家組合は法人で専ら貸家の持主を組合員とし



その貸家の供給の困滑及経営の適正を困る事を目

的とし、その事業は、第 1 に貸家建設に必要な土

地及資材の取得及これに閥する共同協設、第 2に

家賃の取立 、修繕 共他の貸家の粧皆のｾｊＩ共同施

設 、第 3 に賃家の斡旋所の設置 、第 4 に家賃及賃

貸t条件の統制、第 5 に建設及経営に 闘する指導、

研究調王室等を主な目的主し 、 この外、貸家の建設

及自皆、貸家建設資金の貸付¥同 債務の保陣、組

合員の貯金、等を殺ねられる事としてある。

現在貸家組合が 、各所に結成されて全凶 200 余

に上って居るが、この貸家組合が、貸家の建設tこ

活動するのはまにまで手聞が究ると考へられるの

で、等ろこれは貸家業の組織化に依って貸家企業

の基礎石T確立する意味Tごと 考へる 。

先に位宅組合法があって自巳持位屯の建設方を

奨めにのを放任してこの法築に締換し? 二事に付兎

角の意見もある様であるが貸家が自巳住宅に比し

て大都市tこ於て特に多〈、その枇合的の影響も消j

に大きいのであるから、今迄野放しであつにもの

を組織化する意義は大きい t 思ふ。

S. 住宅営園

次に住宅管固法も第76議合の協賛を総て目下法

令の準備中であるが 、こ れは民nnの貸家企業の似ー

第1. * 患 則

tB 1像住宅管圏は努務者その他庶民のt I 二宅の

供給を計ることを目的とす

位宅' 苦闘は法人とす

第 H 条 住宅管国は主Tこる よか務所を東京に世〈

第 3古来、 住宅管園の資本金は 1t意図とす

第 H 条 政 府 は 1i¥t ¥闘を位宅管| 到に出資すべし

政府は土地 をもって出資の円的となすことを

得

第 5 像 、第 6 像、 日告

第 7僚住宅管闘には所得税、法人税、営業税

を耕院せす・

第 Ｘｾ 条 、 第 Ｙ 像 、 第 ＱＰ 像 、 略

第 2 量E 役 員

第 11保 住 宅 皆 閣 に 理事 長、副理事長各 1名、

五民事 4 名以上、監事 2 名以上{ f 置< ( 以下回昔〉

第3. 鶏 務

第 16s条 住宅管聞は左の主提携を行ょ、

給力の低下を補」、べ〈政府自ら住宅の建設供恰経

営に乗り出すのであるが 、建築費の嵩む今日到底

利潤を? 考へて居てはならぬと云ふ見透で政府全額

出資資本金 1億圃に 10f去のf責務費行 して合計 11憶

を運時黄金と して一勝、 5 ヶ年間 lこ30言語戸建設す る

事を目標として居る。そしてその業務は、住宅の

建設及粧貨及その受託住宅建設の需の資金の貸付

l 園地位宅建設の際の厚生施設の建設及経皆 、 住

宅の寅買及貸借の仲介及これ等 tこ附帯する業務と

なって居る。目下各種の準備中の事故ここに余り

深入りオる事を差控へん

6. 不良住宅の改善

現在京演地方に見る闘京大出災の遺物で明かの

様に、位二宅難時代の住宅は質の低下は防ぎ得ぬの

であるが、替圏 iこ於て建設されるものは*J にこの

黙を注意せねばならぬので目下住宅の規格等につ

き研究中である。現在不良住宅改善 lこ付ては 、供

給 tこ迫はれて居る馬手廻らす・僅かに結緩強防闘係

から良村住宅に付金溺20府綴に有I i 助金金支出 して

J宗光通風の賄を改良させて居り 、 l 件 に付僅か 30

凶位のものであるが相前効果を悲げて居る 。

以上を以て現在の住宅行政を一通り説明しにわ

けであるが 、欄筆に首 り読者諸賢の御叱正御後援

を?乞 i 、次第である。 以 上

1. 生1 . : 宅の辿設およぴ経営

2. 住宅の建設およぴ経営の受託

3.ー園地の位宅の建設、ま7こは経営の場合 に

おける水道、乗合自動車 、市場 、食 堂、裕

場 、保育 場、授産場 、集合所 その他の建設

むよぴ経営

4. 住宅の建設の? こめにする資金の貸j l f . j

5. 住 宅の賀買および貸借ω仲介

6. 前各抗の業務に附帯する事業

第 17像、第 18燥 、時

第 4 章 住 宅 債 券

第 Ｑ Ｙｾ 誕生ＱＺＺ主管国は ＱＹＱ｜ 込資本金額の ＱＰ 倦を限り
住宅債券を蛮行することを得

第20線 住 宅 債 券 は 額 凶i金制50fi11以上とし 、無

; 品名利札附とす 、但し! 必募者ま? こは所有者の

請求によ り記名と なすことを得 、u. 宅! 氏委託は

杏lJ 引の方法をもってこれを強行することを得

第2H様、時

第 S 章 合 計( 略〉

第 自室 2: 智 ( 略〉

第 7 章 罰 目1) ( 1書〉
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家 長族 の 生

緒 言

住宅問題の閤家的重要意義を つきつ めて見ると

結局 人 口問題に根底を置〈ので あ る。人口 の増殖

』二割し住宅の供給及共建築資源、の問1 mをどう解決

するか 、人 口増i植を困る篤には如何なる住宅を供'

給すべきか 、人口 の資質向上の掲の住宅様式を如

何に導 〈 か等が其骨絡をｾすのである が 、 此等を

少し 〈立ち入って劣へると共底には技術、経消 、

行政にま＿こがつ＿こ無 ｾ ｒ に成 〈 深い問題が横はって

ゐる 。吾閣の住宅 tこ劃する此綴な研究 は殆ど米側

拓の分野で 、今後の徹底的開拓が待望 さ れ て ゐ

る。以下此の様な住宅問題の沃・ill -f-開拓 の足カ: かり

の震のー示唆 として、i止も基礎となる家族と住宅

規模の問題について少しく考へて見 ょう 。

家族の成長

東亜共栄i舗の陥立を目標として歴史的的E : & : t

踏み出し? こ我閣はその東亜に於ける先導者fこる使

命達成の罵必要なる 人 口政策要綱を広め 、昭和 16

年 l 月22日の閣議にて決定 しに。此はH併 1135年 t二

内地人人 口 1憶を目標とするものであって 、特に

11I 生精力11のfこめ今後 10if. IUll こ婚例年令を現在よ り

約 3 年早め- ) ミ弘l? の/:H生数平均 5 )"c， ( 現在平均 4

5c，)  {f f=l 指してゐる。; : ; 1 ( にか〉る 岡京ω紘に沿っ

ｔ こｾｾ量的 説族のー ｊ ｉ Ｇ｢態を想定 し 、 ｾＪ家族補成の経

化 に即l臨する住宅は如何なものであるかを制べて

見 ょ う。

犬 ｾｦｬ ｬ ｩ の結婚年令ｻｦ男渦 ＲＵ 才 、 ム Ｇ￬ 均 ＲＱ ニ ナ・ Ｔ とす

る。此犬・婦のI i 11 生5c. 教は 5 � ｣，とし、夫タじＮｦ￭・力引Ａｾい

ものとする。普通の1:1¥生11¥1隔は) 誕生千T人口 /I"¥) ;越研

究所- の 7 高夫婦の出産力JA) 作. によれば婚制後' 1'均

Ｒ 年ノドで ｴｲ ｮ 子炉 ｉｬｾ 生し 、 第 Ｒ 子以後は平均 Ｓ 年ｉｬ ｜ｬ

陥 となってゐる。此平均出生nn附は/ "1 11 生間隔が長

い 嘉 子夫 ｾ｜Ｑ ｜ ・の 分が合 められてるのである が 、 最も

疋常且数多い /1 11産1m隔は此平均よりも; 遣に短いの

である。之鼎については皮憾の; 塚原氏 の 6 千家族

に謝 する 研究がある。 ( 第 2 回人口問題協議合報

楽 厚 生 省 住 宅 跡 技 師

I V 4  

と 住 居 規 準

諌 信 夫早

告書 P867)

i: oo 

t oo 

ーι。。

2 "0 0 ト

弓

ε  ι  
7  ‘t  

〆

第 l 闘 ・出産間隔の度数分布 曲線

此研究の結論を要約すれば

1. 結婚後初産迄の期11¥-1¥ま 1年が断然多い。

2.出産順位の如何によって州産間隔は除り迷は

す・ 2 年が断然多い。

3.最終の1:1
1

，産の場合は仙の場合 より多少具る。

4. 寡産のお: 人は11' ，産間隔が長 〈、 多産の綿入は

Il¥l 隔が短い。

今此に考へる夫婦は初児{ f 紡婚後渦 l 年で IL¥産

し、以後胤2:年毎に 出産して5児をき緊げ?こ もの とす

る。最終児 {f禦げf二時の夫婦の年令lま犬満34才 、

事満30才であって未r;: 若し、から 、出産は 5 児fごげ

で自然に停止するとは忠はれな し、。事責此様な規

Jli l正し( ， 11¥産 する場合は多産型であるか ら、r:I Jl I' ，

産力カ ; i鵠制する場合が多いであらうと忠はれる。

然し此虞ではー雌平均 5 児の場合を光づ1以上げ る

のであるから 、此以後山産が自然に無かつにもの

とする。 1/，J参考のE. i ; に婦: 人のま任娠能 力停止に助jす

る研究を 此虎に 引mすると、 30才で知人の約 4分

の l は姫娠能 力を失ひ 、35才では約半数 、40才で

は約4分 の3の知人は姫娠できな〈なると推定され

てゐる。かやう tこIs，: 人の姫娠能力が 、案外早 〈失

はれることは特 iこ注意すべき事責である。



倦本題の開策家庭の 5 児は現想的に交正 i二男子

主女子であって 、 骨慈賞Ａｾ < 成長し 、: k . 守は満21才

で嫁 lこゆき 、長男は25才で紡ill 干して 、判i戎|の家族

制度の作風美! 約二国 り雨視と同居して孝養を悲し

次男 以下は 25才 になる主途次1: ，'，'iJ.持分家するもの と

する 。 此長男の若夫品 ｬ ｬ は仲 ｪ 親と同臥・他 ｅｈ 児 ｾ Ｕ 児

; 設けて同策型の護展をする。 一方老夫如は次却に

年とって来て天命を全して死ぬが 、 ｾｾ時間は老夫

ｾ｜ｬｾ の結婚し＿こ時 の 年令に於ける平均依命によるも

のとすれば老夫 ＶＲ 才 、 老 品 ｾ Ｖ Ｔ 才の時であるこ う し

て初代夫都は結婚後45年 に してー!止を去り 、後 iこは

次代夫高 ｩ＿ とｾ L:子 5 人の家族が球り 、丁度初代夫広11

の結婚後 19年目の時と同 じ家族柿成となる。J l I Jも

此腕組[1とj な殻展様式の場合には相秘して檎永され

る家庭の家族構式は26年を l 世代として繰返へき

れるのである 。分家し?こ家庭の成長期は結婚後20

年伏迄であって ｊｾ 後は分解及融合を合んピ繰返し

] 切に入るのである 。

以上の家族出成の鑓化 をli i什友にし? このがみi n 去

である 。子供を乳児 、 ( 2才未満) 幼児 、 ( 6才・米

湖) 児賞、 ( 12才未満) 青少年に分け 、史 tこ少年

以上は性日Ij を しに のは住宅の規岐 、部屋割を定め

るのに必要な震である。

表 l

住宅の規準

前項 の 家族の設展に 到 Ａ臨 す る ｻ ｊ 宅をｾ ｾ Ｑｓへ る 前 に

位宅の規準に到する方針を定め て置か う。

住宅の規4i i は3与を FIJ ひる日的に依って脆類が色

'々考へられる。( イ) 許 し得る il止低規l . ¥ii ( 法規上

衛生J 入 枇 合一文化ートJ 、 (ロ ) 胤家が建設を助成

する場介許容し得る最低鵬 、 ( ハ) nU: 令粧がf的地

正規準( ニ) )格付4の目標 としての泊正規準。( ホ 〉

之以上の正 Ｚｪ 級住宅は許せぬと い ふ ｾｉ ，Ｈ ｟ ｉ Ｍ Ｍ 脱 。 等一 寸ﾭ

t 者へ? こTごりでも数種ある 。一般に則氏住宅と し

て諭せ' られてゐるものも 、概念的に 〈ハ) の場

イ? と( ニ) の場合が混在 してゐるこ とが多い。位

宅の規準の主惑を論じる場合は徐程共蝶貼を 明確

に して世かぬと 、徒らな混筒Lに陥る 。; : 4>: 文ではtt:

J;ii ;規単としては A規 準 としては現!質的に可成低!立

のもの 、B 規準としては現宜的にl . j /等度のものを

考へ特に雌絡な ;立味を興へ?こ規準としては扱はぬ

こととする 。

規準に釘する一般論は; } l ; 位 にして、 J t. 鵠問題 に

入ら う。外岡 の{-I:居規準は主要5Rとして居 IlIJ と山

常 、附凪1半! として ;立;閥 、議 所、便所、 裕オミを?: : I Sへ

てゐる。

-11F同|の{t 居様式 にては主要常は居11¥1 e  i定常をI高

it:'f! 

家 族 株 成 の 鑓 イ じ

備

j @ 

初 'f¥': 

年数
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別す ることは間刻で 、先づ主要宝とは県のしいで

ある宝で居間や忠弘に用ひられる主いふ他はな

い。 そして否問l } F. f ( 住宅にては特に「寝室」とし

ての概念は711tL 、が、結局主要 宝の役円は居間或ド

寝室 主して の役目が故も本質的薫要性を有し、特

に寝室としての役闘が達成せ られることが先決問

題である。主要室が決まれぽ仙の附属室も、 次 会

慣の現模も 、敷 地の大 きもすべて其に開柿して* 1

へられるのである。

共慮Ｚで本文では簡明のｾ住居標準 を主要室 のｊＱＡ ｦ

さについて のみ考へ、特に応' 主として !日塗 より主

要室の必要なる数を定めること〉しTこ。

A 、B 雨 規 準の共通の前提僚件として次の如〈

定める。

( イ) 、成人王手に就いては児童以上は 1.0 、乳幼

児は0. 5、

( ロ〉、児童以下は性別j を考へす。青少年以上は

児童以下 k 別室 とし、叉夫苅? に非る異性は

同室にしないものとする。

但し女子は児童以下 と同室でも差支へ無し、

もの t する。

表 2

級

家 族

;/& 
A  成

年数 家 族 4称 成 人

類 率

ト一一

。
夫婦 2  2  

夫婦. 字字しL  
3  2. 5  

3  夫婦. ｾ＠ U ' 幼. 4  3  

う 夫婦. 乳. 幼2 5  3.5  

7  夫婦. 筑. 幼2.児 . 6  4. 5 

9  夫婦. 乳. 幼2.児2. 7  I  5. 5 

11 夫揮婦者Ｎガ ｾＲ Ｎ 見 Ｓ 7  6  

13  夫 ーがJ l . 見3. 男子 1. 7  I  6. 5 

15 夫婦 . 兇3. 男子 1.女子子 1. 7  7  

17 夫 婦 兇2. 男子2. 女 1. 7  7  

19 夫婦 .5c l . 男子2. 女子2. 7  7  

21 夫締婦. 男子3.女子2. 7  7  

23 夫 . 男子3. 女子2. 7  7  

25 夫婦 . 男子3.女子 1. 6  6  

26 
老夫婦. 男子2. 女子 l婦i. 新新乳夫夫. 婦 ー

7  7  

27 老夫婦 . 男子2 女子 締 . 字し 8  I  7.5  

29 老夫婦 . 男子2. 新失 幼. 8  7  

31 
道夫婦 . 男子続11.. 新新乳夫失.婦 . 宇字しL ま') ;2

8  I  6. 5 

33 老 夫 婦 男 子 締 . - .1 U . 幼2. 見. 9  I  7. 5 

35 
老夫婦怨実新新富炎 幼2 見2

9  I  7. 5 

37 
老夫 夫.幼釘占1: 幼2. 5c3.

9  8  

39 老婦 子1 . 8  I  7.5  

41 
老婦 . 夫 .児32.ー，児男男.女3子子子女1l2 ..  女子 i

8  8  

43 老婦婚. 夫婦し .!i c2 女子2.
8  8  

45 夫 .!i 己 男 子 7  7  

/  

備考
17年 十23年 ノ※印ノ、右自己ユテモ可

I V  6  

( ハ〉 、乳児は夫 婦 k 同室 とし、幼児以上は夫婦

と別室とする。

A 規 準

( イ〉就臨時 に空室なし

( ロ) ' f の牧容成人率

8 規 準

3  Ｑｾｬｩ＠ 1 人

4. 5帖 2 人

6  ｉｉｊｾｩ＠ 3 人

( イ〉就室時空室 4. Ｕ Ｑ ｾｬｩ＠

( ロ〉室の i欽容成人率

3 帖 l 人

4. 5帖 1 . 5人

6 帖 2. 5人

此規準 iこ基き 、前項の家族構成の鐙化に臨す' る

安構成を計算すれば第 2 表の如くなる。

表 2 より考へられる 事

絞 j品年教と住宅規模を調べて見ょう。

A 規準の場合

A  

( イ) 4.5帖 l 室 一 新 婚 嘗 初 l 年間

( ロ) 6帖 1室 ー・新婚首初 4 年間

居 室 敷

規 準 B  規 話事

室 構 成
室 』車

室 構 成
室 星皇

3  4. 5 6  事立 数 6  事立 数

4. 5 2  10 .5 

6  2  tO. 5 

6  1  3  13. 5 

2  9  3  13. 5 

2  10、う 2  4  18 

3  13.5 2  4  21 

3  13. 5 2  2  4  21 

2  4  16.5 2  I  1  2  5  22. 5 

2  4  16 .5  1  ['  1  3  5  25. 5 

後2
4  16. 5 3  5  25. 5 

義2 4  16.5 3  5  25. 5 

説2
4  16 .5  3  25. 5 

勢2
4  16. 5 3  5  25. 5 

3  13.5 2  2  5  22. 5 

3  4  16.5 3  5  25 .う

2  4  18 3  う 25. 5 

2  4  18 3  5  25. 5 

2  4  16. 5  2  2  5  22. 5 

2  4  .  18 3  5  25. 5 

2  4  18 3  う 25. 5 

2  4  18 2  3  5  27 

2  4  18 3  う 25. 5 

2  A  18 2  3  6  28. 5  

2  4  18 2  3  6  28. 5 

2  3  15 3  5  25. 5 

15 



( ハ) 4.5帖 1室 、6帖 l宝 ・・… 結婚後8年迄

( ニ) Ｓ ｾｴ ｪ ｬ 室 、 Ｔ ＮＵ Ｑｪｊ ， Ｇｪ ｬ 宅 、 Ｖ 帖 Ｑ ｧ ｴ ・ＮＮＮ結鱗後 ＱＲ

年迄

( ホ) Ｓ ｩ Ｂ ｬ￮Ｒ ｾ 、 ＴＮ Ｕ Ｑ ｾｬ ｪ＠ Ｑ 室 、 叫 ｉｾ 1  ｾ主 ・ ・ 叉ハ 4.5

ｾＢｬ ｪＲ Ｈ［ 夜 、 Ｖ Ｑ Ｑ ＧＯｪ 1宝. . ... ii:N併後24年迄

( へ) 3帖 l京 、4. Ｕ ｾＧｬ ｪＲ Ｈ［ 位 、 押， ｉｪ ｬ 戦 、 ・・・3任期に

過す。

現在大都市に建てられてゐる民間ア パートは概

ね4.5宝か6帖 1室 であるが 、 ( イ) 4.5帖室は新 婚

前 初t:: けのもので子供が生れる迄には( ロ) 6 帖

室に移らねばならぬ。 61T/i 牢. も新婚首初4年間f立が

精一杯である。( ハ〉 、 〈ニ〉級の住居も 4 年 11¥1

隔で飽和 する住居である。( ニ〉級主主の規模のも

戸のは貸家として のみ合理的に存たし得る。都市生

活者は大謹 5 年平均に特居するが 、職務のI Mi J係 等

もあら うが、家族教にJ %じて最 も経 梢的に伎宅を

選んでゆくこ t が大きな理rl : J であらう。( ホ) 級

住居は( ニ〉線住居以後相首長期 、12年位住み得

る。( ニ) 級迄は浮事的な佐居であ るが〈ホ〉級

以上は落ち 着 い7こ生活 の 可 能 とF なる位居 と言 へ

る。貸家主しでも引越が少〈て貸主の方の立場か

ら割のい〉家になるであらう。持家の場合の油ｾ

性を考へて 見 る に ( ニ〉以下のIJ、住宅は屡々 増 築

の必要に迫られる故; 自首・でない。( ホ) 級ならば

nltl 問増築すれば ( へ〉級 となり 、一生佼へるわ

りである。長期分譲による住宅供給に際しては需

要 者 L 供給者も首初 の家族教 と分譲期間 の家族

構成の蛮展を考へ 、住宅の規投ー と扱張計設を令め

Tこ合理的な計霊を建てねばならない。

( B ) 規準の場 合 も家 紋構成の殻展 と{:I 二宅規 模空〉

二J5へ方は CA) 規準と 金 〈同織で あるが 、規模の

秤A 度が il1j ¥なる。 即 ち

B 規準の場合 、

( イ) 4. Ｕ ｾＧ 占 ｬ 室 、 Ｖ 帖 Ｑ 室・ 新声rf 官; 初 2 年

( ロ) Ｓｾ Ｇ 占 ｬ 室 、 ＴＮ Ｕ 帖 ｬ 室 、 ＶｾＧ 占 ｬ 室 、 。. Ｎ ｾＺ古婚後

6年迄

( ハ) 3帖 1室 、4. 5帖 2 室 、61t占 1室… ・・結婚後

8年迄

〈ニ) ＴＮ Ｕ 帖 Ｒ 出 、 Ｖ ｾ ，占 Ｒ 室 ー …結 婚後 Ｑ Ｒ 年迄

( ホ) 31t占1室 、4.51陥l室 、6帖3宗 一-・ ・・殆ん と全

期

( ハ) 31陥2室 、4. 51t 占l室 、61t前 室 一-全 期

B規準では A 規準主異 り、 4. 5 帖ゃ 6帖 だけ の

l 定 住居は始めから除外される。 ( A ) 規 準で は

全期に泊する 31陥 l室 、4.51陥2室 、61t 占l 室の住居も

ｂ 規 ｾｉ こでは結婚後 Ｘ 年迄である。本規準では Ｇ ｻＺｉ［

Jii' i溌展のiルj、限は 10，うIT，'i で最大限は28. Ｕ ｾ Ｇ 占 に速 す

る。 11止大限の28 ，51p占D ときは建築延岡杭も 28. 5:1" 1-'-

i立であるか ら、lij 許水量!i 建築統11ilJ 規 J[IJ の!1m以 に近い

ものである 。

此7J';:( 立木造建築統制規則の11i1l 限内では本例 より

も和子供の多い家族に劃しでは B 規準を維持す る

ことが困難な場合があることを示すものであ る。

自己持住宅で杢矧にわ? こり B 規準を保. 持す る篤

に は 先づ Ｈ ホ〉級 Ｓ Ｑ 陥 ｬ 去 、 Ｔ Ｎ ＵＱ 陥 ｬ 室 、 Ｖ Ｑ ｪＱ ｾＳ 宝 とす

れ! まよい。 之 より小規模のもの では時 4 年 毎に貸

家ならば引越を要する し、 自己持・住宅ならば増築

を要するのである。

以 上A 、 B規準に封する検討を通じて考へら れ

ることは 、新に分家し? こ成長の旺盛な家庭は住宅

金自己持i とするこ とは相官無理な黙がある 。結 婚

後 15年位絞っ fこ成長の進んt:.' 家庭に で始め て自己

持が合加. 的 tこ考へられる 。但し結婚数年に して B

規準( ハ〉扱の家を自己持 となし 、家族構成の護

展と共に増築は しないで位生活の程度を 下 げて A

規準民至るのを許容するならば、首初から自己の

2誌を所有することが考慮せられる。こういよ、穆時

どか 、増築とかをせする住生前の切下げにイ去る方法

は、tt 際一般に制めて普通に行はれてゐることで

ある 。此最大の! 京: 閃は牧入の楠加が家族の増加に

比例しない底から生じ る。

所前 シユワ ーベの法則によれば牧入の哨力111こ反

比例して家賃に支 /+'， する家計の割合は減少する と

いはれてゐるが 、此 は非常に徐裕ある附級 tこでは

文化技の士合大佐立味し 、生! っ居費が比較的少 〈てす

む のであら うが 、一般の封J持附級に於ては牧入は

増加l しでも家族 の増加による衣食Y'i: の増加がll t:し

い ｦ こめに必要な但 Ｚｭ ＺｩＡＨｾＺｬＺ｜ Ｑ すことが ｈ ｜Ｍｳｉ＼ｩぬ欣態に

あるものと 思 lまれる 。

今次官ｾ牧入の Ｒ 害 ｉｊ￨ し 、 品 ｊ ｬ� 占首 家賃を Ｒ 附と

すれば 、 丁 度 月牧 の 数 字の10分の 1 の盛敢の2誌

が通常な住居となる 。 表 2 の A 規 準を之 に依って

調べて見ると新婚首初は 4.5 11'占であ るから 45困 枚

入があればよし、。然るに 5 年後は 91陥であるから

90闘の牧入を必要 とする 。か〈して 10年後 tこは 13

5肉 、20年 後 は 165圏 、30年後は 180闘 の 牧入を必

7  J V 



要とする。然るに 変際は一般勤労者の昇給率は主IJ

底之には&. . ばぬか ら、A 規IfEを保持す右主主には経

過年数につれて:...I;j Jって牧入に封する家賃支IHの制

りは増さねばなら ない。

家賃支出 の制を 2 害IJ に止めるとすれば位生活の

規準を次第 tこ低下する他はないのである。

閣議決定の 人口政策要綱にも家族手首が重要項

目として上げられてゐるが、家賃の方商より見て

も之は極めて適切なることである。特に位宅子訟

を絞上の考祭の見地 よ り家族に肱 じて合理的 tこ定

めることが望ましレ。

結 語

住宅の平岡計費も、住宅供給問題も、伯l人の住

宅計聾でも 、岡家の住宅政策でも 、住宅に闘する

考察は綿て時間的に動的なも の として扱はねば完

全なもの といへない。位:宅は家族の成長張展 、人

口の士曾般 との平衡 に於て動的に: j J I i 纏されねばなら

ぬ。此黙従来の住宅問題の取彼方は極め て稀拘ーで

ある。 i刻家の位宅供給の桜木策は 人口 構成の内容

則も 年令別 ー とか世帯入品目 Ｑｪ ｦＮ Ｑ｜ ｾ 成 を基礎と して 供給

すべ引 Ｎ ｉ ｾ 宅の規模 と 孟そ定めねばならぬ。

工場合枇の勤務者住宅の供給も 、従業員の増減

ｊｾ 年令 、 を考慮して供給すべき住宅の規模 、 教は

勿論 、更 lご管理の方針も樹立されねばならぬので

ある。 ｉｉ ｗ ｾ 誌が足りぬからとて首 肢の 間に合ふ ｔ ごり

の位宅を無計-輩 tこ供給するときは 、殊に融通性の

少い努務者位主にはて数年後には恐るべき行詰り

をJ百外4する と忠、はれる 。

此等に就いては向諸方蘭の抑り下げに研究が必

要である が 、本文は極めて特殊な 一例により家族

の成長 と住宅規模の問題 を考察して よ勝保の此様

な住宅の見方への開心を昂 める需の- 11)) ともし? 二

次第で ある。

曾費御柳込等に就て

I V 8  

昭和十五年十一月十五日限り 集金郵便の取扱ひが停止されました

のて将来舎費其の他集金郵便て御請求申上げる事が不可能 となりま

した 。

就きましては今後は、誠に御面倒御手数てすが、振替大阪三九九

七五番御利用叉は、適宜の方法て御排込み下さいます様御願ひ致し

ます。現在迄の笹j J 抑込扶態に付いては迫て御知らせ致 します。何卒

開策順臆と皆様の協合愛護のため集金事務に御援助下さいます僚、

切に願ひ上げます。

世 間 法 人 日 本 建 築 協 舎 主 計



住 居 の 基 本 空 間 に 甥 す る 一 考 察

序

イ1:宅の最低限依件が何によって〉とめらるべきか

或は我々が望むべき 合王I¥! 的な椋準住宅が如何なる

依1' 1ーをそなふべきか 、之等の問題は現在我 々のiii J

にJ1; 鑓的に呈出されにrm: wの内でもっと も重要且

困難なものの一つであるやうに。そして現宜ーの位

宅建設はこの問題の未併決のま〉に枝々な形をと

っ て行はれ、そ の大勢の 赴 〈 ところ カ ［Ｉ［ｾ ｉ 告 ともな

りかねな い以態である。之は{ E ，主l ! 築製の貧問主?

表は すも の と云はねばならぬ。

文明開化以来 、我々のもつに佐官乱喋に倒する

皐問は 、建築家の製岡板j二lこ表れ得る住宅 、之を

簡単に云ょ、ならば所前 rt
J
_I -，流住宅 、数字で表は す

ならば まさに 30坪以ート. の夫であつに。そこで我々

は、居間がどうの 、食堂肱接間がとう の と論じ fこ

のであつに。 我 々の110i J i にすべき位宅の犬千' . 1¥が)i Jj'

;!l'J lミ度の上からそんな大きなものでない事が段令

了解され、建築家の前 lこ20坪以下のNi ，iil/ J 、住宅が

去はれる や うに なっても 、建築家が之に到して- ! J i!

へ? こ虚方筆は杢 〈今ま での夫とかわらなかっ? こo

fこピ規模がノj 、ぃTごりにノj 、さ〈とも我慢せす・ばなる

ま い、同 じ宝 で ｾｈ ｉｊ さ せすもばなるま いと 云ょ 、 の ＿ご

げの事であっ? こ。コマ シヤクレ? 二年ー而に様々の索

の名前が記 入される か 、或は遠出 して「何 i陥」 と

かく '1' : : . ' けか一一極端に評すれば 、ま さiこ扮? の如き

ものが建築家のあ ?こへ得? こ j起方主きである 。

ところで現賓の性宅はど うか。我々が市: 11:に大

栄の住宅としてちつものは 、居II rJ もなければ食煮

もない。夫は住居商の綴りである。何l陥 ・何 l陥と

いよ、11日の集 りで ある 。こ れは「居哨令官は南[ 百 tこ、

接客部は ・ ・ Ｑ こ」等と 教へ られ＿ こ建築家の最も Ｇ ｉ ｾＺ 目［

惑するところのものである。手がつけられない。

止む を得今、何帖 ・何帖の部屋がこれfごけ 要る '1' :

らうとその常識的見併を市井の習↑ ft からよみとっ

て、若干の「建築家的改良」をつげ加lへ計訴され

るのがオチである。正に「住居面」は主主築家じと

ってスフインクスであっ fこ。

* 京 都 帝 大 大 皐l l l 1'

西 山 夕日

建築平 ［ ｉ ｾ は之れに Ｓ 討し如何に ＿こち向ふか。

一ｾＪ

一
一

第一、t I- : 宅は 、 その大いさによって昼間構成の

質を異じする。量的鑓化が質的尺度をもかへるの

である 。今かり Lこ住居 l師を? 法準にと ってみて30ql 占

の主iifとと 20帖‘ 10;凶の住宅では 、夫々その住居商

の構造的構成は同一でもあって も生活 tこ封しでもつ

意義は全然 こと な る。前者では 、安の特殊化が問

題になるが 、最後者では寝れるかJi 逗れな いかが問

題である 。従って位宅は量的尺度主両時に如何な

る質 的 ｊｾ 度 をもつか が ｬ 切にされねばならない。

第二 、然らば此宰RIJ 構成の質的意義の鑓化は如

何に追求されるか 。 我 々は之 ｾｎｾ 統の殻展の内 ｬ こ

打辿て られてゐる現在の我閑民生活に於ける居住

慣例 ・生前様式の中 lこ求め得る。? ごが夫は地底! 的・

階級 '1'-) に云ってまもまも のもの であり 、60年1111の

生活の鐙化がむ 中・や夫を否広するに到って ゐる 慣

? 容をも合せ合tf でゐる。 しfこがって 、建築家は住

居間を興へるのではな くて、 r，j_I 二」を組織構成し

之を興へねばならぬ。若干の「問」 ・住居商を興

へ之に食a位、居I l ¥I、J Q: 手! などとかきこなTごけでは

建築家の ヒトリヨガリ lこす ぎな い。 整 然fこる生m

j品開の見透しと組織のフ' ラてとを以て、岡氏にか

くの如 <. j'l:居は「使JI1J さるべ きものであると指

導徹底し 、住宅にマッチしに生活過程を育成訓練

せねばならな い。そ の伎 )' 11法を示さない虚方謹の

書きぱな しで あってはならな い。建築の解決は設

計と主t 設Tごげでは経ってゐな い。

以上のがJ おきをT して 、筆者は* 稿でノj 、住宅の住

民 l師の昼間構成( 大さ ・形 ・組合せ〉 を検討 し、

その最低限4条件と 、建設の基準及びその将来の改

善の方向ぞl切にし?こい と考へる。

高実室

住宅のもつ機能は夫を合u Il吐合生前の 内容控化

により幾援J単を恋ii て きてゐる。? こがこの内で最も

・. .  .  
鑓化しないらし〈思はれ るのがねどころとしての

犬である 。お そら 〈、生許可の金領域が枇令化され

ても 、住 所Tごけは住宅主云五、名 を捨ふもの として

ｾ＠ I V 



残るであらう。' 夫が之 である。

その大さは就寝の仕方( 就寝J11兵〉と之に封す

る附属商( 通路、更衣商) により規定 される。ハ

ンモツクまでの飛躍は考へない として、 我々の 円

の前にある就寝法はまづｾ ｊＩ 上に蒲劉をしく方法

と出台による方法である。後者はその商が周囲の

床商から上っ てゐるものを指す。これは折盛ベッ

ドは別 として、一定の商積を常に占有する のが一

般である。 jjii 者は床面に使用 の都度設け 、しかも

その J市!盟は柔歌性のものであるから 、寧に場所が

手軽に鑓更出来るばかりでな 〈詰込む事も連続す

る事も出来る。 一定の床面への配置数に於ても 、

- "tjl 位荷関への就寝者数に於ても牧容人数の融通

性が辛棒さへすれば前者に〈らべて謀fご大きい。

この事と 、京‘と云ょ、家J司、を要しない事は、低生f汚

水準では勤し難い魅力がある。こ の方法は我々が

首分権承しなければならない住居水準からも要求

きれるで あら う。 所謂折衷式生活が提唱される所

以もここに ある。

寝床面への/:1 - ¥入と更衣は側面からがもっと も有

利で好ましい。止む を得ない場合は頭側から 、最

後に はその上 を.歩きその上で更衣が行はれるが 、

この最後のものは さげ られねばならぬ。官官者・の方

法tこ従へば少 〈主も二 人おきに通路を ・之を寝具

の方から云へば二 人用が最大で 、後者の場合は或

る積の兵合の如〈多数の並列就寝が可能と なる。

我 々は寝室の適正要求 として側方就躍をのぞみ1:

い。 最小限要求は頭方就寝である。

まづ大きさ の悲 準、寝具 ・蒲調はどう なって ゐ

るか。 7111函は現tr : 全国一定の大さをもってゐ な

い。布1!1 ・1おるみ ・綿の入方等地方的気候 ・1批判

によ る市mかい差がある。例へば 、閥西では敷布陣1

3r!J41! 'J に盟諸し閥東3巾3:t 、;掛Il1il!}'¥l では41!151!J に到

し5r! J 51t の相違あ り、 かいまき使 1I J の有無など一

定しない。叉就出方法についても、各の酷 くない

地方では例へば31!141!1の浦圏 lこは 2 人就寝するを

常とし、幼児J rm育の場合は 3 人まで同余すると云

」、場合もあるや うで ある。従ってこ〉にも過符の

際限のな い陥穿があ る。

我々は 、まつ'衛生上の願慮から一人一床原則 と

しにい。 そしてこ の視結から泊正寝具標準を うち

にてる事が 、就農習慣の再建に於てま づ必要な事

主なるであらう。

IV 1 0  

敷布図の r!J は横山氏の研究 によれば 90. 95 が遁

正とされるが 、一般使用のものも 95- 120 のもの

が多 〈、 長さは約 18 0 - 1ヲO. 掛;市圏は 巾145- 165

となっ てゐるが之を考 慮に入れて、就寝者数か ら

JW要昼間を算出してみる 。ま づ 、各区割害IJ にf -1す

る配列列数をみると 、次表の如〈なる。

庖副長 内法民 (H. 問 ) 日!111J;iTI. 硲 ilR方H 最高際件

i翠 位 955 不適 不遇 不適

2翠位 1. 91 l 人

3翠位 2. 865 ｾ＠ 2 人

1 人

2 人

4翠位 3. 82 2 人 3 人 3 人

以上は成人小みの場合をみにものであるカ ; / J、児

Tl 1小蒲閣を用ひても側方就躍を 採用しゃ うとすれ

ば け酎 ｉ ｫ 詩 ｜ｻ ｉ条 例 コ を ｕｾ で ｦ 与ない。

次 tこ、軸方向 の区制長を考へる に特別の場合

Ｈ側方就寝 ・ ｬ 人 ｦＱ ｩ 寝 ｾ捌叉は児童以 下Ｉ は Ｒ 単位

で配置可能であるが 、一般 tこ3単位を必要 とする。

上表に H¥て〈る 最高像件は家族全部を成人 とす

h ばのぞましきものでないが 、家族中に存在 する

児章幼児を考慮に入れ之を以て最低限寝床商所要

巾民とし長軸方向医剖長を 3 とする と、 家族 人員

の鑓化lこよる最低所要寝室昼間は次表の如〈なる

( 第 1同参)! i.o。

2同

。通路角

園 通跨面

阻宏量配置面

3 函 J闘十

4  

頑方 ｦｩｾ

第 1 圃

最少温室面積

措 ｾ Ａ￘ｩ 人民敏 寝室1};r，吊 く帖J 住居ifuff l Ｈ 申 ｾ ［Ｉ Ｑ 人 ｾ 住居 而

3  3  3.0  

2  4. 5 4.5  2. 25 

3  6  ( 4.5-1・3) 6  ( 7 .5)  2. 0 ( 2: 5)  

4  6 +3  9  2，25  

5  6+4. 5 10.5 ｾ ＲＮＱＰ＠



2

0

守

J

o

o

6+ 6  12. 

6 + 6-1・3 15. 

6+6-1・4. 5 16.5 

2. 0 

2. 14 

2. 06 

ζ L に連絡は約40cm、 更衣に要する奥行は 60cm (f旦

し翠に苦苦闘が敷かれであるもの故般 重 さは要求しなかっ

た〉 とし、 他陀衣類怪場を考慮する事とする。

人数だげでな く、 家族の構成によって質際はもっと 種

々な要求が生ずる。 との事についてはこ与では考ない。

貧室

配給機構の整理改革主商品素質のji1純化は 、従

づk空想的に思はれ勝であっピ炊事の共同化への僚

ついて検討を 加へる 事 としゃ う。

坐式。食室では食卓が中心となる。

短形卓( 以下角卓と云よ、〉と国半とが

考へ られる。多人数家族の場合大き な

食卓が必要す る耕からも 、;車車iIf使月j の

便からも角卓が有利となるが中人鞍以

下では 人数の随時の鐙 化に劃する融通

性のある事、年齢による 髄の大小、 幼

児の崎食等の閥係から回阜の方が好者1¥

つきあわさな いや うに考へられfこも の

で、fJ 向直径も最大値がとられてゐる

が 、家庭の食卓 ・食器の大さ ・数 ・人

員構成を考へ 、後記の標準を作成 、之

によって考察する事としに。闘卓で

は90c m直経の もの であれば5 人まで蔦

能主考へられ，る。なほこの考察では乳

児は考慮に入れない。

椅子式。ｾｾ式 と 金〈 同 様。 イ ｄ し 椅子

のある関係上全部角卓と して考へ?こ。

人事立問卓( 標準) 角卓( 標準〕 四卓 角卓

2  60- 80 80- 100 55- 65 75 75 55 

3  70- 90 ｾ＠ 67.5- 72.5  ｾ＠ 。 70

4  80- 100 
4会

11(ト 130 90 。 75

5  92.5- 112 ｾ＠ 122. 5- 147.5 ｾ＠ a  165 

6  ｾ＠ 165- 195 4会 多

7  。177 . 5-212.5 。 220

8  ｾ＠ 220- 260 ｾ＠ ｾ＠

きて之を 中心主して家族成員が卓 につ〈時、 着

座時各成員が自 ｛Ｚ ｉｾ に 座をはづし得 る 事 、 主婦が給

事に使なる如〈位置する事 、その脇に主主間以下に

主食慨等をそなへる空聞をもつこと等を僚件とし

精子

彫刻 r 11;':; 
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制 収一旦4 4 )ー -.. Ａｴｩ至 宝ｾ ｾ一一一 最 小 蹴IJ

類 別 即 日 奥 行 間 口 奥 行 形( 市位〉 貰 潤 仰 が

2  ( A  139(1. 5)  189(  2 )  13011. 5)  195(  2 )  t  .5 x 2 〆 1.5

イB 1  59(2 )  1  83( ｾ＠ ;  

、C 135(1 . 5)  185;  ｾ＠ )  

3  f  A  165(2. )  195(  ｾ Ｉ＠ 16α 2 )  195(  ｾ＠ )  2  x  2  

l  B  196(2. 5)  200(2. 5)  (  226(2.5)  192(  ｾ＠ )、

4  f  A  230(  ｾ Ｉ＠ 230(  ｾＩＩ＠ 225(  ｾ Ｉ＠ 225(2. 5)  ｾ ＲＮＵｘＲ＠

l  B  225(  ｾ Ｉ＠ 205(  ｾ＠ )  l  255(  3 )  185(  2  ) )  

5  245(3 )  245(  3  ) )  255(  3 )  210( (2.5)  (2 .5x2. 5(坐) 3.2  

( 角) 235(2. 5)  210(2. 5) )  l 3X 2. 5C椅 ¥ 3. 75 

6  ｾ＠ ｾ＠ Ｈ ｾ Ｉ＠ 240(  3 )  ｾ＠ Ｈ ｾ Ｉ＠ 240(  3 ))  ( 2. 5x3¥坐) 。

7  ｾ＠ ｾ＠ (  ｾ Ｉ＠ 265:  ｾ Ｉ＠ ｾ＠ Ｈ ｾ Ｉ＠ 2o5(  ｾ Ｉ ｊ＠ I.} x  3(精) 4.う

2.0  

2. 5 

1  1  



「附 記J 坐式の場合、I *諸国は55 x 60とし、 卓端よ り10

纏中へ入りこむとし、通路と しては横向通行〈最小限通

路rt ) として30をと り通路にあらぎる見Irには iOの{ 徐裕を

とる。椅子式の場合は卓端より椅子背面までのと し、そ

れより通路巾45通路にあら ざる場所 15をとる。

間口と は; 炊事場に関口をもっ簡を云ひ、奥行は之に直

角の長さを云ふ。( ) 内は建築E再位数。

人数は成人を以て示す。子供成員を合む場合は低構成

、の大いさにて可なる場合あるも 、後述の理由により食堂

に可及的官余裕を奥へるため全員成人とみな した大いさを

以て最小限とし、 以下に遁用ずる ことL する。

生活過程と空間の轄用

我住宅を構成する 生t . 居聞は 、あらゆる居住の 用

途に供せられ得る鈷に 、融通性のつよみ と生日の

質的低下への危険性を内包 する。しからばどこで

その危険は阻止さ れるべきか。

位居室聞に とって異つ? こ内容ぞもつ生日過程の

主なるものをあげる と、 常時 、食事 、就 寝、及特

別の場合である 。乙 ':> Iこ常時 とは食 ・j長以外の家

事 ・国環 ・執務 ・養育等の 日常生活をさす。

(  1  )  まつ' 寝室杢聞 を考へてみやう。之は既惑

の如 き宰聞 を必要 とする。 受聞は特別の場合以外

は寝 室 として は使用しない。し? こがって、 住居間

の縮 少が強制さ れる場合、護問 他の生前に流用す

る事とな る。臥寝の欣態が各種姿勢の う坊主も大

きな面積を? とる のであるから 、他の用途iこ供する

場合、夫 tこ要する家具の配置さへ油首に刷版すれ

ば 、特別の要求のな い限り! 長さは充分である 。イjl_

し脱臭、の出入 ・掃除をなす時 ・家族が日Ij 杢1111へ逃

避 し得る事が衛生J 二のぞましい。

、 (  2  )  食室。食事時のみ使用。 i肢に 中1111他のflJ

迭に騨用可能。也し食事の用意の問は食事時と同

様清潔を持 しにし、。然る t二一方家族困撲は食事後

1二機制して行はれ るもの としてこの祭聞で行はれ

るのが合理的である。

(  3  )  きて今、日常の生前過程の匙行を考へて

みる。同一昼間の様々な用途への時用金三Jf へて行

〈と 、まづぶつかるのは 、朝 、起 床 と朝食が楢起

的に軍似して行はれる場合である 。即ち 、山宝と

食管 の榔刑能否如何である 。;良:R のI-l !，入と食事の

準備或は遂行 k の分離は絶封に必要である。食事

園祭等に劃し幼児共他の早就寝者の寝室の分隊も

やは り要求 されて* る。生前訓練で之等を克服し

IV 1 2  

ゃ うとす るのは 、来干無wな要求である。 こ冶か

ら家事の術生的m行を得る ?こめにはど うして も食

段雨室の斡JI1はさげられねばならぬ と考へ る。之

は極小住宅に於て極端な過桁を犯しでも向賞就 寝

告が集中 される司王に伺はれる如 〈、 衛生的生活に

無智の大衆の 1111では生前の利便からも 現賀に行は

れてゐる庭である。机-' --で考へられ? こ就寝室の介

王111. 的分散等は建築家の設: である。従て 、我々はこ

〉、にまづ宣・窺室の分離 と云』、生所の質的低下防

止の第一線 ・生活様式再建のJ左準貼を うちにてね

ばならぬ。此の食@ 席分離は平板竹 lこみられやす

い佐居商の最初j の意識的機子iEつ' けと して重硯され

ねばならぬ。そして食J-j{・と闘撲のが; 合を護展開花

させる事ーにより 、 定ＧＫＮｾ居 ｮ ｲｊ へ と 飛躍せしめ 日本

的粗悪居住の本質? なす民 ・n結合の止揚への起

黙とせねばならぬ。

生活様式の殻展を峰史的に考察すれば、都市組

悪住宅の殻展 ・定型は日本民族木来の ( 農民住宅

lこみうけ られる) 1-1: 民形式から食 ・痕分磁を うば

ひ去っ fこのである。ょを 、{ 住金な生活 JLの215一候

1'1' としてとりもどきねばならぬ。椅子式着座様式

の護展もこの分弱! I ' され?こ食告を通じ てはじめて可

能 となるのである。

(  4  )  食室鹿室分刻i を?: J 走木保ftj ' とす ると、他の

同 ｾｾｨｾ 削午ば殆ど解決 ｈ 川 Ｔ る。寝具 出 入時の逃避所

として食室をあてればあとは寝具を除かれ?こ憤い

住居耐が常時使1 I J に仇せられる 。閤撲から分鰍す

る要のある過耗 ・執務 ・勉事等もこ〉で行はれる

事力［ＯＱ Ｇ ，似る。 ｻｉｉ しこのすこめには ー トー 掲［￧ｾ手伝商にそれ

に必要な家.!l; 1曲l を力11へねばならぬ。

(  5  )  ノj 、似て宅では無論の事ながら廊下の如き純

梓通路[ 古iは阿茶るにけ避ηTこし、。之が1. i t に通路の

轄用を考 18; する事が必要である。 即 ち、夜1mは食

宅が通路中心となり 、投問は寝室迂回路が構成さ

れると云ふ場合 l立、強ひて廊下の如きものを とる

必要がな し、。

(.6 )  特別の場合。保有午 ・! 限度或は突穫の病人

就 寝の場令が之であ る。日常の生活過程 との交錯

を考へてみやう。もっとも困難な場令は寝室闘が

使 ｈ ｉ 又は牛使用の欣態でしかも食事 中 。 Ｑ ｾｪＺ し 此食

事 ｲ ｬ ｾ の訪ｊＺ｜Ｇ｝は食事を共にする客でなければ絶当分行

はないと云ふ生7i ' i 訓練の方で防がれねばならぬ。

客でなく 、Z5・務的所用の訪問者は玄開で際会Iされ



事。

衣料・鹿兵関係品牧納の押入・家具壁商をもっ

事 、製宜以上にまちJ しちはその必要家具をも含む。

(  2 )  J髭室蘭以外に之と分続され? こ食室をもっ

事。大さの最小限 は 自 由着席 、主事及給事 の 可

能。充分保件は 、圏壌 ・家事等、常時生活の本撮

k しての充分な空間と施設。

食事関係用具 ・牧納家具の外、ラヂオ ・祭壇等

が集約配置されるのがよい。

( 3 )  玄倒。簡単な臆封可能。通勤 ・外出期昇、ー

( 履物 ・雨具 ・自持率等) の牧納所をもっ幕。

( 4 ) 中央化すべきもの、洗濯場・浴場・‘隣組

集合場。

( 5 )  最小限住居に劃しで は、住居商の完全な

整理のTこめ特に物置商が充分あ ?こへ られねばなら

ぬ。

( 6 )  家具商 ・通路面〈之は現賓の計笠では位

居商の中に入って来る) を含まない最低住居筒、

及び之に 家具通路商として 1割加算しf こ所要最低

住居商一一。

る。従って事情のゆるすかぎり玄関の構成は この

顧慮が必要である。病者主は寝室室聞を分ちに

い。 従て分つ必要のおこる 3. 4 人程度以上の家族

構成では寝室が 2 以上あってほしい。但し分続tこ

よって生今る一方 の 過 密 は 止む を得な いであら

う。 我々は今最低僚件ｾ探求してゐるのである。

此の非常の場合こそ 、最高の過w.' 居住技術の護服

されてよい時であ る。来泊者の場合 も病者と同様

に考へられてよい。位居商に余裕のあ る事は望 ま

しいが 、その余裕を斯様な特別 の場合を;脱出とし

で望む事は、隣組開催の篤 の大問所望の如きと同

じく 、程度を すぎると生前様式改善 と反封の要求

である事を心得 ねばならぬ。改善の方向 は夫 と反

f-J に進みつ〉ある 筈 である。

所要最低

住 居 国

3. 3 

3. 5 

3. 2 

3. 0 

3. 2 

3.1 

2. 9 

! 人 蛍

住居商

3. 00 

3. 16 

2. 88 

2.75 

2. 87 

2.78 

2. 62 

計

6.0  

9.5 

11.5 

13.5  

17.25 

19. 5 

2i. 0  

イ11，し之は 、居住者の教と住居の居間構成が ピツ

タリ 誼合してゐ る場合で、現費の位居面構成は之

と一致する 事が稀とみるべきも のであるから 、乙

〉に表は されfこl 入賞3. 0- 3. 5
I
V占と云五、数字は 、

杢〈 最低限所要住居面積 と云ひ得る で あらう。依

居の「すみ方」が規正 されねばな らぬとすれば、

まさ じ此の程度の数字が最低限としてとり あげ ら

れねばな らないで あらう。 家族成員平均毎時27m
3

の新鮮
Tふる 宰無を必要するとすれば、この最小限

僚件[主 、寝室昼間
( Ｑ 入 賞 ＲＮＰｾＲＮＳ ｉ ｩｬ 占Ｉに於て Ｑ 時

間2. 5- 2. 9回、全空間について 1. 7- 1. 9回の換気

を必要とする 事 となる。

位居は健全な る夫婦: 生活の根憾でなく ては なら

ない。 結婚 によ って組 、或は新夫婦が分離せる 寝

室を もっ 主云ふ健全な信生活様式は確保・ 定立さ

れねばなら なし、。と同時に成年子女の接室も亦耐

却の夫か ら組立する のがの ぞましい。 そしてこの

場合は之に ltti 首の家具商佐附加すれば夫で、彼等;

の金生活室聞ともなる。以上の事から 、家族数の

;檎)J 11に従て問教を過度 iこ増 )JII させ る事 よ夫 々可及

的に繍立性を興へる若手 、が臨i応: さるべ き4条件 とな

る。之 は前項の病人の場合をも考へ合はせて、: J t :

非考慮 しておかねばならぬ。1ll し室杢|百iの1自主;性

は夏期通過通) 弧が要求せられる紙候t条件では解決

困難である。［目Ｉ武の＿こめには 、 主居室やｾ闘 と ｪ 度

去とが強12Eのi些I W[ . 性を要求してゐな い梨tI がキIjJIJ さ

れるべきで ある。

ょに到 して定居室は 、樹立性を必要としな い。

去 ｉ ｊ って通路泊・の虫 ｉ ｉ ｾ を こ の ｲ ｬＧ へ包台してその一部

を通路中心にあてる .i (/n解決も通路の鴨川を考肱

すれば可能である。之は食室拡大を結巣して廊下.

ｾ と つ に ものより令子ｬＧ的千耐を生むであらう 。

空閣の濁立性

食室

1.5 

2. 0  

2. 5  

3. 25 

3. 75 

4. 5 

4. う

終家

4. 5 

4. 5. 3 

6. :  

6. 4. 5 

ＶＮＴＮＵＮｾ＠

6. 6. 3 

6. 6. 4. 5 

族

員

家

人

2

今

3

4

1

q

J

r
h
u

司

J

R
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建設の規準

以上を要約し て位居に劃 し要求せられる最小限

僚件を列記 しゃ う。

(  1  )  家族は 就 ｾ是に 必 要な位居間を もっ 率 一 一

寝具面 ・股衣 ・通路面及び所要家具面。家族人員

の増加にしにがって可及的t二分離 されTこ聞 を とる

最IJ 、限候件

前項で示しに家族人員に3討する位居衛構成の最

1 3 1 v  



小股要求は、居住者にピ ツタ リ適合し? こ間医剖構

成が輿へ られfこ時の寸分のl獲のな い8条件である。

と乙ろが現賞は住宅をかく衣服の如 t 居住者 tこピ

ツタリ合はせる事が出来ない。家族の生長鑓化 ・

油時適合住宅供給の困難は夫を不可能にする。 従

て閤民住宅の大量建設 と云ふが如き課題に射して

は、之等の組i分を集積一括し て数段にわl 1 、各段

階に含まるべき居住者構成の各鑓化に勝、じ? こ最泊

の織成を上掲の探求から 求めて奥へる方法がとら

れねばなら ない。此の段階の構成は住宅供給の規

模 と閥孫をもっ。筆者ば住宅経営の公共化即ち貸

家住宅を原則主 考へ 、今試み に之を室敢によって

分ち 、2. 3. 4 室住居に封する適合家族補成と合理.

的問構成の一例 を表示すれば弐表となる。

種 類 家族構成 人 員 間構成

2室 住居 〈夫婦の他乳児 〉 2- 3  6.2/ 

/ 夫婦児童以上1- 2人¥

3室住居 〔乳児 j  
3- 5  6/. 4. 5. 25ノ

( e夫婦児童以よ3- 5人1

4室住居 l乳児 j  
5- 8 6ヘ6. 4. 5ヘ4.5

「附自己」壁面は家具記置のためのもの 、押入面共所要間

口長を建築翠位を以て示す、問中( 〆〉 のあ るものは、

関脇板間をもっ事を示す。

3. 4 安住宅に於て は家族構成に! 臨じて更に之を

細分しfこ方が合出(1"J となるが 、いづれにせよ大量

建設に於ける 型の採用 〈夫は多かれ少なかれ世然

必要されるものである〉と云ふ事賓が、以上にみ

る虫u<  1 人詰所要最低商績を 、jjl j遠 の最低イ奈子1"よ

りも上昇せしめると云ふ事に注意せねばなら ぬ。

上掲築では かくして、建設最低標準は大韓平均し

て ｬ 人首 Ｓ ， ＵｾＴ ， ｏ 帖となる。

なlまよカ43十主主にあ?こり、 注意すべき黙を列携す

れば

(  1 )  .1: . 表は、食・ 1度室の通路開係が無駄な〈

配置され ｦ こ 司 ｊｾｾ 依件 とする。放 ｬ こ、 平面計霊は夫

を質現するものでなくてはならぬ。即ち 、主寝室

の夜mH並行の拒否 、各聞の通路面〈通路角) の求

心的配置。

(  2  )  家具 l面( 表では 、|剖脇板聞として示して

おいに〉の合理的配置 、その使用 l商と、食 ・寝袋

内通路商とを可及的一致させ Fる事。

(  3  )  通過通風の流れ構成。ー又は二室を通過

す Ｎ る通 ｩ Ａ￟Ｎｾ考へ る 事 。但夜間は寝室聞 の開放をさ

り得 、 寝具 ｉｈ 入 時には食室と遮断し ｔ こ通風ｾ得る

I V 1 4  

如〈刷l草する事。

以上の僚件を ・簡単に組織固として示すと第3闘

勾長ト

セミ翼ぎ

J  ｾ＠ :t: 

.， 1を 室

×  炊事場

心 健玄 関所

.  押入面

｀通ｾ面

G  1( 奥歯

壁 面 t! i ' 入住居商 l 入賞住居面

となる。( 矢印は

宰策の流通線 ・賀

線は夜、賠線は掃

除時を示す〉。

3  

4  

6  

3  8. 5  2.83- 4. 25 

5  14.5  2. 90- 4.83 

6  22. 75 2. 84- 4. 55 

さて上述の建設

の規準は 、一方ではその立案の基礎となっ? こ生前

様式営住宅の居住者の生活にまで貫徹しなければ

ならなし、。し? こがって 、各型につ いての各居住者

構成に謝する「位ひ方J が確立され完備されに住

宅経替機構を通じてその賓施が監閥されねばなら

ぬ。

一方 、問の標準化とそ の用途の規定は 、家具規

絡の再検討、夫々油合する 家具の探求にまで進 ま

ねばならない。例へば食室に於て我々は前段では

家具 主人員とから匡劃の大いさを求め fこが 、ーたlこ

我々のなすべき事は興へらに医主1J の穂類〈上表で

は2' .2. 5'，及4.51陥を輿へてゐる〉と居住者構成の

組合せから 、最も時用性の多い家J ' l ; 寸度を求め る

と云』、云は Y 求心的方向 の研究がなされねばな ら

ぬ。住宅の如き封ｾｾにￆＭ ｬ する す法的研究 は斯 〈の

如き 3 段の研討( 最小所要寸法の探求 ・建築単位

へ害1J 首 ・夫の内容構成物 k しての各部寸法の再決

定) を以て はじめて結賞さ れるものと筆。者は考へ

る。之によって「建設の基準」は完結されるので

あるが 、本稿では之には言及しない。

椅乎式と坐式

食卓面・寝床面の清潔性 ・起居動作の合理化か

ら食室 ・療室の椅子式化がのぞまれるが、探;鹿施

設の献除による冬期 lこ於げる脚部の懇J令てふ最大



猷黒占をのぞいて色、前者食室では多数家具の常備

後者寝室では更にこの i也に融通性 J ) 治夫 ・或は不

便な廠会式 ｊｾ 方就寝 � ［ 歓黙として生するる。この内

食宝 刀方で献陥よりも手I j 鈷 J ) 方を? とると、椅子式

化の種々の方法が考へ らる 。

(  1  )  そのま〉食宝刀 みを椅子化する。寝床商

の不潔jさが士11大す るが、間仕切 Jコ整備に よって或

程度訪ぎ得るし最も賀砲しやすい改革の一つであ

る。

(  2  )  常住食室に撞を切り着座様式のみを改善

する。 起居動作は一層不便になる。此の蝿底面が

土聞につ Y き、その延長に屋内交通の極 ・便所が

1w出甜

4 2 5叫 A

ｪ 斗ｾ Ｎ ｾ
ある場合は 、沓農民住宅の一様式である。

( 3 )  食 ，;1床面を下げる。寝床面で行はれる生

活過程の大小によ b異るが段の上 下 は 苦 痛 とな

る。 我 々の組先は下便所のみをもっ或離の農家 ・

町家に於てこの生市営してゐ Tこ。 そこでは土IUI が

位居面の一部であっ? こ。

(  4  )  寝室函を，: ， 1こY 融通性をもっ fこ寝床面に縮

少してしま ふ万法。融通性の?こ め{J11刷1方向の連制

が必要で-あるか らス寝床への上下は頭方又は足方

就寝 J ) 形となる。各盈酉に下! 未聞が平行し接して

つ〈られねばならぬから 、特殊な解決以外 tこは不

遁である。廠合・大陸農民のあ るも の ・はこ 6 生

活様式を? とって居る。

着坐様式の再検討は、書院式墨: m生前のみが臼

本的生活様式でなかっ? こ事、我々に最も近しい農

民 ・町人の生活は、椅子式着座を形式化され十に

ではあるがもてってゐ fこ事、夫が土問と 密接 tこ，泊5合

されてゐ fこ事を示す。都市住宅の護展とその営利

的追求は、こ の形式化されてゐなかっfこ様式含 無

視する 事 により、 土民の止揚と 云」、形で営手IJ性の

向上と泊合 して共改革を賞現 しfこ。しにがって着

座様式の改革は 、都市環境 J ) 整備と平行する土聞

の正しい繕及と 、新らし い保援様式D確立を通じ

て、一度は住居面の中から後退し7こ土ImJ) 精 IFlll を

その中ににくみに復活せ しめるものとして到達し

得られるであらう。住居室聞の再構成はかく展望

される。

結 語

以上、 筆者は極ノj 、住宅に於ける生活過程の分折

を基礎として、所要住居商を算出しィ居住人員に

到する最小限4条例=を求め、ついで建設に於げる型

の保用がもにらす 1 人首位居面積の上昇を一例を

以て考祭し、之から導かれる建設に於ける最低規

準と住居商構成の組織をスケツチしてみ? こ。

li羽民住居d探求は 、まづ単に量的擬り として従

来把握されてゐ fこ住居函の認識に到する睡昧注走

排拭する じある。夫は生活過程途行 lこ1Hするその

機能 Jコ織密な研討に基き 、健全なる閤民生活の創

造i二割しあ? こへられるべき僚件からみちびかれ

る。その認識の暖・昧性の故に建築皐共物が酸味化

されではならない。こ' : > 1; 断乎最低防[ 禁棋をきづ

き、建築が生物暴的問題でな く文化的問題である

事を l閃にしなげ ればならぬ。健全な生活文化を，:， Kd1

ほしない生活最少以は、図民への偶捕であ る。

筆者の呈出しfこ最少l民保件及タイプ4条件はきわ

めて切りつめにもので 、東l i 共栄圏のE主主: 1こるべ

き日本の閤民位居と しては満足すべきも のではな

い。しかし夫さへも住居商の単なる量的把揮の下

に無硯されやす いとすれば、我々はまづこ の最低

限僚件の金調民住居 tこ於ける 1後立を目標しなけれ

ばならない。しかる後我 々は、之と同時に更に位

居の健全な質的強展をはからねばならぬ。筆者ーは

夫が 、住居室聞に闘しでは上述の食室の充分なる

空聞をもっTこ室居への控展に於て追求さるべきも

のであると考へてゐる 。位商生活様式が一時 ｾ 民

から巧妙にも ヨまひとつに食・寝分離を 、新ら しい

住居と生活の中に再確立し、護展せしめる事一一

之が我調生活様式の今後の瑳展の上に謀せられfこ

大きな使命の一つである。 ( 2601 .3.3)
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房長 住 居民

( 1 )  まへがき

聖戦車 i二第五年、E程調未令有の難局に直面せる

我大手11民族の偉大なる奉公心の護軍客を見よ。大陸

の誠監i'¥こ、南海の洋上tこ、一死以而無上の柴容と

ｾｾす 皇軍 勇士の活躍は只々感謝の 言 外であり 、 更

tこ銃後見民の{ をまざる 一致園経辻 、懸命の職域挙

公も民に 心強い限り である 。強者に回せ1 " 、財布

に瞬らす" WiE局 lこ底して益々協同一致共の精華を

護揚するは 、古ぅI<i 我大和民族の心髄であるが 、此

の不滅の精神力も、卑克健全な る心身を以市こ そ

充分なる所躍が期し得られる事は申す迄もない。

民族の飛躍と戦争は不可避であ り、物質文明 は更

に之を長期戦化させ ることは 、歴史 l二徴 しで も明

かであ る。 ノ ｲ ｺ たの ［ 支那事鑓ｾ始め第二失敗洲の動

乱や 、更に風波立ち初めんとする大平洋上 の赤信

放 を? 想起するとき 、所謂国家総力戦に劃して全岡

氏の健康 と人口 の増焔は最大の，fk務であり、 産業

戦 ｊ ｾ や庶民階級 ｪ 副こ於げる厚生施設 、 特 ｬ 二健全な

る住居提供の如何 iこ緊急: なるかは今更質言の余地

はな い。職手と位宅梯底、此の不可世な る重大問

題を如何 iこ解決すべきかは 、同家の政策と して も

己に議合の協賛否? 経?こる 、住宅皆国法に於ても共

の最小限度がIlJ J示 され 、之等の厚生住宅を寓遺憾

なき椋賞施すべきことこそ 、吾々 { 過: 築:技術者に謀

せられ＿こるＮｾ商の重大問題である 。

( 旨〉 国民生活の標準化

古ぅI < i より稿へられる衣食位の問題も 、時局下に

於て最近ぷの問題は 、闘}i ! : MRの制定となり 、食の

事柄に | 銅しては 、主の配給 lこ、代H i 食の研究に、

之うが質質的閣民食なる ものが椋準 化されて ゐるに

も不拘、濁り住居.の問題が未解決 lこ取崎さ れてい

るこ与は 、此の問題自櫨が重大であるとは云へ 、

長々係喋技術者が無責任、 否儲: りにも消極的なに

めではなから うか 而し乍ら住居問題に闘する l決

り、他 のぷ食の如き 簡単なる 改鑓は不可能であり

多額の物資を要し 、相官年月の将来性を考慮す ベ

来 ぷ 革命ｾＧＨ［ N ・京 飯位費量 技 師
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の 試 案
- ・4・

大 下

回

国

間

良E併

きで 、単なる思ひ付きや現下の逼迫せる情勢に駆

られて 、↑毎を?勝来にEをこしてはならないこ とは勿

論である。間 l i ! : の大都は勤努庶民階級であ り、真

に開策の興隆を捨」、要素 t >之等庶民階級の健全な

る厚生に依るも のであ る以上、此の住居問題は

刻も等閉に附することを得ない j伏態である 。国家

琵展の重大要素は貨 に純血ぞ 享り櫨ヤ民族の増殖

にあることは : 現在世界諸問の費献に於し、て 、持

又歴史に徴 しでも 飴り にも I引かである 。吾・々 は我

大手u民族の現紙人口 増加l率の 、決して紫在日すべき

i伏態でない事を銘記すべきである。位居は今更論

争る迄もなく 、 人｜Ｑ日 生日の根様であり 、 ｬ Ｎ￧ｾ地舶

のJ矢板、である 。人間力生日 と生存とは重大なる定

義のｾ￭｜迫力 ｚ 存する ｾ ｦｾＺ であ り 、 従って閤 ｬＨ 住居の問

題も現献の如 ｾｊｾ の生 イ子にも不泊なる賞 ｩ 伏より辿

に逸脱して、 あ くま でも 日本人生活 の根 践にふさ

わし きものであらねばならな し、。 波努のi災後 と慰

安に泊ーする住居 、子1 x . の育成に適する設備 、ii 各自

を屋内にて過す主婦の作或E宅の闘速や 、洋室と軍11

室 、マッチ箱 11予と深い軒先 、ペツドーと盛敷、何れ

も一得一失ｾｾの長所は向ぶべき と は云へ 、現 在の

時局は徒なる理論 よ りも 、窮乏せる 物 と資氏A 重な

る傍ブJ を基本 として、質素 、堅牢 、明朗にして融

通性あ り、而 も 賞現性容易なることを第Ｍｾ条件と

し て 、 ｊｾ のおｾｩＡ手を考慮せねばならぬ事は勿論 、 材

料規絡 、 京｜Ｑ ｮ 、 回会問 、 建具寸法家 ｊ ，｜Ｚ ｪ ｾ 他の統一

問題も 、併せて解決さるべきである 。

( 3 )  敷地のー般計重に就いて

敷地の大きさ 、方位形態等は住居の平商計主に

準減して 、決定することが思想、であり 、叉益地 の

大なることや 、来四 lこ長き敷地で而も北側に出入

1-1を有し 、前 後商共道路のあるこ と等は望まし い

事ではあるが 、現質に; 吾々 庶民階級の放: 4 t . として

は凡 そ純情的にも縁遠いこと である。特 tこ地債の

首j ｾ 、場所や閥西方面の様に奥行 の 大なる宅地造成

を完了せる 地域では至難tこ近いことである。今度



の住宅替圏法の計

査の様に 、大量の

住宅計壷 k 或程度

経済上の考慮を無

。視 し得る機舎に於

いては、此の賠員

lこ解決も容易であ

る。南北貫通型の

道路網は、大なる

敷地自j に於いて の

み利用し易〈 、一

般庶民階紐向の小

敷地剖に於ては東

西 貫 通 型を撰ぴ

市も小なる敷地面

積に於いては日J ! 任

主通風上より、出

来る Tごり二階建を

避け、ｊＮｬＺＺ ｴｲｾ 得ぎ

る場合は北側道路

i二商するものにの

み、此の二階建を

用ふべきである。

新聞紙上に侮へら

れる住宅普園泌氏

位居の一般標準敷

地も 、叩型50坪、

乙型40.t+、丙型30

主ji- 、で建物は同様

20J;f 、15料、 10TIニ

で大韓共の敷地と

挫築 l自HHl l:は 0_4

- 0_33桂度で 、法

規 lこ1ljlj 之せられ fこ

る盆地々匿にはボ

Tご及ばぎる憾ある

も、現Mのそを築地

帯主? 考へれば相前

の改善は期待し得

らると思惟される

も、現在の物資不

足時代 tこ於て、防

益的見地より如何

ｾ，＠ '‘  4  

い.&¥

ｾｪＨＡ＠

ル
①

ぷ!

-d "lー

k

l

 申型 ・} 放地50坪建物延20坪
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慮すべきは勿論な るも、現在の勤

砦庶民時額の賞紋は 、共の家庭tこ

於ける牧入を基本として、生活、

否生存に必要なる最イ中耳度の居室

商績にも及ばない狭少なる現放を

考へるな れば、先づ建坪に比較し

て最大腿度の居室床面積雪奥へね

ばならない。多数家族iこ劃する国

家的制i償施設し科書善的根議に基

〈理想案亦勿論必要なる も、庶民

階叡は概して多数の子女を有し、

一般に忘られ勝な老人との別居生

前も 、経消的理由より至難にして.

常に狭小なる居室 i二於いて多数の

家族が雑居を後議な， くされてゐる

ことが多〈、各個人世りの! 末商品・

に至りでは責に想、像以上に狭小で

ゐる。 wr る窮i伏に11 し平面計輩の

一方法としては、出来るにけ居室

面積の増大と、猫立性及外気、特

に大量の日照を受けしt J る事が必

要である 。叉居室は出来る Tごげ融

通性に富む墨敷石? 多〈し、事位商

積に封する居住人員の比率を減ぜ

b むれば、之等庶民階級の家屋に

於いては構造組悪なるもの多〈室

内の自然換気も案外良好で、居室

に必要なる空気量特に茨i酸瓦斯詑

iこ基 t 室内題積の闘係等は 、蝕程

有利 lこ解決されると 考へられる 。

( 5  ) 提案に封ずる平面計壷の

瓶要に就いて

本提案は閤民位居としては理想

案でもなし奮態依然? こる平凡な

ものではあるが、住宅母国に示さ

れた敷地や 、建物坪教を基本として時局下以られ

＿こ費材を使用して 、 経演と管理と 、 賞現性ｾ主眼

として 、従来の狭小なる居室 より 解放への第一歩

として「出来めにけ居室商積を大き く、且つ濯通

性を大ならしむ」との前記主旨に基いての一試案

あでる。従って一般庶民階級向きし貸家建築、叉

lま枇宅等として、敷地と道路並に方位関係にも支

障な〈臆用察易なる様考慮をなし 、乙型と云 i 、共

4量，告

梓

四

比

叡

乙型・ 3世地30坪建物 15坪

なる考慮をなすべきかは 、注意を要するべきこ主

である。

(  4  )  平面のー般計寵に就いて

居室の単位利用慣値の比較其の他 tこ就いては、

最近に於いても己に数氏の議表あり? こ β を以雨、

之等の重復を避け省略するも 、元来住居の平面計

費は居住家族教を根減 k して 、必要なる諸蜜を考
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4宣! ( ;

315  

K  

3  

北
①I  >  

通 事 骨

4.(， 

丙型・ 盟主地30坪建坪 10.5坪

通的な基本平面を考へて 、之に二階そ附し? こるも

のが甲型であり 、更 lこ甲F、乙' 共に主室を 1) 、鐙せ

しめ? こものである。元より個々に就いて比判すれ

ば、子供室等は必要に感じて洋室となすを可とす

べき等多々あるも 、 平面計笠は出来る Ｑｾ け質量大

なる方形 lこ近からしめ 、間口の蛾大を抑止し、主

要居室は南面せしめ、最大の日I ! 震を得さしめ、居

室の滴立性と連絡には特に留意し、地方に依りて

異る夏期の涼風方向ｾ考へて、南北方 向 の通風及

東西方向風の取λ れにも留意して 、此の雨方面共

窓を設げ得るこにを僚件主せるも 、不必要なれば

閉塞しで も差支へない。甲' 及乙' 型は炊事場の出

必

竜

丸

4

p

，抜

E

V

、品。

，IS  

t  

ヒ

グ

4.75坪 15.25坪

甲型・ 政地50坪、建物20坪

". 

乙' 型 . ｾ設地 Ｔ Ｐ 坪 、 建坪 Ｑ Ｕ 坪

入口を東方に該げ? こるは 、冬期の寒風を防止す る

の目的なるも 、必要に依 り北側出入口へは鑓更容

易である。平面の出入を少〈することは、経済上

は勿論構造上よ、りも強度上より 、 も必要であ り且

つ敷地の利用上も亦有利であるが、平商計霊は無

理が伴ひー易い。又鬼門の問題等今夏迷信的な事柄

は論争ぺき余地もないとは云へ、多数の庶民階級

lこ迷信打似を数化することは至難であるのみなら

する、精 ｮｩ ｬｬｬｾ ｩＮ ｊ に考へでも斯る不安をなから しむこと

も) 商必要な場合 もあり得るを以て、此の紘内 iこ

は玄関とか便所等を世げて見るこ とにしに。敷地

の南商には趣味 と賞用 を粂ね てー坪良固 と鶏合を

設げ、子供連の Ｇ ｉ Ｉ ｾ 操叡育にも資する如〈考へ て 見

?こ。敷地の西北方には 出来る 1:: け常緑樹を密生せ

しめ 、防火と冬期の32風と 、夏期の午後に於げる

大陽の横射を減ぜしめ、併せて隣地台所附近の見

透しを防止する犠考庖: せり。 ( 16.2. 28)
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と れ か ら の 住 宅 と 生 活 用 具

曲

宣

平楽
口 克

事援護生と同時に各種金属( 金、白金、鋼、銑銭

銅. 鉛、錫 、亜鉛及各種の合金類) の使用並に製造

， Iこ闘する制齢又は禁止法令が出. 次いで繊維 . 皮革

ゴムも漸次吾 々の生活の 中から泊、え去っ ?こり 極度

の統制による制棋が加lへられる様 tこなっ? こ。何れ

も軍需重要資材である 事 は勿論、その大部分が輸

入ぞ倹fこなければな らな い穂類の資材である 事が

明らか にされるに及んで始めて物の倒値 を認識 し

今更の様に驚かされに。急: 線動員され? こ科製陣は

三 たから弐へｾ 念 ごし ら へ の代用 材 料 、代 用品ぞ世

l二法 つ? こが従来の生活に慣 らされ? こ者々 にとって

は英の何れ もが不満足なものであ り、これが育成

lこ協力 する といよ、よりも 、むしろ之 を担否する 様

な有様で之等の物資 、物貨は今日まで大 きな苦難

の道を歩いて来てゐる。 一方新興製品として接頭

しつ〉あっfこ例へば合成樹脂製品の如きは時代の

波と共に之に拍車をかけて躍進し各種の目醒 しい

家庭製品 を提示 して 呉れに事は事責である 。?ごが

良質の代用品や蔚興製品が出ると直も iこ生産の扱

充による質 Ｇｦ 日化と共に軍需に吸ヲＡされ叉は ｊ ｾ 資材

が不足して 予 ｋ るとい ふ結果ｾ生 ｢ ものが少 〈 な

い。仔))へば石決酸樹脂、魚、革 、ヴアルカ ナリ ズド

ファ イパ ー、一再再生ゴム等。新興古が的4句] 代用品叉は新製

l川品日日1以以、外』ドこ代f附|目1的f役笠割をを? 買つ て出? 仁こものに天然資材材
-

の平利1j J:対削!リj比と 沓 生祈!刑甘 i品日の i復主友:t'- 'i 力ド3ゐるム。資幼蝋試愛設; 乃D引，jI

惣惣、と ｦ体専 Ｑ統 ｈ流 ｴ 手粍精 ｆ育 ｪ州州耐利仲ｼド Ｑ の強 Ｓ訓 ｉｾ はまことに私討 Ｑ怜 ，Ｇｬｪ Ｑ ，なよ事であるが

之が抗樹的生f前円文化 のR椛f松t立をを: ' A意主味せす宇、吋羽却1って前記

の代用品 、新興製品 lこまJ する反動的不信任から 消

極的生前の懐古趣味に沈返しつ 〉あるも のち津山

見る事が出来fこ。夫等は何等建設的ではなし科

拳的で はな く、金 〈文化的後退を意味するもので

ある 。

か〈して禁↑ 1m品の貿 i!. (t 1) 買憎 め、下乎物の航行

邪道的 日本俸統形式の強調 、牛端な安協工作等が

混然主して奇妙なる斐ょ、可き世態を? 現出して今日

lこ及んでゐる のであるが 9，18 の物倒停止令、7，7

脊修品の製造販費統制令、協定 、公定慣格 、規格

* 泌工省工面tli 事街蹴商支所技師
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ーの設定が矢櫨早に政府の手で強行法令化されるに

及んで梢々生活必需品の一端が図民生前の軌道 lこ

乗せられ様といふところ迄漕ぎつりに形である。

先づ吾々は現在日本商工合議所が代用品中優良

品を蹴筏な委員令 lこかけて選定して岡民にその常

用を勧めつ〉ある 如〈叉商工省に於て生活必需工

要品展を開催 して金闘か ら新しい戦時下の閣民生

許可用具の提案を求め新生活の; 設計に梁I ) IUし生産

業者の生産調整及助長 と園民の新生活の指導を計

重 しつ〉ある如〈叉大毎が努 説者住宅 の新計 霊ｾ

建築技術者のみなら十一般岡上そから募集 しつ 〉あ

る等何れもが将来の大東亜共栄闘の指導者の文化

確立の上に紫念を要する 事のみである 。

現代の生活文化

生活文化といよ、事は詳 して倒人的天才の仕事で

はな い。 一般の生活者が創造的、科率的 、枇令的

である事によって築き上げられるものである。大

衆の築〈生活文化の問題が現代に於て重要視さ れ

るに至つ? こ事はまこと にうれしい。組織化される

次代を期待される事である 、社舎的一一即倫理・性

創造 II" J - - 即重抑制生、及科墜性、この何れが飲け

ても完全な 文化は生れない。 我闘とは米諸問 との

比較の場合夫々の場合の相遣と長短を見 1-1¥す事が

出 *るがiHfi 正なる立場 に於て我々 は，包: 協再検討 と

共新時代の建設的文化の賞践化がなされなければ

ならない。此事はfえi度な る[&1家 e ｾ［ＦｲＮ Ｇ ｩｬ な 民族 を 作

る上に強力な 軍備 とよ如二重要な問題でなりればな

らな い。

こ〉 では私のｦｴＮ ｾＱ つである生活ｊｬｈＭｴＮＮに於て話をす

〉める 事 とするが職時下に於げる 生所用具は勿論

者修品である可き官: はな 〈生活必耐品の純国を 越

えるものではな い。 それは新しき 思想、金問主義 、

協同主義の下 tこ確立さる可き上は下へ 、下は.1:. へ

の或 巾 の ｲ ｬ Ｎ ＧＨ こ 規定さる可き標準生活の ｾＩｴ ょを基礎

として整理されなけれぽならない。 Tごが標準生活

の規準に首って今後幾多の解決困難な要素に突き



' &; ・る事告? 伊藤想しなければならない。

1. 仰人生活の粧消的に見? こ標準生活を如何な

る程度に世〈か

2. 将来の理想的生前 と今日の現賢l拘生活の要

素を如何様 に採り ｊ Ｍ Ｎ げ ｊ ｾ 髄的に如何なる様

式のものじするか

3. 生活の必需品の純固を如何なる程度に需む

百Tきか

即ち極度に版行的な閣民の経消生活j伏f阜、地万

と都市 lこ於ける生活上の ローカリテイ、 職業的 、

階級的風習の体続性は夫々の理由主＿持ち、長所ｾ

持ち賛際的 lこ割り切れき' るものがある事を痛感す

る。;吾々は生 tfJ 用兵の問題を文化的 iこ低下後湿す

る事なく安Ｇ， ｔ［ｾ よる結果ぞ確立する事は生爪 Ｑ 日具と

共 t二位居、衣服の問題共他各研の生活の各部問の

綜合的検討によって基礎的問題を解決する必要が

生じて来る所以である。 ( Wer ner Graf f 著 Je包 t-

wi rd Thr e Wohnung ei nge richtet 一一斯〈て貴方の

家は設備されるーーの中に澗乙の標準生前を示す

設備ー揃ひ lこづいて l 紫 、 2 室、 3 宝の場合そ二

級づ' > ¥二分げて名稿、数、似格の表が記載 されて

居り勿論此本は稿乙の標準生t ，- r ，として勘むるに足

る優良 ｲｬＷ ，ｾ集め＿こ型録風のｼ品録で夫々慣絡の外製

浩販賢先 、設計者、材料、加工、仕上に至る迄親

切に記iほされてゐる。 4子5長の設備を一つ一つ記述

する事は IH併ないカ; J 9 下350. 70マーク、上1 . 75 

3.  75"  ｾク、 Ｒ 宅下 Ｙ ＲＷＮＲＰ マーク、上 ＲＮＰＴＵＮＳＵ マ

ーク、 3宅下1442. 85マー クJ-. 3.  094 .  60マークであ

る。日本 lこは従来こうし? こ生爪設計の案内書は見

られなかっTこが今度百貨山知介が戦時下生前の標

準を示す? こめに各百貨 Irt ; が婚首研究の結果を琵表

してゐるのを見ると

アパート生活の場合83n7，門即ち保内f日什桜 14、

炊事J tW，42、食事川品、 20、掃 除、洗濯用品 、11

ｾｾＱ 也 ＱＰ 、 で内代川ｾＧｩＧ， 26品i I 純計 103悶02箆

新世帯生前の場合120訂l 円、即ち玄防iJ fIj n7，8、茶

の間用品 18、食事用品24、五所用品51、厨民家具

什器2、洗濯川品7、家庭用工具 、捕除J I i 品 10、御

不 ｩ 手用品、屋外用品 Ｙ Ｇ ｾ 尖他9で内代用品34品目、

線計234阿49銭。( 詳述出来ぬ事を遺憾とする。)

倫理的な問題

吾々の生活理念は肇ゑ1の大精神に基いて、之を

世界に顕揚し、蹴私奉公 、上は下へ下は上へ主個

人主義から全盟主義、協同主義の生前へお互ひに

接近し合一しなげればならな い。古うk持々には謙

譲と犠牲の精i¥f l!1が誇ら れて来? こ筈である。欧米 iこ

於げる例入主義の護逮は自巴を主張する? こめ lこ他

人の楠利も認める 。然して一つの秩序が生れてゐ

る。我岡の場合は個人主義が誤られて自己のみを

主張する非枇令的な形が横行してゐる。ぞれには

公徳はなく 、立小使、 電車の乗降の混胤、賞搾 主

連犯、公共物の汚損が平気でなされる。亡が新し

い時代の倫理は之等をー措じて科島県的なる個人主

義に更に謙譲 と犠牲の新しい精神的なる要素を加 ー

へて全盟的、協同主義lこ生活の形式を殻展せしめ

なければならな い。例へば衣に於ける 閑民服、食

tこ於ける共同炊事、固髄炊事、更に標準食器の制

定、位の問題では共同住宅としての健康なるアパ

{ トメ ント、集合住宅、共同施設( 浴場 、遊園地

紘地帯、娯楽場、炊事場、食堂等) 共他標準家具

や什器の問題の解決にまで護展せしむる必要が絶

割にあらうと思考される。

科撃的な問題

事越前から生前の科皐化とい」、事が盛 lこ提唱さ

れつ、ありながら共効果が遅々として進まなかっ

?こ苅1.[ 1¥として長い体統生前の根強きと問民の生爪・

純情の問題が懇げられる 。かつて の生折合現化運

動と現保のそれとはいさ〉か共内察を異じするも

ので、現fl : はj唱に生前の能率や経出のみ lこ立脚し

て15へる事が/ 1'，手kない。資材の問題と問民精J¥iI !1の

!l ¥1也がE主要な僚1 ' 1 ' となるからである。

最近傍読者t r: :むの問題がやかまし〈論議され1 + ' ，

してゐるが誠に付時な事でかつて同71司令アパ ート

が勤労階級 lこ喜ばれに如〈吏 lこ新時代の規準とな

る可き性宅形式の決定と具韓的抗原が一日も早か

らん事。が布はれる。不良アパ ート や大阪の営利主

義一貼張 りの不術生な棟割長屋の撲滅が期待され

る。ＱＮＱＺＢ Ｚ むに於げる椅子式 、 ｪｬｾ 式の 問題はや ｴ ｬ 々論 議

の針果の得られない| 問題で之はむ二宅構成の素材や

媛冷房施設日本特有の夏季の撚度、更に住宅の商

杭とい」、純消的| 問題と服装の問題が先づ重要な 要

件となってゐる事を考へなければならない。この

服装の問題も共構成の箪純さと利RJ 更生等の杭術

的問題から同様根強い体統の力を持って世界的特

2 1  iv 



異黙を持視してゐるので此賠住衣の綜合的検討に

よって将来に3討する方策が確立されなければなら

ない。先般も或協議合でこの住居に劃する問題が

提出され? こ時 、主主の上に於ける椅子式生活力Z提唱

され叉 、車の室主T持つ椅子式主題の生活の; 将来性

を力説す る人あ り、 中には生活と商積の経掛から

従来の和式盤上生活を是認; するといよ、有様であ

る。衣服の問題に於て家庭では和服で公臥し 、外

出 iこ洋服を着 して腰然し、革11服 lこII'育子をか むり、

靴 を穿 き、丸まげ tこアッパツ パを着して横行す る

lこ至つては日本人の綜合的器用さといよ、より共無

感覚さを一躍蒋かぎるを得ないであらう。建設内

な閤 ｬｾ の執る可き遣は先つＧ共事術ｼ生や形式的な体

統性に繭される 事な く勇敢に科皐のメ スによる手

術が必要とされる 事と ＿ニヲ 単な る現 主の繭縫 Ｈ ｉＧ ｾ 方

策 tこ怒ら争責現可能な; 将来の理想 lこまさIして限を む

ける可き 1:.' と思ょ、。調乙の家事撃の大家エルナ・

マイヤ ー女史等も先つ' この事 を 強 〈提唱 して ゐ

る。 ! I美の問題は人によって区々で誰も満足行〈

様 ｩ こ解決する事は出来ないから、それは ｾｗ <措い

て、斯うし? こ仲々決め難い趣味の見解 iこ就いて論

議 するよりも 、今日の働いてゐる主婦の精神と向

瞳とを綜合し? こ意味での健康性の要求、不合理な

ものでマゴマゴしてゐる よりもも っと大切な事を

するすこめ iこ主婦を解放する 要求の方が 、家族にも

岡家にも遥かに重要であ る と 恐0 てい?こ Y き度

い」と述べ健全な合目的性が第ーに提唱されてゐ

る ( 小池新二氏課述新興家事埋葬のー諮をおす〉 め

する〉。 こうしに事から苦 々がこ〉で考君主し様と

する住宅の設備や用具の形式や内容が規定さ れて

来る。例へば椅子、卓子 、 等又家具類のｉ］ ｉｾ でも住

宅 iこ取付りられて差支へのない洋服箪 笥、高所家

具 、下駄箱、援冷房具等従来と共考察及取扱ひ方

に新しい出張を見 I-P，すが事出来ると 思ょ、。家庭生

活lこ於りる賞際的管理者である主!婦が先づ第一lこ

科準的である事が現代最も 大事な事である iこ限 ら

する殆 ど之等に閥心を持? こ うとしないばか りか、電

灯の ヒュー ズの取替へ 、ラヂオの調節さへも怪し

い主婦の科事知識では新生活の設計は甚? ごむづか

しい。先づ 乙の方面からの強力な基礎工作が必要

とされ様。

こ〉で吾々の生活別具を大別して次の様に分け

られる。険米の物質文化の影響を受けにものーでー

I V 2 2  

念: 速な物質文化の吸牧を必要とし? こ我闘では共内

容の検討、特に我々の傍統的生前と合一せる受賞

な方法を誹ぜ今にそのま〉受入れ? こものが少〈

ない。これ等のものはこうし七時局にこそ 、民族

性 、風土性.其他生活的体統の上に 詰って正し〈科

事的検討が緊急: の問題とされる。こ〉で初めて彼

の更を採り我短を捨て? こ受賞なものとなり得る事

が出来る 。 これ等の ものに洋服箪笥 、椅子 、卓子

机等の洋家具 、男女洋服、ラヂ オケ ース、玩具類

洋茶器 、照明兵厨房j ヨζ 食器等がある。特iこ洋家具

類は最' 近ま で全 〈家庭に於て は賞用的意味を持七

十装飾的に取扱はれて来? こ悌l係上共最も重要な 寸

法 、機能的形態の 自[: 11等軽々に取扱はれて来? この

であるが湖次之が賞用の域に入るに及んでその内

容の不快さを感するる様になって再吟味が要求 され

てゐる事や、手付の洋茶器と日本茶捺食器の二様

lこ所持する事の可否 、和洋服の二重生爪問題等盤

斑ｾ要する数々を 見出すこ とが Ｏ Ｍ ＱＧ ， Ｊる。

ffJ i統的文化形態を保持するもの一一ー長い体統の

形式の中に何等の批判も加へられす' に現代の生前

に採り入れられるもので勿論その存在理由のうな

づかれるものもあるが叉中には新しい生前の fこめ

に一考きれなり ればならな いも のも多い。衣服箪

笥凶今後の衣服Ｈ間民服 、 努務服〉の ｩｬ ￬ｬｉ ｾ ど によ っ

て首然鑓化が起って来る事力 ;1象想 される。 然 しこ

の組重ねの形式は ドイ ツのシニうスタ ーやデ イツ ク

マンの新しい家具の形式として提唱される組合家

具の玉虫論を昔から賓践してゐる日本的特異な存在

である。折盛可 能な鏡哀 、 茶湯 ｾ ｾＮＺ 、 暖房及湯沸 ｔ 日

としての長火鉢、茶J I : 整理の茶箪笥は今後の椅子

式 、 ｾ ｬｾ 式 の生前形 式によって大 鑓革が起 って来る

開類のものであら うが これ等の持つ利便.さと堅賞

さは叉充分生かされて然る可きも のと 思考され

る。野風の機能 、耐熱 、耐柴 ドtの強度な漆塗製の

家具 、什器類 、タ ウト等も持奇異な鈷以 1-.1こ材質

的効! 日 を見出し?こ竹材の利J -rJ等技 々の古来θ 日間

ｈＱ 具を 般桁に再検 討すると 夫々の長短を見 ｾＱＱ す 事

が1+1*る。勿論者 々は侮統の持つ よさと強さを強

調する必要がある と共に習慣がJ生活感情の? こめに

生前の科接的飛ｾｾ 即ち 能率 、 機能 、 衛生等を阻害

するものがあるとすれば之を除去し改善 するのに

勇敢であらねばならない。

代用工業製品及新興工業製品一一何れも新し〈



登場しfこもの? ごけじこれ等の健全な護建は凶家の

保護 と共に護明 、考案者、工業家♂消費者との強

聞な協力 tこよって始ゆて期待lこ泊ょ、事が出来るの

であって 、此度日本商工令議所がpjj 工省、代用品

協千? と連耕 しで優良代用品の選定に乗 りIH_G斯界

の有識者によっ て次から次へと信用 tこ足る叉工業

普及化 tこ何等資材の不安もなし純f内的にも安? 止

な製品が吾 々の生前 tこ送 り出される或は一方不良

代用品の撲滅を意味するも ので喜びtこ耐えない。

この選定委員令は毎月 繊細されて行くもので既に

マークせられにものは靴は製靴、セルロィ r鋲 、

硬質陶昔器製花型瓦斯七輪 、同湯7こんぽ 、セルロイ

ド被覆水向 、同洗面器並に霧吹 、硬質滋務水筒、

ベJレト底布靴、ブ リスででツクス製歯刷子、ヴア J レ

カナイズドフアイノ〈 ーラン ドセ Jレ、，-)<ス トンノξ ツ

ク、慌 rY"製トランク 、同書類入 、抱鞄 、豚 皮靴 、

耐火耐熱陶器 、製食卓鍋、セルロイド鉄、陶製手

洗 、同吸入音寺. プラスチックス ・フアス ナ{、 牛磁

器製釦 、字消( 消ゴム代用〉安全剃刀、木栓、カ

スミスプ ν ー 等未 Ｑｾ 幾許もないが 、 セルロイド 主 主

髄 iこ金属の刃のみを附 しfこセ ルロ イド鉄やベル ト

の説切れを利用し fこ靴等仲 々商白〈 、3 日の選定に

常つては石決| 酸樹脂等の新興製「日が充分良質のも

のと して 認められるじもか〉はら す・現花資材の入

手方不阿滑な? こめ需給調整J -.之 を 除外せぎるを得

なかっfこと いふ様な事費も - %のf賃値ある事であ

る。受審のfこめ提出されに搾山のもの中には素人

汚へをH1てない未成育品力対日常多い様で之等は共

研究過程が頗る幼稚で何等の正規な科埋葬の上に- S ，:

づて居 らす・そのま 〉では決して育つ見込のな い も

のなのである。特 l二木竹共他天然の資材の)10二r. r日

が多いのは素人の取り付き易い fこめであら うか。

これ等代J i Jr日の中 tこはむしろ新興工業製品と栴す

可きものが代用品時代を契1聞として 、その利用が

摘大されて 、飛躍を見つ〉あるも のがHl 前ある。

例へば各耗の合成樹脂製品〈石茨酸、尿索 、アク

リル酸) はセルロ イードの成ーな繊維素やカゼ イン角

質物 と同様金属代用として又日用家庭、事務用器

l- l として食稀. 文房具、照明梯兵、宗務類〈日用品

以外の電気、化率的方商の利刑多し〉等共利用の

進展振 りは目醒 しい ものがある。アクリル の透明

きは安全硝子と して航宰機の防風及透視に利用さ

れ、石茨酸樹脂を浸透焼成し? こ硬化陶器は鱗管君事

の代用品を世にigって好評を博 して ゐる。ヴ アJ レ

カすイズドファイパ戸は木綿屑から共材料が作ら

れて! 尉る硬度の高い鍍金代用製nlj' r ( 耐水、耐火度

は低い〉や共他の新製品を見せ、一般硝子製品、耐

熱硝子、硬質硝子製品 、ア ルマ イト 製品等 も新興

製品として主主々日用 t品に将来が略目される積類の

ものであらう 。叉天然材料としてのマング 、マオ

ラン 、桑等の繊維が物理的 、化接的蕗理によって

怖に代る強力な材料を提供し? こり 、木竹材の分板

接合 、出]/1': 等が新 しい素材を提示 し? こり新興製J71

の終Ｊｾは続 々洋々＿こるものがある。Ａ盟邦ドイツの

利 場 ｾＧ ｉ Ａ は 我 同様物 資 ｍ ｾ 乏を補っ て 充分な程羨しい

躍進を見せてゐる。軍事用の石茨液化燃料等最も

瀬著なも ので共他硝子、合成ゴム 、各事I t 合成樹脂

tこ於て世界の斯界をリ ード しっ、あ り米岡 lこ於て

も同様合成樹府界の最近の情報を見るに未Tご我閤

lこ'於てf tE金5誌を 出で なL、各種の ものが工業費腕化

されて安債な 日用 品を市場に逸り出してゐる有様

は羨しい限りと云はき「るを得ない。例へば各種の

器具に利用されて共堅牢を賞用ミれるフ エノ 9 ツ

ク、色彩鮮明な? こめ軽快な日用品やラヂオケ ース

に使用されるキャス トフエ ノリツクや釦、日月飾雑

貨に利川される牛乳や大豆から製造 されるカゼイ

ン角質 物 は一般的 ｴｾ と し て も 、 堅牢な乾燥迅速な

塗料アルカ ロイド 、アセチレンや天然ガスから製

迭するピユ ーJ レは軟か くて透明なバ ン ドやサス ペ

ングーが逃られ賢tこ爽快な近代的な感' 売を興へ且

つ股倒な のに驚〈。叉安? e 1 iW子として塗料として

市場を賑はせてゐ る。 セロファンと 云は れるエチ

ル、セルロ ーズ、プレキングラスと云は れる透旬1

度の，c;jいアク リワ ツク等々何れも 空気 、ik 、平1・長

石油 、脱 、硫黄、繊維素、石双等から浩ら れる之

等の新興製品は更 tこ何を否々tこ贈るか興味深々 fこ

るものがある。米関 iこ於ける 1938年のプラス チッ

クスによる円 Jll 雑品 ( 電気号器具、告器物 、蓄電池fl J

ｾＱＱ 、 容様 、 シ ガレツトケ ー ス 、 コン パ ク ト、 パニ

テイケ{ ス) 等の生産自は約 3. 500 高弗 と去はれ

る。

事術的な問題

戦時下に於げる円J 1j 品が質保で司ある事は勿論許

きれないし 、不.:f} :不要品 、者修品であってはな ら

ない。、こ〉に残されるものは正しい日用品の獲得

である。
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前記の倫理性1こよる さを韓主義的標準型への近接

と科睦性じよる合日的検討に華術|主による 生前の

蹄性が輿へ られて最小以の生前月LIl，tこよって最大

の文化的生活が保持され且つ悶L. c 的所動力の柿長

の媒韓的使命が果される。生前を楽しみ、生前 の

能率増進を計り閤民生活の11 &怖を指導する文化的

内容が加味される。 萎術的には堅賞、 素朴、単純

創造、合理、博統が強調されて豪華、骨董也味、

都合的浮薄 き、機械的劃l一主義が排除されなけれ

ばな らない。ドイツの文化統制は比較的順調 tこ進

l んで ゐるt 聞くが 、例へば労働美化局の選定 し?こ

家具類 も凡ての専門家の蹟密な検討が加lへ られ趣

味のよさが彼等の経験と熔統を無視して ゐな い。

時鑓下日本に於ける最近の日用品の規格設定は技

術的iこ充分の検討が加へ られる組織になっ て居ら

ぬ事 と生産業者の誠賓な消費者の生祈文化への思

ひやりの足らない替業保護の立場からの意見具申

tこよ 'って決して文化的に見て正しいものとは思は

れないものが多いと思ふ。ドイツには今日に至る

激しい文化確立の戟ひの歴史があるとも云へる。

第一次欧洲大戦前l二ドイツに務評として起つに滴

乙工婆品の美化、優良化運動は途 lこ1907年調乙工

作聯哨D W B を生み、各地の研究機闘を合んt:.' 建

. 築家 、工馨家、工業家 、美術家、暫者 、文化批評

家 、商人、銀行家の園趨が之lこ共鳴する生産工場

販質合社主 ー圏となって滴乙の 「優良品」 による

世界征覇を企闘し? このである。甥力な現論と賓践

lこよって着 々新しい力 を作り上げて強問な研究と

新製品を市場に送つfこ。 'ct 時の機械力を利用して

控搾の排除 、単純明快 、介即的無装飾美 、生産的

定型 しに事はパウハ ウスと軌を 同 じうするものち

あ る。之は戟後の同民生前を指導 し)f¥f. 外にまで之

を躍進せ しむる 大きな役割を演じ1: 。此聯叩がス

トツトガルトで 1932年1: .・Der Newe Wohwbedal f " 

展を開催し潤乙岡内の優良品全選之して jlJi[ダIJ しfこ

が此の時の型録や話時H1版されに “ Wi e richte  mei -

ne W ohnung ein ? や Jetzt wi rd Thre Wohnung ei ng-

erichtet" 等の単行本を見ると如何にはっきりし7こ

態度で岡民に正しい生析を具躍的 lこ敬示してゐる

かがわかる 。之を見ると日本では未? ごしの感を深

〈せぎるを得な い。此の書の 中に は生日の安内必

需工欝品は全部含まれて椅子、戸棚、机 、卓 、箪

、笥、:ftの他の家具全般、照明具 、食器、敷物 、カ

I V 2 4  

戸テン 、花器 、洗商具、が材料、仕上 、位格、寸

法、製也、販賞者、設計脅迄記入されてゐる等凡

ゆる分野 t二百. るもので新生活計3住者のよさ指導書

である。

ここで瀦〈ことはかうしに大量生産的必需品は

グ ロピユースや、ミユネ ック 、デイツク マン 、シ

ユスタ ー等の一流建築家 、工妻家連によって設計

されて ゐる事である。日本の柴術家はか うしfこ生

産的なもの iこ閥興する事を潔しとせす・自らの低下

とするところは金〈哲態制といふより枇什i主主? 持

? こない。 然し この事は 日本の如き高級 ? 謹術家の

よ〈する主ころかは金 〈疑問なのである。それは

最 も正しい枇合的、生前的安定性と立i庇な常識が

必要とされる か らである。此の仕専は偶人の趣味

の強制や主体ではな いので婆術感情の枇令的 、共

同的揚来でなければならない。

フランツシユスタ ーはこう 言ってゐる「この場

合問題になるのは本質的な問題で 、即 ち人間金摺

の感売に合致するかどうかで 、機械的技術が製作

の最初から仕上に至る組、ての問題lこ閥係を持ち 、

之が理論的な形式を導き H"，して来る。之 lこ反して

手工業的形式は個人的で形式的なものを求める。

機械的技術は形式の令はせ得る性質を要求して来

る。機械的技術は最大の成果を最小の手段に於て

求め 、単純な形式は優雅ではないが多数の人の意

向を反映し 、民現7 ) 果責である， . tこY 単純な形式

は完成し? こ形式と同様に全鵠的な或は一つの構成

力 と梢成者を要求してゐる」 。

/ ) ' は偶乙ナチスの乎で崩壊し? こパウハウスの王TU

論も同様である「我々は澗乙工業規格に協力し規

格統一化の主張と 賀行に努力歩る 」叉「即 も標準

とは或品物の必要諸要求 iこ最もよ〈肱十る段、な形

式Ｎｦ ｾｙｩ ! l l に於て最高最 l二の特質を見せる事である」

「標準化即ち生日 の賀A 際の機械的組織とい」、事は

バウハウスの達成しようとする事柄であるが 、之

は桐人のロボツ ト化を意味 しない。 反' f. j に凡て の

自IJ I人の上にのしか〉って 与の心智 の護展を問止

する多〈の不要物 Ｎｾ 取去って共の生前を柴にする

事である」 。グロピユスは潤乙を去って英同で

，「標準の設定は決して舌々の時代 tこ完成されるも

のでなく 、標準の鐙化を粛らす fこめの方法に過ぎ

ない。標準は常にある文化的成果の頂黙を示す。

凡ゆる最高のものから撰擦し、重要なものと桐人



を所有しつ〉ある事を吾々は刷版 しなければなら

ない。それは一見 ，IH: 貧弱なものであるかも知れ

ない。こ ' >1こ戦時下の紫しかる可き 、親しまれる

もの〉溌見があるヰ主に思はれてならな い。そ して

之等が機械生産の場合主同様じーっの附 LI ! : 的定型

にまで進めら れ生産的手段が手工の持つ重要な要

素を殺す事な〈施され? こ場合健阪な現代的民響力Z

ｾ ｉｾ れる。引々 は新 時代 ｴ こ逆行する下乎物趣味の強

制や午端な仲統広式の復析や豪 華趣にまうI しては大

いlこiia絡であらねばならない。 ぞれば何れも同氏

金問の ものでは なし、 から である。更にこ〉で附り

カ11へなりればならない事は地方的ローカ リテイが

資材の上で 粧術的 t二重要な意味を持つ場合 、叉無

ｻ 民 ＺＺｭ 土 的 特 Ｇ ｾｌ に於 て利準的 根綴を 持つ場分 、 生前

ＡｾＧｨＡ￭ の｟ｉＭ｟で作 Ｉｪ ｬｪｬ 二重要な要素と して型 ｲ ｬＱ のある場

介は充分 tこ考察力り' J I l へなければならな いとし、ふ之

である。

( 口絵アート第14頁参照〉

何

一

献

神

戸

中

島

組

的なものを 、個人的なもの附随的なものから 選 h

ｾ げる事を立味する。今日標準 が名将あ る文化的

表題なのであ る。」といって ゐる。か くの如 〈良

質の定型は絶釘に誠意 と制卜ひの心侠ひが必要とさ

れなければ無伯値なものであ る。

きて絹乙に於ても近時ナ チスの政策下にあって

民族性の強制と護揚が要求されイ ンタ ーナ ショナ

リズムはユダヤ入の主義として込' 型の上でも排撃

される給某となっ? こが然しこの事は全間的 lこ拒否

され? こので はな く、個人的選揮の必要な き和煩の

ものは之が生産的な意味 lこ於て 、部外4同様( 可等の

紐革 もないも の である力［ ｾｾ重芸術 的 要素 に於て共材

料、技術の土上. に多少のl民ミ族七性h力が;強i捌r.問}司J されてゐ る3事事i手:  

及{ 倒問人的選擦の自 巾3を?言許「さ れ る乎l純lド:fGE可涜Eな必必‘日需子liUi71lバ( ま特

に政l府存の方針として民族' 1" 性|ド陀4乍hの5強虫司』J肋1

の興隆をを? 見るに王つ? 仁こものである。之は純情的 iJ_

意 味に於て手工業者の救11''1的方策でもあ るも ので

現論的には「乎工業こそもっとも体統的な ｩ ｾ ｬ ｬ ｾ 的

抗IJ出力の端的表現ピJ r乎工警はその岡氏が滅亡

しない映り常』こ生れる 閥l ( の本性であ り働きで あ

るJ ｲ 手工 墓 を破壊する 事はその ｬ ｾ 肢 の持つ旺佐

な精話11
1を破壊する J rそれは附 l ( の1tll .の中にひそ

む技術により 、|羽内 lこ産する材料を伎川す るもの

で問民の全般的叉は中級附級 u 止も安t? なものが

作らる可き Ｑ ｾＧｊ とこ〉では非常時局 ＨＱ りな ｬｲｮ Ｎ 諭 ｡ｦｊ［樹

工I: されて ゐる。全両的 ドゴツ 岡下コ: 密院はフンク

杭1f i相を中心 として職業別、地域別j に強力な大組

織がイ↑ られてゐる。そして大きく叫ばれる事は

「ドイツ の乎工警は 、?こ- ; :10. なるJ 1 ! f ; 美的な存庄で

はな 〈、 生前 に佼川H明石ない遊出!I ・し7二日 IJ 何 な美で

はな い。 r イツ で製作される手工畿は 凡てドイツ

人の手で、ドイ ツの材料で、 それは美 しい自じの

表 現で川に即しに物で あ ＹＱ ， ｾ官ｾ ではな い。簡 素な

美である 」。と 述 べられてゐる。

ドイツ の例をヲ ｼ き過ぎて ｩｬｾＱｾ Ｇ 恐縮であ る が現代

の 日本に於ても共理 念 lこ於て何等の相遣も認めら

れないものである主思五、。 我同 tこ於ても停統的基

術性のがJ つ力強きが生活必需irl の1=1'1に現代的検討

を粧て生かされる事が絶到に必要 とされる。元来

我 々の持つ襲術的特性は陥'1J1LU説、 素朴であり 且

つ繊細な感性である。我々が既に捨て去って顧み

ぎるものに叉不知不識の間に世界に誇る可きもの

本
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園 民 住 宅 へ 女 性 と し て の 希 望

1  

「闘民住宅」 は、先づ、健賢住宅である司王を布

望致 します。 京持良 〈、 簡易に位めるものであっ

て欲しいのであ ります。 l場首 b や、風通 しゃ、乾

.燥* 態や 、間取の具合が良〈 、然色 、片付り易〈

帰除 し易い物で あって欲 しい のであ ります。 その

内でも、女性 として、 男性の方以上に切賞に感じ

て居ると思ふ事は藍理し易〈 、掃除 し 易 し と 宇

」、事であ ります。

整理し易 〈と は、押入や整理戸棚が必要な t::t1

欲しい、と 言ふ事であります。そして共の分量は

その家族が生きる震には何事 ｴ Ｎ，Ｎｾ げの物資と迫具が

要るか 、k 言三、事担? 土翠 として考へられにもので

あり?こい のであります。強搾や見柴や無茶な買; 習

は恨£ねばな りません りれども 、故人の家族が四

季を通じて生活する 駕にはそれ同首の物が無けね

ばな りま せん。 それ等を如何に扱ょ、か。如何に彪

玉虫するか。共鹿をよ 〈考へてそれに必要な r: けの

物入を用意せねばなりません。然も それが整理 し

易い蹴態に調えられfこいと存じます。例へば押入

の用途に依 る深さ 、引出しの大きさと 共の数等、

非常に研究の飴地があると存じます。

それから掃; 会- c すが 、家全盟T>:j 帯i徐し易¥111来

て居ると 言ふ事法 、大縫気持の良い事であ り、 生

活を柴 iこし 、時閣の自余裕を出す事になります。そ

して掃珠し易いと 言ょ、事は常に清められにと 言ふ

事であり 、衛生的 、健緊的でありますので 、此拡

充分考慮せられ度いと存じます、。

2  

Ｇ 今迄の住宅 ｾ見 ますと 、 極少しの例外は Ｑ Ｑｊ とし

て、上流下流を問はや 、一般tこ玄関客間座敷等の

部分が上等に 、勝手廻りがあー粗未lこ出来て居る様

に思はれてなりません。 Ｑ 肝うなっ＿こ Ｔｦ ｾには色々の

理由がある事とは存じますが 、新 iこ11i1J :定せらるべ

き「図民住宅」は、どう か従来の弊を破って 、勝

手廻 りの充分なものであって欲しい、と 願はづに

は居られませ ん。 私の殊lこ願って居ります のは 、

楽部戸女手覧専問手段敬筏

I V  2 6  

竹 内 さ

茶所 、風呂場、洗濯場 、便所であります。共れ等

は遁世な場所カ>Wへられ、遁世な設備が施さ れ、

そして五 tこ良き連絡の下lこ配置 さるるこ左右? 、願

って止みません。

「同民住宅」は岡民の健康を良 〈するものであ

らねばなら な いと信するる私は 、 ｾｾ｟Ｚ 所 、 風呂場 、 洗

濯場 、便所等が如何に家族主特接な閥係を持つか

を思って 、斯 〈者i 望する次第であ ります。 そして

弐の閑iその他疫の鍵を握る母ーが家庭内の仕事の多

〈を此庭で働き 、一日中の多 t の時聞を此躍で費

すのであります。 (1家に震る 1Ie. 言ょ、雄な響を持つ

?こ言葉があ りますが 、その響の r+1¥こは勝手廻りの

設備不充分で 、働〈 のtこ無駄な馬鹿らしい骨が折

れる事と その不潔な ことから 予k る不愉快きが含ま

れて居ないでせうか。母の健康は勝手廻りから 、

と言つ でも過言 ではないのであ ります。

5  

「閥民住宅」は民に位u ' 人の心に なって計重せ

られん事を望みます。家庭内の一日中の こと一ーー

朝の仕事から夜の就寝迄一一及び . 寒い時 .暑い時

のことを事細かに考へて 、IJ、さい子供にも 、感校

行の子供にも 、年特 lこも 、働いて蹄る主人lこも、

そして此彪を仕事場として暮す主婦にも 、誰に も

身控に無理が無〈て 、 皆が 心 主＿柴 しま せるｾＧ｝Ｚの 出

来る家である棋に念じます。

思ひを此蕗に至せば、閤民住宅の計笠 lこは家庭

の 中心であり、此 ｅ 邑を＿職事 とし 、此 ｾＱＮＧＭ多 〈 の時

聞を費して居る女性の参加を望みに くなります。

殊に反. 商闘で有識で 、然も中流以下の生前経験を

充分し? こ女性があれば 、斯 る女女a性の参カ加加11 こそは 、

必す

4  

之を要するに「岡民住宅 lは狭 〈とも 健康的な柴

しいものであって欲しい。そして竪賞な日本珂民

の家庭生前が此J J ! i f に替まれ、次の時代の良き閤民

が育つ 事ｾ ， 希」、のであ ります。どうか良き「閤 民

佐宅」カZ勢よ〈生まれます様に衷心より 祈りますo



防 火 改

I  はしがき

木浩都市を有する我問の火災に依る損害は年々

ｾ大なる額に達 し てゐる。殊に同時多琵性の火災

烈風下の火災に劃しては消防機闘の張速にも係は

ら十之を 1)、純固に局限すること の現仕事は断! 京大足

火災近 〈 は静岡の大火を見る迄もなく甚 ＱｾＧ 明瞭で

ある。共の損害はｾｾに家屋共他 の 附属設備に止ま

らす' 牧納物品の損守、人命の損与号、家尿機能停止 に

依る損持等査しiJl IJ 1 ) 知るべからざるも のがある 3

平和時に於ては之等の損害と雌も問民の努力 iこ依

り日ならす，復倍することは左程知事ではないであ

らうが一朝有事の際各部1" ] 1 こ於て- Y " ' f に岡氏の組

力を殻輝せねばならぬ時にはその打殺は致命的に

ならぬとも限らぬのである。放に安槌の際都市 火

災の損害を極限する事のあらゆる措置は今日 の間

際nnの情勢下に於ては最も緊要な事例である。

之が病めに獄都市ぞ改迭して大沼路、税地 、f1i

l

(

場 、 河川等に依り防火郁ｾ設 主 ｩ Ｚ し都 ￯ｬｩ の過大雪防

止し 、建物の疎開を計り 、進んでは都市中心部の

必物を耐火締法化する定 lこ至ら なげれば充分なる

門的は連せられないのであるが、之は相73の年丹

念要するものであり 、資 金 、資 材 、出ブJ 等の闘係

よりするも速怠: の聞には令はないのであるから消

防焔設の充賓は勿論現u; の建物を今少しく防火的

にすることは今日に於ては宜に i上むを得 Y る、話

すべきこ之の最少限度である。

E  防火改修経 過

防火 Ｒｸ ｦ ｾ の必要を熱心に ｊ 足日日せられてより既 ［ こ

ｩｾ 没年 、 ｼ崎がその必要を認めて ｊｒ 要剖 ｜￯ｬｩ の防火改 Ｈ ｬｾ

促進 力 ｾめ僅かではあるが ＱＱ Ｑｬ ｬｬＩｊ 金を交 付すること

になってから既に 2 年を粧過し? こ今日そ の進 捗'IW

i)Gは如何であらうか 、勿論布|同I;J J金石外自 らす' 各伺人

がその必要性を痛感し防火改修を施し? こものもあ

らうし 、京都i Ti の場合の如〈補助金を半〈も泊化

しゃうとしてゐる庭もあるであらうが 、改修工事

本 来の目的か ら看る時は遅 と々して: ' I ! r lこ寒心に耐

* 京都府怨築探醤防課技師

{彦

板

えぬものがある。

問

井

r.-、
品」、

1 I I 京都市の防火改修事業期要

1.方針

( イ〉 改修区域の選 定

題

威令

i l了の中権部委J集地民主? 今後行はるべき改修医域

とし 、第 1年 度 iこ於ては民間にllN< 改修を? 認識し

てnム矯めに各警察署管内に豆り京西南北 十字 形

に併備を選定し 、順次網目のi状態とな し、 最 後 に

i徐自主? 埋める 百十誌とす。之は京都市の韮要施設が

実 ｉｊ 合に分不 ｬｩｾ れて居り特に重黙を置〈ベき区域を

瑳見するに困難な矯めと 、充分ではないが改修街

簡を以て 1和の防火地帯 主魚し度い希望もある矯

めである。

第 1年度の改修阪城は43街 街、此の Cll 1街衝は

肢1心情衡として質胞 し、叉他の 1 I瓦却は l 寺院を

以て制め 、材調41街衝を改修することにし? こ。

〈之 は後に計誌を更正せられて 14年度に 20. 15年

度に 21街衡となっ? こ〉

Ｈロ〉耳 ｲｾｳ 主

倒廓旬 ｊ こ ｾｪｪ 火改修組合ぞ柿成し組合 ｴ こ於て事業

主? 行ょ、事とし 、 その工事及各下京事務は市に於て斡

旋する。

( ハ) 事務指常者

事前は寸i のi山設課( 現: ( 1 " は軍事課) ¥こ於て取扱

ひ設計監45はil 'iの替特告1¥に於て行 i 、。

( ニ〉訓ft

i li は閥係家屋のI l lj 名 、番地及家屋所11' 者 の 住 所

氏名を訓ヨ? でし家主名簿を作る。

( ボ〉 現況羽祈防! は組合より主主築代願人に{ 失明

す。寸i は組合の依頼に依り代頼人芳斡旋す。

〔へ〉 組合設立

市に於て防火改修規約案zをげF り、警疑者 iこ家主

主? 集め組合の設立 、組合規約の承認及組合役員の

選任を行ひ 、組合よりi Ti に組合設立! 自主? 提出せ し

む。

〈ト〉 設 計
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組合よ り市に調奈闘を呈出し設計ーを依頼す。市

は設計岡書 を作製・し組合 iこ交付す。此の場合i !i は

設計を簡単に する 矯め になるべく標準仕犠書、桜

準設計、標準岡示法に依り設計. : : t ' 規俗化し 、見積

も標準設計・の1ti 慌に操る 事と す。

組合は 、組合員の承認を得て設計を決定す。

( チ〉 柿1I)J 金交付

設計決定し ? こる後組合 より市に紺i助金申請書を

呈出し市は補助金額を決定し、補助指金書を品目合

に交付す。

工事故工し? ごときは組合よ り市に工事竣功屈と

共に補助金交付申請書を提出す。

市 は竣功検脊を行ひ?こる後補助金を交付す。 竣

功検芥には府も立令五、事 とす。

(リ 〉 請負

市 は土木建築市!j 負業者 中より 趨首 なる 訪負人を

選定( 通常 12. 3名) し之 を組合 に紹介し 、組合は

市の推薦せる 請 負人を指名( 通常 6 .7 名) し競争

入札に似てり請 負人を決定し請負契約 を鴬す。

附帯工事中竜燈引込t肘-J 替工事は配電令枇に委

蝿し、叉電話引込線付替工事は所轄電話局 に委託

し施工す。

組合員個人の希望 に依る附帯工事叉は迫) J11工事ー

は? 主人と工事請負人との直接個人契約に依り施工

す。

( ヌ〉 令計

組 合は設計決定と共 ｬ こ ｾｾｾｾＺ ｪ 象 ｴ ょを イ ｾ ￳ 1) 各組合n

の負捨金額、共の徴集方法 、保管方法及IIX扱責任

者を定め補助申請書に添付す。

各組合員の負推金は全部議納又は一部議納球部

分刻納入の方法 を以て工事竣工迄に徴集す。

組合は工事竣工 しに ときは竣工i J : i と共に千ili 助金

交付申請書を i !lIこ呈1:1:1，し竣工検誌の後柿助金の交

付 を受げる。

組合は工事A 賛否?支抑ひ清算事訟を完了し 7こ後決

算書を作 り組 合 H の承認を得てi !l に被告する。

。レ〉 監督及検茶

市に於て工事監督を行ひ 、竣工I ! ] あり? こるとき

は市は府の立活? を受け竣功検孫右? 行 i 、。

2，経過

〈イ〉 改修直域の決定

昭和 14年 3 月内務省 iこ於ける木造建物 の防火改

修に閲する合議後京都府は直もに改修準備に着手

し、改修医域築を作成し 、京都市と緊密なる蓮絡

I V  2 8  

を保も 6 月改修医l或を決定し 、市は補助規程と共

に京都市公報 H こ告・示す。

( ロ) ＧＱ象 Ｇｾ ￎＺ

jl&j周1111i1l )J 85. 000岡 、之にお1首する市補助費及率

務費を加|へ? こる金' 績を迫力11:1象3J?: として議決 し、 閤

庫有 ｩ 開ｾ ｦ Ｑｾ 請を ｮ し 、 Ｙ 月補助 認可 を受〈 、 事業橡

ｾよ中 ｲ ｆｩｾＡＨは全￬｜Ｍｉ ￭ 起債に依るを以て之を巾請 し Ｙ 月

起債認可せらる。

( ハ) it i事

3月より 4月にかけて京都市内の 11個所に於て各

2 日宛大工業ti .・及左官業者 に 防空建算規則及防火

改修の諦習合を魚す。

4月より 模悩街{ 街造成を計霊し9月着工し 11 月竣

功す。

6 月よ1 ) ｾＩｪ 火敬修家屋火災世験を計寮し ＱＰ 月 中

旬之 を費施す。

市に於 ては防火改修に闘する パンう レツト及窮

民版リ ーフレ ツトノを作成 しl鍋係家主に配布す。

15年 2 月代願 入、大工及 ti. 官に封し再び詩手号令

::t'行」、。

Ｈ二Ｉ事Ｚｾ施行方針協議

14年 10月 2 日山に於て府、市及警察署閥係者令

合し事業 ｬｊ ￭ｅＮ ｔＮ 方針にイ ｾ ｊ 協議す。次で ＱＰ 月 ＱＰ 日同様

市に於て令合し防火改修事業施行方針及防火改修

組合事端施行万針に付協議す。

15年 2 月16日市に於て府市防j係: : 1'令合し工事費

及物資のIi日凶に付協議 す。

( ホ) 防火改修組合結成

14年 5 月 より Jf ;f ｾこ於て改修区域内の家屋及家主

の調布に計千し 、 7 月大宇佐終了後市にヲ |き櫨 ぎ

市 は11 月米迄に全部の調孫右? 完了し .11 月中旬3日

I1¥j閥係智祭器H に家主の集合を 求め趣旨徹底の需

懇談す。

11 月初 めよ り2) う至3i勾廓 の家主 主? 警祭署 に集め

組合設立に付協議 し、組合規約の承認及役員の選

任ぞ行ひ 、12月末には41組合調印を終り全組合成

立す。

( へ〉 事業の進捗7Ik況

改修医域内家屋の現況岡作成は府よ り建築代願

人組合に交渉 し、 街衛官: に代願 人に請負は しめ、

全[ 町内に賢測に若手 し、 2 月末には岡商作成を了

し? こるも のあり J 月末 には既に数街街 の設計を 了

しTこるも物資の配給不国滑 にして相嘗高債なる 見



込なるを以て請負 lこ付する前に請負金' 傾並びに物

資の配給に闘して内務省に打合せをｾし 、 資 材の

確保並び lこ償格の安定 iこ至るまで請負を見合はす

事 主し? こが改修基本草僚のま急騰は必至主な るlこ至

つに。

4 月末から防空用セメント の配給開始せら れ、

次で ワイ ヤラスも暫定取組に依り配給の見込立ち

?こるを以て 、6月6日第 1聞の請負契約金需し 7月4

日工事竣功す。

之 より 先 14年度の事業計査は年度内 に完成しな

い震に全部 15年度繰越となる。

叉改修費E削質の更正と ti l it 改修区域の更正は兼

ねて 申請中の鹿 16年 l 月20 日承認せらる。

今日の進捗程度 ( 2 月 15 日現在) は次の如〈で

ある。

工事完了せるもの 6筒、個別に模組:iJij街l あり

工事中のもの 6i均衡

設計完了の もの 7i均衡

組合結成のみの もの I街i街

許 21街1街

然して 14年度議算で 15年度に繰越されに ものは

半ふじてみ; 年度内 lこ泊化の見込立つに至つ?こが、

本年度内の改修併衛政は 、金改定改修医域内の術

相数の約 1.%である。

IV 改修促準

京都市の防火改修事業は比較的順調に進捗して

ゐると栴せられてゐるにも係らする今日迄の成果は

以上の通りである。支互に於て筆者ーは再思参考すべ

き| 問題に逢着しに。木j主l l ' ; 物の生命は一泊何年程

であらうか 、今より 78年前元治Je年除待1I川の兵もさ

に依る大火直後に建築せられ? こと先しき主s物も現

:(1て諸所に見受りられるが;と等はそのま、では改修

始ど不可能である。大tl 告改修憤値のゐるものは50

年程度までのものではなからうか。叉改修工事そ

のもの〉生命は何程であら うか。j ニ捻位、土塗漆

喰仕 t 、木隈漆l食仕上、ラスモノレグル仕上等に依

り色 々異るであら うがil 兄りに之を 20年とすれば 、

防安建築規則施行前じ位築せられに: U ; I均をその生

命のある 1mに全 郎改修せんとすれ，ば今後48生1" 1  11-Jに

改修事業主ナ終らねばならすも 、改修工事ーの生命のあ

る|閉じ金改修事業を終る 10めには今後20年11日に改

修工事を終らねばならぬ。然 し斯様な長年月に豆

る計霊は決して臆急: 措置ではない。木浩建物の防

火改修は飽 く まで臆 ［ ｾ措置としてその効果を恕げ

ねばならぬ。それが需には何如にすればよ いか、

次の諸黙が悲げら れる。

1. 補助金を少 〈共 10俗位に増額する乙と。

2. 己主修匿域主? 再検討 して真 に重鞘主義 に依るこ

と。

3. 個人改修の場合も良好なものはどしど しril¥JJ)]

すること。

4.最後には法令に依り改修を強制せらるべ きも

のとするこ左。

5.現況調夜 、設計 、工事請負等に要す る人員を

総動員し得る方法を構す・る こと。

6. 設計者、請負人 p 工事監督者に改修の主旨を

艦得せしめ 、設計 、見積は極力規格化し単純

イじす ること。

7. 改修工事用資材並びに施工法を一段と工夫し

簡便ならしなること( 資材並びに施工法の奮

態依然? こる貧困振 りは単に筆者のみの嘆 きで

あらうか) 。

8 工事用施設! 貨監'j浮人件費等を極力少から しむ

る方法 ｨｩ ，ｾす・ること。

9. 改修に必要なる資材を確保すべきこと。

10 .以上の外防空防火に闘する干fit i ! ; の認識を高揚

しい やし 〈も防空鴻火に効力ある 施設、改修

は布I l D) J金の有無 lこ係らす極力之 を奨励するこ

k 。

V  改修工事の本質

防火改修は以上の如〈その目的は木u ! l 都市の臨

;; ! : 的綬燃焼化にあるものその事業遅々として進 ま

す' 且つ絶間不燃焼化を期待し難きを以て 、爆弾、

焼夷開等の混合攻撃を受り Tこる場合その効果を疑

ふが]がある様であるが 、今日可能なもので或一事

を均して絶到安全を期利し得られるものがあるで

あら うか。 飛行機、高射砲等の増強。総地帯、前

場 、大道路等に依る者lii !'iの大改造二計輩。者11市中枢

郁夫u築の耐火桃出建物への改築計輩。消防水利施

設 、泊防機材、人nの大郷充; ;-J 藍等何れも防空火

Ｎ Ｑ Ｍ Ｎ 緊，包Ｚ必 要なもののみであるが 、 之ｾ賞現せ んと

する場・合は 、資金資材、苦手力等の HjlJ限を受け何れ

の 14芥と! i l fT も述，包:1こ完全に成し遂げ得らる〉るの

はないであらう。如向なる効果的計置も完全 に賞

施出来なげればその l 事のみに期待を掛りる事は
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困難である。 筆 者 は 之 等 の 重 要 事 項 の費 現 を軽 ん

十 る 意 思 は 毛頭 な い の み な ら す・否むしろ 全 力 を議

し て 計査 のー 小 部 分 と 雄 も 宜 現 す る 努 力 ゼ 惟し む

べ き で は 無い と 考 へ る も の で あ る が 、防 火改 修 の

場 合 は 之 に 要 す る 費 用 比 較 的 低 廉 に し て 、資 材 も

重 要物 資の消 費 量 少 〈 又 人 員 に 於 て も 他 の 場 合 の

如〈極 ｾ Ｎｒされにものでなく比較的盟宙である等 の

理 由 に 依 り 今 日 鴛 す べ き も の 、第 l 級 口 推 さ る べ

きも の で あ ら うと 信 す・るも の で あ る 。 然 し て 防 火

改 修 の 良 債 は 家 庭防火君宇品泊防力と 相{ 突っ て 之 に

消 火の 可 能 性 を 興 ふ る も の で あ る が 、最悪空〉場合

に 於 て 1 圏 の 被 弾 地 区 の 人 員 に 退 去世 灘 のI博iuJ的

蝕イ谷会興へ且つ他 の地 区 へ の 延 焼 を 困 難 な ら し む

る 役割 を 果 す も の で あ る 事 を 銘7己す べ き である。

防空建築規則 ノ取扱方針

第 4僚 闘 係

ｩＮ 第 ｬ 項叉 ノ 、第 Ｒｾ 中ノ「益路 ｊ トハ 現食ノＺ道路 Ｗ 指ス

モノト解ス 。

但シ左/ 各盟主 ノ l ニ該嘗シ短期間ニ! ' n 旦1t ア ルモノ

ノ、差支へ無キモノトえ。

イ、都市計盛事業路線

口 、 直ｊｬｬｉｊ経理事業認可済ノ ｉ 亙 ｬｭｊｾ 整理地区内道路 、

ノ、、指定建築線ニシテ近ク遺路完成ノ見込 アルモノ

ュ、宇宙定建築線開叉ノ、建物部I l Y i ノ建築線ヲ合ミ相官主

ノ空地 7 有スル場合。

2. 第 1! 皮表 中

ィ、 『銭綱モルタルエシテ厚n亙以ム』 ノ鍛 繍 ノ、 f !7

イヤラス」 ノ、20番 線、細目 3糎 、綱 高0. 9寝「メ

タルラス」ノ、24呑 12枚取( 綱高 0. 9 糎 〉、26番

iO枚版( 綱高0.9複) ' 7標準 トス

繊 細 7 使 用ス ル場合 ノ「モ ル! 7' レ J ニハ織綱ノ

耐久力及「モルタル j ノ強度ヲ減殺スル材料 7

混入セシメザルコ ト。

ロ、主主土 ノ場合ノ、特 ニ良質ノ 粘土ヲ適滋= 混入セル

用土 7 使用シ荒壁、袋返シ、持直シ 、 中塗ハ必

ズ行ハ シメ壁下地ヨリ 2:@1以上ノ J ! }: ヲ保有セシ

メ主主級裂、 ! 波間空宇 ナカラシムルヨ ト

隣家 ト密接セルタト壁ノ場合ノ、右工事ヲ完全 = 施

工シタ ル後定位世ニO- ! iWm! J! l : シ所 EZ ノ補強金物，

等 ェテ 祭給スル コト 。

ＳＮ ｴ 再 ｩ 鋭表中 、 ｾｃ ホ 〉 其 ノ 他地方長官 ｪｪ￭ｊ 各被ニ機 ズト 校、

ムルモノ 』 ニま産省ス JLtL31室。

イ、 厚 1. 2題 以上ノ; 不燃板〈耐火板) =- 厚 i l玄以上 ノ

セメトモ ルタル主主ノモノ。( イ、 ロ、上段 =- ｩｾ 色

I V 3 0  

ズ、 モルタルノ厚 i 糧未満ノモノ 下段= 準 70.')

ロ、 「セメ トモルタル 」 ノよニ f ! 7 イル」狼 トシ厚

ノ合計 2. 3 纏 以上ノモノ 。 (イ 、首、 よ 段 昌司書

ズ厚 ノ合計 2:3 濯来満ノモノハ下段= 準ズ〉

ノ、、竹筋「モルタル 」塗 ハ第 1続表中下段 = 準ズ.

ＴＮ ｾ 事 Ｒ 続 ｾｃ ロ 〉其ノ他地方長 官前 波 ］単ズ ト 認ムルモ

ノ』 ュ該 笛 スルモノ 。

ィ、窓出入口ノ i罪= シテ木製程及桟ヲ織板ェテ被包

シタト菌ニ鍛板ヲ* リタルモノ。

口、厚 1. 2纏 以上ノ 耐火板張 リニ「セメン トモルタ

J レJ ' 7遁ti ・ノ j写= 塗 リ 久，1，. モノ。

5. 2事3 項ノ; 歯周ニシテ i 部改築叉ノ、増築 ノ; 場合、 建物

( 叉ノ、建物群〉相互間 =- 3米( 高4米 以よノモノェアリ

テノ、5米〉以よノ 2聖地 アル場合、 1ノ建物 ( 又ハ建物

群〉ヨ リ3米( 高 4米以よノモノ= ア リテハ5米〉ノ

位置ニ隣地強界線 7 仮定シ テ之ヲ防火構法 トナシタ

ｊ レ場合 、 ｴｾ 側 Ｏ建 物 Ｈ叉ノ、建物務 ｩＩ ノ防火榔溢ヲ第

Ｕ 保第 Ｙ ｾＡＱノ 趣旨ニ依 リ 緩 和スルコ ト アリ 得 ， Ｑ，Ｎモノト

ス。

第 5後 閥 係

1. 新築ノ場合第 1 ｾ虎 ニ 該苦言 スルモノエシテ床面積ノ敷

地 面 積 ニ封スル書I j 合 ノ限度 f lO分 ノ3 J 以下ノモノ

ノ、 免除シ f lO分 ノ4j 及 flO分ノ 5J ノモノハil 箆減 見。

2，物 置、 鶏合、下便 所、41"J等 ニシテ他ノ建物ヨ リ2米

以上ノ 距 離 = アルモル、免除、 2 米以下エシテ且ツ

溺 立 セルモノノ、防火上支障ナキ場合ノ、免除シ其ノ 他

ノ、軽 減 ス。

3. t存3銃 = 該蛍ス ルモノハ免除。

ＴＮ 第 ｈ 主 ］ 該溢 ・ス ，ｾ モノノ、 軽減 、 ソノ I資70. ，1，.擁壁、 防

火壁 、 防火堺、ノ 高ヨリ 30jj 車以上低キ部分ヲ免除 ス

但シ擁壁、防火壁 、防火堺、ヨリノ 距 離 2 米 以 上ア

ル場合、及瓦屋根ユシテ土居土充分ナル場合ハ之等

ト同 等 ノ高 マデ免 除ス。

『防火 上有 効ナル11街塀』 トノ、高及延長ノ、過笛ナルモノ

トシテ 、第4傑 第 l項「 イ、ロ、 J 上段ニ2主治・ スルモ

ノ友ピ之 ト同等 ノ効力アリト 認、 ムルモノ

Ｕ Ｎ 布 ｉＱ 壁 ノ 構造ノ、第 Ｔ ｾ 条第 ｉ ｾ 実「 ィ 、 ロ、」ノ 上段 ニ 該笛

スルモノ。

『其/ : 後方ノ ;建物/ 部分J ノ経減叉ノ、免| 検定ゾ遁 D。

イ、道路側= アリテ納壁ヲ設クノレ場合其ノ 出、壁 画

ヨリ軒先マデ且30糎以よア ル トキノ、第 1 ｾ皆 エ於

テノ、鈴4後 第 1J究官事 l 銑 及第2}J)tノ itml 浪ヲ免除ス。

2階以 上 = 於テ ノ、第4U兼第 11頁第 l銃表中 下 段叉ノ、

耐久塗料皇賞 = 軽減シ第 2 競 ノ制 限 7 免 除。

但シ 軒先 ヨリ 30積以上 ノ出アル時ノ、第 4 僚第一

項 第 1w}l 及第 2 君主 ヲ免除ス。



ロ、裏側= 袖壁 7 設 クノレ場合、 ソノ出 軒先ヨリ 30糎

以上且 壁面 ヨ リ Ｖ Ｐ 纏 以上 ノ トキハ 第 Ｔ 僚第 ｉ ｾ 完 第

1銃 及第2務 ノ制 限 7 免除ス納壁 ノ出 軒先マ デ且

60纏 以よ ノ場 合ノ、第 1! 覧表 中'1' 段 叉ノ、耐 火主食料

主食料上= 隠 滅シ 第2盟主 ノjjifJ 限ヲ免除 ス。

6. W F' レンチ村一』ノ7j( 源 ノ、相悠完全ナルモノ トシ、遡

1品・ ナ ル7J<1!E '7 具 備 セシム ル コト。

7.突出部接着部 ニノ、耐火 木材等 7 使用セシ ムル コト 。

8. 大材ト見 ル可キ柱 、桁 ノ最 IJ、径ノ、3寸5分以上ト ス大

材トシ テ構造 jjif Jl浪 7 免除スル揚合ノ、次ノ 如 シ( 若草ハ

除 ク) (イ 〉隣地境界線= 近接シ其 / 距 離 1米 未 満

= シテ良壁等按渚セノレ場合、 〈ロ〉隣地境界線 ヨリ

ノ距 離 1*以上 ノ場合

但隣地境界線= 商シ其 ノ距 離 0.5 米未満 = シ テ且ツ

( 貸 家 組 合 法 案 )

第 ｉ 意Ｎｾ員 ｉｊ

第 1 ｾ長貸家組合はその組合員に対 し 、 資家の供給

を間滑な らしめ、及び組合只の貸家の経営の適正

をはかるこ とを目的 とす、貸家組合は貸家のslf 有

者 、および貸家の所有者にあらず して貸家の経営

をな すものをもってこれを組織す、貸家組合は法

人と す

第 2 僚 貸 家 組 合 は 左 の 事 業 を 行 ふ こ とを得

1. 組合員の貸家の建設に必安な土地および資材の

取得その他貸家の主主茨に閲する共同施設

ＲＮ 組合員の貸家の賃貸料のｾ立、修繕その他 、 貸

家総管に闘する共同施設

3.組合員の貸家に闘する 斡旋所の設置

4. 組合員の貸家の :賃貸僚件、 その他貸家の経営に

闘する統制

5. 組合員の貸家建設および、経佼十こ関する指導師

究調査、 その他組合の目的を治するに必要なる

事 業

2存3 像 、第 H 葉、E在

第 う保 行 政 官 際、貸家の紐径の; 也E をはかるため

4寺Fこ必要あ りと 認める II -'f y立、貸家組合の組合員ま

たはこの組合の組合貝に あらず して、 との組合の

地直内において組合員たる ま2絡を有するものに封

し、そ の組合の統制に' t ' t ふべ き ことを命ずること

を1!J:

第 6 {隊. 2事71i 糸、第 8{街、l裕

第 9 { l 華貸家組合には所得税、法人税および絞殺税

を諜せず

第 2章 ・ 設 立

第 10依 貸家組合 を設立せん とする時は主主j包人は 後

祭器の管事害直城、共他 }i!)i 1Zなる地域によ り殺 め 地

区を定め との地E区内において組合員たる資格を有

袖壁ヲ設 ケテ 其 ノ;後方 ノ部分ヲ 経 減叉ハ免除スル場

合ノ、 第 Ｔｾ 年第 Ｑ 銃 表中下 段 叉 ノ 、 耐 火塗料塗］隠滅ス。

9. 第 占競 ニ核 笛 スル場 合

イ、 隣地 / 銭 筋 コンクリート 造 ノ盤強= 荷スル トキ

ロ 、 同 - !iJl( 池内 ノ繊筋 コンクリート 造 ノ盛俊= 面ス

ル トキ。

丹、同一敷地内ノ 優良 ナノレ土蔵 造 ι 商ス ル トキ、

第 6保 闘 係

長屋界壁ア設 クル場合ハi好下火除皇室ヲ モ設 クノレ様注意

スノレコト。

第ll t革 関 係

第 Ｑ ｾ 気負 ｾ Ｒ 統ノ空地 ト ハ 防空家 Ｗ 設 ケ 得 ペ キ主 主地ニシテ

llJC主主人員 i 人a リ7卒方 米以 上 7 標 準 トス 。

す るものの過半数( 土地の絞況そ の他の事情 によ

り必要ある場合には命令 をもって その数を減ず る

ζ とを符〉 の同意を得て創立総合を閲童 、定 款そ

の他必要なる事項を百三め役員 を選 任 し、行 政官聴

に設立の認可を申請すべ し

第 11僚 以下回奇

第 5 意 ・ 組合員の縫利、義務

告書18{1取 組合口は出資一 日以上を有すべし 〈以 下略〉

第 4 章 ・ 監 理

第23(t長 貸 家 組 合 K は理事およ び監 事 を お 〈 べ し

( 以下略〉

第 5 章 ・ 加入および股退

第宮8(i長 組合員たる交絡を有する L のまを家組合に加

入せんとする時は、組合は正道な理由な くし て加

入に凶維なる 千条件 を附 し、 またはその加入を拒む

ζ とを得ず( 以下略〉

第 6重E ・ 鰐散および清算 ( 略〉

第 7 章 ・ 監 督

第34t条 行政官隠は貸家組合に封 し、 事業およ び財

jif の欣況に闘 し報告を な さしめ検査を な し、 との

他 監 督上必要なる命令を愛 しまたは民主分をなす こ

とを得

第35f . 長路

第36旅 行 政 官 版 必 姿 あ りと 認、むるときは貸家組合

に封し 、 経費の 枚支致 ＺＩ［［ｩ の分 ｾＮ､ｴ 枚入万法定 款また

は第 Ｓ 僚の規定の ｾ更 を命ずる こ とを俗

第m主 貸 家 組 合 の 事 業 も しく は組合財産の扶況に

よ りその事業の緩衡を 1351維な りと認むるときまた

は組合の行傍が法令定款も しく は行政官燃の命令

1:::: 違 反 したる とき、 もしく は公 盆を 2・する恐れあ

るときは行政官腐は左の成分をなすこ と得

i. 総合の決議の取消

2.役員の解任

3.組合の事の停止

4.組合の解散

3 1  I V  



大 阪 の

茶 室 • 4 ・
__.・‘

J い 寺

天王寺西門から西二丁、 高基の上にある一心寺

は、将土表( 鎮西祇) Iこ麗し 、納骨と その骨で作

った骨俳で名が高〈 、善男善女の参詣するもの陸

績として賑って居る 。納骨しにものの 、ーその骨の

行方 まで考へる 主、 或疑を起きないでもな いが、

此寺では 、セメントでこれを固め俳誼を作るこ k

l を思ひっき 、疑問を解消すると同時に 、地Ml の功

徳を取 り上げてゐる。造1;) 11と云ふことは 、非常な

功徳で 、小児が無心併の顔を描いても功徳があり

似11兵を作り 、又は人をして作らしめても功徳があ

ると俳典 lこ説いである。いはんや 、俳盟主? 作り、

その付s曹の資材となる納骨は、と云五、わけで、作

付1I の功徳、と、直接{ リIlV象となると云ふ 2 つを取りあ

げ、'一石二鳥をねらひ 、10年毎に →誼宛作り既に

五種許 り出荷4てゐる 。今では 、他の納'局 所でも此

方法が行はれて居る様であるが、此一心寺が最も

早〈賀行し Tこ様である 。

境内 lこは「時雨るるやしぐれぬ中の一心寺」の

伺碑が建ち( 休憩所の前の池の畔〉 、墓地に は、

その作者ノj、西条山〈本誌三月抗参! ! ( { ) の墓石r始め

酒封じの悌本多忠朝の墓 、藤村席軒の正統である

正員 、芳隆、正殉などの基がある 。本多忠朝の基

iこついては体設がある。 J白、朝は忠勝の子であるが

大酒家で大阪の陣の時 lこも酒に酔って居fこ矯tこ敗

戦となり、討死するが、その最後にのぞんで「願

〈は者'死して 、世の酒呑み共を?護らん」・と云つ fこ

そうで 、今でも 、呑兵衛や 、その家族のお参 りす

るも のが多いとか。

もとこの寺は、法然上人が、 天王寺町 "J のほと

り ｬ こ 、 凶ｉＱ ｮ 四 ｬ 酎 の草庵を結Ｏし Ｑｾ こと に始まる 。 そ

の話時 の大阪はー l師のjかで よ天王寺丘陵はそれ lこ

拠出しに半島の棋であっ fこらしく、凶1"1より俗が

ナirl こ乗ってゐる給|孟l も残ってゐる 。

法然上人の後は長 い間荒!設して居fこが 、徳川時

代の初期に 、 存牟上 人 が出て 、 寺ｾ再興し 、 家康

来録者は三鐙住宅設計耳目長

I V 3 2  

の 八 窓 の 席

岡 田 孝
男楽

公の信厚を得て漸次規模を大き 〈し ?こ。

大阪の陣の時 iこは近〈の茶臼 山に家康公の陣屋

があっTこので 、往来もあっ? こら し く、 その闘係

で、茶室も建も、叉正門も大阪城三の丸玉造口よ

り移し建てられにもの とe思はれる 。徳川氏は盟臣

氏を滅ぼ すのに 、用意周到な策をめぐらし 、殊に

その軍

有縁の寺な どに分配し? 仁こもので 、この一心寺の正

「う も( 黒I"j と云ひ寺の門 らし〈ない踏めしいもの

で、同質住造物と なって居る〉此の政策の名残で

ある。取壊と云へば、楽祭第の取壊、伏見城の分

散も惜しいもので 、政策とは云へ 、楽紫第などは

大徳寺に移つ? こ日暮門、と西本願寺に移つ? こ飛雲

閣の外は、一物も遣す所なく壊誠 l二蹄して居るの

は、かえすがえすも惜しいこ主である 。

一心寺の茶府; は、1八窓の席又は勝利の席主も呼

ばれ、 家康公が茶臼山 lこ陣 し、 徒然なるま〉 に茶

室を 好み 、小姻遠酬をして、境内の樹を切って浩

らせにものと体える。寺 lこ俸はる遠州自筆の「柴

山澗」の額の主には 、 「政一( 遠洲の名 ) 34、イ火事

命治之 、君臨き「めのみつの床なり云々 J e記され

て居るそう fごが、しかし茶室 lこ闘する記銘は全 〈

見首らぬ。そこで 、或は他より移建されにもので

はあるまいかとの意見を持つ人 もある位で 、闘賞

に指定 される似値が充分ありなカ句 、指定されぬ

のは 、この間の事情 によるのではなし、か主思はれ

る。しかし移建し仁左云ふ記録 もないから 、此論

は水掛論に終る。何 k しでも建物は佳いから、? こ

とへ記錦が無 〈とも 闘賓 となるべきであらう。

プランは三帖代目出櫨の} I / ; - r : . . 内中佐二重棚を備

え、天井は一部掛込 、一部剖? の三F天井で 、之れが

鮎1if i盤の上まで延びてゐるのは 、古い や り方Tごと

jE 五、。茶道口と給仕口が並んでとられ、茶事にも

使い勝手の虫干い席である。細部では 、色紙窓と蹴

先窓の下地が 、細い芽竹を組んであるのも珍らし

い。床位は杉のナグリ 、中桂は何の木か よ 〈判ら



ねが 、[411みを ri Tす1:' ; I二J材守 iこω 11を了へ H )，契カサ f.i 込

んで ある。これは遠 州合:吃!刊の樹そ切って 川ひ1=

のfごと傍 えられ る。

席じ よ色つての感じは 、知ifl 'J¥こも必 着い1こ典雅な

!ぷ じで、各木割も 太 カ' らす' k: 1I! か らす" ( 朽 ちてrill

給 しT二部材ーもあるが〉 明化の妙をきはめながら 、

すなほ なrT. ，'である う

此 ｭ ， Ｇ と ｾ ｲｾ (  Ｇ Ｂ Ｍ ｊ じ フラン ｊ 刈 ｩｾ 、 茶宅 が 、 他 ｴ こ 二 つ

ゐ る3 そのー・つはね:殿下f の松琴 j 1i 1- にあ る茶室 、他

の一つ は、j各」↓〈一長苛-lilj の是珠院 にあ る茶定。 と

もに八窓り j市と 11予! t!i 1、i4i リ十! の fi "とf与え られる

が 、 い づれも ｩ 卓 州 が イ 午 ｾＩ Ｑ こと 云五 、 記銘は な い 。却

っ て ｾｕＧ ｉｈ Ｇｩ Ｚ｣Ｉ I記録のめる 南抑寺金地院 の 茶号室 、

( これ も八宮、の Jfl J' と11.1'- ば れ る) は、プランはノタ し

還 って三帖来 円であるが 、この一吟 12 の j九ーに 似

て 而 、 してよ り 秀れ てｦＮ Ｑ ｽ る ｴｾ ｬ Ｚ 思 ふ 。 州島 ｾＧｉ￧ｲ の 茶 Ｚ 長

[主雨三 日jji j l こも行って 見Tこが 、 ど うも感じが散 出

で 、i選+1H' rc とは受取れぬと 忠 つfこ。

古 ｬ 免 紫琳 ， ｉ ｪｾ と の ＱＱ｜ ＱＱ こ 、 二 帖 の合 ω ｉｕｬ が ある。 ｌ 二

この地袋の上 l二、日iJ-j り窓と行崎 とを粂ねTこ不正四

溢形の ｬ 面白 い 行股があ り、 ｊ ｫ Ａｴ をも Ａ ｉ Ｈｾ す 慌 ｴ こな っ

てゐる。 なか なか巧みな 窓低である 。7K用は押 入

の中 iこt られ 、板ω1:¥1で 、- 1¥1) に竹i;I の流があ り

槻な ども 隠;1詰l こIH米てと るみ

3 院は紫琳中 el 呼は tt 、八帖二t去に廻 り枝をめ

ぐら し、 西の方大阪コrf'i i有力:、 - Sての もと lこ眺め

られる。

今宮の十高主 も、高架 紘の子 iii j にある 筈 で、今

l主人家 ヵ: 建 ち詰 ってゐるが、 その背鉱続きであっ

?こ頃、互に銅羅で合国して、茶を? 飲みに {干.米 し1:

長 閑な有様を? 偲ぶこ k が出来 る。

! 創iJlこ 玉持の老大衡があり、 大 久 保彦左衛I"J 子

神の棒と 傍え る。歌 人忠、教 が家 康公に 照つ に歌l こ

自主筆 浮t二五、Tこえ ともなき 玉 絡

いく f 1: : 栄えんヨ司i とこの寺

とあるか ら 、 昔 時甑 じ 相 手ｾ Ｇ Ｍ た きな 持で ゐ つ ＿ こ こ

とが判 03 0

紫 琳
i学で興味のめ るU) は . 舷側 との境の陣 壬が.

2  ill 14枚である べ き所 を、中 央・に 粧 を立 て 11m 2枚

りjj 主2つ; 二分け てゐることである。これは本 ;i-/，; 2} ]

被に訪れ仁川捕s't: i也二主的関公の !古; e Wえ‘る 6 iTli 

の建 物でも見ら れfこところ であ る。! 政公の JfI;1こ於

て¥1. :東側掃除 t の境の 211U陣7・のと乙ろ が、 中央

に杭があり 、 rrit この紫 琳'_，Joの4;去に 111¥1引謹二 川

口分けてあ っ1: 。此や り方は附子をあげ て見て の

感じは 、 ｪ ι つ＿二程怒くな し 、 。却 って ｾ ｉｬ ｾ 々 の 佐で 、

211il の桁 を文へて ゐて、安定金感 じ、21l 1l おっぱ 1j..

しのIJ M口が旬般的に見 なれてゐるも のの 、多少イ、

安定であるのを有Il つてゐ る。' これ に似 たや り方 は

川合の次にも 、よく見かげ ると ころ で あ る。

そこで竿: x は考へるので あるが 、桁 やu:さが 111¥1

おき に杭で支へ られTこら、Jt梁の断面は小さし 、も

のでI i ¥J に介ひ 、しかも機: i 1f も 合別的で 、・しっか ち

するであら うと忠、ふ。

111¥1おきの柱 、従 って 、ItUJ のスパン の 梁のみ を

使って宅を作 ると、 短 遊が 1聞 となるから 、2帖、

3 帖、 4 1陥の宅 しか とれな い。 そこでやむ を得ぬ

場 合 、IIlI1牛のスパンを許すとし て、 11百l学の業主T

i比大と すれば 、4帖宇 6帖 7帖牛の主主が 得 られ る。

そこで 、同氏 住宅の如 〈、 同一形 の ものを一時

に大量建設する 場 合 、機械 生産の使 の 篤に間取 の

万 台 紛 犠牲 をはらふ として 、8帖 の 宝即ち 21聞の

スパ ンを やめ 、 11:11' 1、そ最大 とし て、宝 は 6 帖 又

は Ｗ 帖乍を故大乃もの とし ｔ こ ら 如何であ ら う。 Ｑｾｾｾ

村 の ｾ ｲ ｬＨ Ｑｩ も 小さ 〈て すむし 、 工 作にも使であ り、，

構造もｾｬＧ ｾｬ｜ 的 にＯＭＱ ＱＱ 米はし まいか。恨 ｴ こ Ｖ 帖の室と

すれば 、免i溢 II : Wドの梁は仕方ないと して、長 謹

2 1UJ の中央・に柾 を入れて 1聞のスパン 主す る。か

くするこ L によ っ て、 2 li il 4 枚である べ き窓及出

入 11が 、どれ程 の利更があるかと 云ふ と、此紫琳

.';; I;止問公の j持;の例に見ても 、大 し に 犠 牲 で は な

し、。

小 十 ｉ Ｚｾ ゼ に 於げる Ｘ 中 ｾ ｩ の 定 は 、 使利には連 ないが

必須 のものでは ない。却 って 4 人桜 る.場 合など、

7 帖午 の方が便利ではある まいか。

殊 lこ建築接 合 に採用き れに 2米 1 ｾ ｊｊ の 民 々制 で

は、 Ｘ 帖ｾとら す・とも、 Ｖ 帖で十 分 ｔ ごら う ｫ 思 は れ

る。 即 ち、東京聞の帥占 k 米 聞の6拍では、 短濯 で

2.1 尺 短 〈、 長 謹で1 . 2尺尺長 〈、 面 積では前 者 が

144:平方 尺 、後者が 130. 68
2
F' 方尺で 、13. 32平方尺

少いか ら、約宇帖の遣であ る。 若しJ I. : れ、米聞の

3 3 1 v  



7帖牛 iこいにつて は、東京間の 8 帖より 18 .36平 方

尺康 いのである。

小住宅大量生産の場合は、 王子商決定に際 し、生

産方法よりの制肘を受 くべ きものとし て、識者の

.一 考 を煩はし? こい。

一 心 寺 茶 室 賓 測 寸 法

1. フ. ラン

議ノ大サ 6. 38x3. 18 ( 平均〉 。代 日 昼4. 78 x

3. 17.  * パ前昼4.09x 2.5。 桂 .27商皮。

2. 天 井

l f' -天井、 高 サ 6. 0。 姐。核セイ 0. 1。 竿森竹極

. 05- .03中櫨3本。 ガ，マ編ミ 。

掛 込天 井、 無目杉商皮極 . 16. 極掛竹生笠 . 1
0

小 壁 .6。 桂 杉 .13x . 11 i商取 .01。 小舞竹催

。4吹 劣。野 根巾 .2- .3取混ゼ廊円張。! ぷノl 1 ¥i

J 、杉 鏡天 井。

3. 北 側

j示 ノiii1、床桂、 杉 ナグ リ .27函 . 15 .16 .18
0  

床 艇 .28 x . 14杉 ナグ れ 落掛杉 . 10x .22
0  

ｈ ｾ＠

枢ヨ リ泌掛下マデ4. 88。床柱釘3. 48給仕口内法

巾1 . Ｙ Ｗ 点 ｪ ＳＮＷ 桂附 ＳＮＰＵ 。茶道口内法 巾 ＲＮ Ｐ 湾 ｾ ｪＵ Ｎ 12  

方 立 商l支 . 12鴨 居 . 105
0

4 . 東 側

色 気窓 、 下窓内法li J 1.8尚 1. 85芽竹2 - 5本。_ I -.

さτ 茶 室 を語 りなが ら、国民住宅 の方へ肱線し

1:様 な形 となっTこが、?こま? こま 調 奈 してゐるう ち

に感じ fことこ ろを鼎述べ?こ にすぎ ない。温古免l新

のーゆ lで ある。 ( 16.3. 5)

窓内法巾 1. 2高 1. 3
0

中敷居 .09鴨 居 .095建附竹

怪 .08。 障 子 大 サ 下 窓巾 2. 01 高 1. 99.1:-.窓中

1. 25高 1. 5。

ｾＮ 南 側

燈先窓同11 ふ l湾j 1. Ｗ ＺＵｦ 竹 Ｒ 本 ＭＵ 本。ｾ設居 Ｎ Ｐ Ｙ 鴨

居 .09 建 附竹極 .07。 障 子巾 1. 65!会j l .88。

1.1.
1
柱極 .2，1既日 .09

0
無目下端迄尚サ 2. 185.

釣棚1'7: .04、 ド棚rt 1.0 奥 行 . 86. .J: 捌rl J 1. 35 

奥行 . 95 ハ シ バ ミ .05 点 .05 内アキ .64 Ｎ ｾ地芯

It2.63出j1.63蔑l 本 - 5本。中敷居 .085 鴨 居 .09

ｾ 付竹 盛 Ｎ ＰＸＮ 陣子大サ 巾 ＲＮＦＱ 高 1. 8。 右小4l，!モ

.57。上ノj、壁， 95 下 ノ壁 2.31

11
1
連窓内法巾 3.98 高 2. 03. 床ョ リ2. 01。敷厄;

.09 鴨 居 .95 /)、壁1. 04. 方立 .09 ゐ・ゾノj、世 .57。

俗 子竹 僅 .08- .06 9 本。

6. 凶 側

ニジ リ口 内法巾 2.03 尚2. 2 方 立 .09 中敷肘 .08
0

1+ 1連窓内法 巾 3. 2 泊j 1. 97. 鴨 居 . 08 突. 十二戸ア

リ。竹絡子径 .06 7本

市 民 防 空 壕 展 覧 曾 開 催

三 月二十二日 よ b三 十 日迄三越 ( 大阪〉及日本建築協合建築資材綜合陳列醤に於て最も釘

許複に開催され? こ市民防空壕展覧合は 、 そのま 〉の 内 容で 下 記 の如 〈三越市11戸支応で再び

開催される こ主 冶なり ましfこ。非常時下の折摘多数お誘合せ御視覚御究体下さい。

tv 3 4  

1 . 期 日

1 . 曾 場

1 . 展示品

1 . 第二曾場

四 月一日一一一六日

三 越 紳 戸 支 底

各 種 防 空 壕

防空 資材 展覧曾・於 日本建築協令建築資料綜合陳列場

主 催 日 本 建 築 協 曾



1a  

男孝図岡腐の窓八4  室ヨ安の阪大

1b  

1. 八窓の臓外問

書院の屋根績きになって居るので、無現に附加

した様なおさまりの悪い所がある。綱 り口の上の

桁を耕な凶柱で受ける様になりょに小昼置がとつで

ある。

1a. 鍵山洞の扇額

/1、堀達州の筆で、裏に「政一( 遠州の名〉三十四

依3革命造之、君疲ざめのみつの床なり J 云 4 と記

しである由。 今紫 琳亭 に掲げてある。

， 

"... .， 
・ー

Ｑ｢Ｎｾ 反松山の額

徳川家康の良筆 と 侍」、。額縁に嘆の紋があるｾ

常は貧措置に入れてある曲。

I Y.  

1c. 時南の鍋物

一心、寺歳の/1、商来 山 白書在の掛物。 r六字詰の念

偽は壷夜お とたへず。十二時の鐘星空は遠近の心、専

に洗ふ J と前書があり 、 「時雨るやしく。れぬ中の

一心寺 J 今宮老人と 書いである。

.
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3.  

I V  2  

2  

2. 八懇の府内郎

三帖蒐自の席で 、床の聞は南面し 、床

の聞の右に給仕口と茶道口がある。天井

は一部掛込。床前は苦1I 天井とな り、 それ

が動前ｾの上まで延びてゐるのは澗濯な

やり方である 。中粍は、天井無目を受け

てゐるが、 こう云ふ場合の中校は 、下か

ら前にあがって途中で同1 !J 、更にその揃

りが上で もと の位佐へ帰って無 目を受け

ねば亀おさま りがつかぬ。 中粧のむかふ

に色紙窓が見える。

3. 八窓の席内館

茶道口の位置生から蹴り口の方を見たと

ころである。野根の掛込天井と蒲の2 j i 天

井が明かに見える。軍Z民巾央の2患いとこ

ろが蹴り口で、 その上と左 の中;車窓、及

品量先窓とよ聞に明かな色紙窓とで六完まに

なる。八窓にはこっ足らぬが、寺の方 ' r .

は71 < 屋の上の窓も教へて八慾と仰J 定を 合

はして居る様である。



4. 紫琳事

八帖の脊院で、床の聞は

西町し 、一間の大きな出帯

院がつき廻 り僚がついてゐ

る。なほプランでも見られ

るJ盛り西側二聞のところは 正

中央に粧を入れて一間二つ

に分' d、 引遺障子を入れて

あるところは 、二月号虎に見

た二葉の豊公席と同じで、

中央の柁は大 して目ざはり

にならぬ。ニ間四枚の障子

建は、 常石となってゐて、

誰も疑を差侠まぬが、かや

うに中央へ粧を入れて 、一

間宛ニつに分つ時は、梁も

小さいものですむ。 閥 民 住

宅のプラン比も建築材料を

小さくする鵠に 、 この方法

を取ったらよくはないかと

思ふ。

5. 紫常事

ニ帖の合の間をへだてて

八窓の席の茶逝口を見ると

とろで、左 に 71 < 屋が見え

る。合の聞の地袋上の折曲

りの明障子は 、行燈となっ

てゐて、水屋をも照し 、勉

間はタトの光線で、 明るくな

る様、巧みに考へである。

大 阪

1¥ 

岡

の 業 重 4  

窓 の 月署

国 孝 ｾ＠
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紫 畑 室 く這ゐ

這逗7

ｾ＠

、 江 北 建 築 の 黙 描 、

尚 田 清

思」トに建築はー閣の科窃的文化 の も防護家が設備されて誌の階に居る

事事を表? ますもので有と考へる其閣の ものは空襲聖子報が報ぜられ斗ば秩序

建築を一見すれば文化の皮と 云ふも 疋 しく 入 り得る僚にな っ て 居 りま

のは大健推測l し得る事が出来る。そ す。傍進法は 政機されて 其の細かな

の構造陀装飾に都市の計登に文化の 黙を見る事が出事ない のが残念で あ

苓を表現 して 居る 。今験腕の中を放 る。外部の終的は総べて御影 石大谷

f j て新東亜建設の選に勇ましい歩み 石の如きも ので装飾が施 さ れ て 尻

を採って居る支那の建築を数婚 して る。

見るとそとには積，々の民族性を風習 斯うした高層建築の中に入り混じ

を停統 とを表は したも の が 有 りま って低い支那家屋が立並び軒 を災. へ

す。先づ誰れしも目につくことは裕 一方が石の 装飾 をしてゐるのに対 し

造様式が煉瓦構造であるこ とふ建物 との方は赤育費を 色くどいまでに減

対総べて シンメ トリー 〈封稽〉に構 りつぶして思 くどい位の装飾をして

溢さ れてどの建物 にも窓が非? 首に少 ゐる.

ない 事であ ります。上海とか北京と ζ の署員の入口にも欧洲式をI f i 似保

か 南京とかｾ口とか云った支那第一 周して木製の オーーダ ーを雨側に採つ

の都市の建物は総べて欧洲文化の 撃 て上部はアーチ式を以てしてゐ るの

を表はしたもの L 様であります。建 も問民そ のも のが欧洲主義 に惑溺 し

築物其の もの に就いて見て行くと建 た様子 が偲ばれる 。

物の大部分は鍛 筋 コンクリート 111s法

であります が籾滋が姻民紛糾を統一

し建物 を閤粋主義に統ーし た如 く化

部介石が: 1 t ・の建築物 に非常 に苦心し

て支那王義を採ったら しく 建築物が

ｾ 洲 式の格 迭 と入れまじっ て見苦 ｕ 、

成が存 して居 ります。 大建築物の入

口窓あ らゆる彪にオ ーダー を附 し主主

の構 造の部分はリン テんの形式アー

チ形を 採 って上部は大 きな石 で以て

窓を装飾 して居る。

窓は総べて雨開き 止な って 厨 りま

す。

j針うした都市を一皮離るれば令〈

一獲 した構造 と稼式外観 を見る 事が

附衆ます。

江北の民家の外観 、将軍誌をは先づ皇星

稜は薬主主の土建式である。斯うした

家を建て るに も大工 と云ふものを必

袋 とせず近所の者主主が集って協力し

て家を誌をるのであるがその造り方た

るや金 〈筒箪である 。先づ署買を建て

んとする位置の四方に 7)<粧を 4 本 立

てこの ＷＩ＼ 粧をＧＱ｝心として雨側に ＳＰｾ 割

程度の壁厚を採って雨側に板を立て

乙の板の中 にj てをー簡 に入れて上都

か ら踏みかためる。斯う した事を悠

長 に会周四方に主主づてｾ す と今度ｉＧＺｬＺ

一段出詐た星まのよに日乾の 自製煉ぉ;

を一面 に並べこのよに ー父白:ij と同 じ}j

2去で土 を入れ踏みかた め る。 斯うし

た事を幾回を も繰返 して商さ 2米伎

にすると今度はハ 7 の部分を日乾煉

瓦で l尺勾配程度に造 り上げ l本の棟

木を通じて ζ れに竹或は細 い丸木で

霊木を配し乙 の上- [ 留に竹の二つ割

りを打って 穏叉 は1$J で屋根 をn: くの

建物の中に入って見るとどの階に 係 瓦 建 築 と J井 の 建 中
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であります。

中でも多少資産の有る 家では}針う

した上に瓦で屋根を聾ーいてゐる 。建

.て られ た家の中は床も 振 らずに唯家

族の理主 だ けに竹 製 ｾは木 製の ｩ 度 廷 を

設 け居間の中夫は珍風な土製又 は煉

瓦製li.x は木製の 祭壇を 設 け墜には天

市t地紙を祭 る文句 を赤ゃ緑黄の紙に

脊いて然 りその祭栂の F は物入れと

なっ て居 り其 のf最下部は彼等の資産

で ある ｾの住家 とな っ て 居 り ます 。

これは一車干の家を見 た. のである が支

那 では j桁うした家並t 日本の如( l 判切

には建築されて 肘 らな いで大部分 が

大家紋会:.')語の生活を塁手んで居 ります

この大家族主主主を容 なま ねば な らぬ

理由は 一 つには支那 と云ふ 聞は岡家

が綴りにならず怒い 関家が成立する

とた Y 人民を 虐め 税金 を搾 るだけ で

生 命宇財産 を一向に保護して くれな

いから段々と一家族が集ま って圃結

し自 衛自治をする よ り仕方がな〈 な

。ります。 それ で勢( ) - 大 家族主主義にな

り中流では3・40であ るが上 流にな る

と1∞人以上200人 も同居ーして居る。

そこ で一家族 だけ で家 の周園に城縫

を鱗 へ城壁の外周はクリークを周 ら

して外敵を 防 ( ' 如〈侵して居 る。 そ

れが段 々と澄濯 し途に都城にもな っ

て居 る。 二つには支那の都合地を !溢

れ た襲。山村は女 化の度が遅れ大部分

が手工業で裁に幼稚である か ら取り

入れにし ても 家を建てるにし ても総

べて大勢の久が自民まヲ て依すの をあ

るが司ｩＨｊｪ ｴ 験ｾＡＺｴ，てゐＭｺＺＺは惑をｾ す

のに郷合が怒ν りでーケ慮に集まう

て大家族主義とな 9 た僚に考へられ

る。との大家後@ 家の槍造菌B鐙-11)章表

式は署Rの外測を墜主事草11聞み門詮入

ると中庭語r bづてそれをかこんで中

央 tt 纏本家哩盟主主人の内E事実t : : 掠 の々

毛人の・「内房 J ｾ倣じめ多殺り練が

・1主ぴ当訟も多旬、 J 番目眠、、室は.u量

制でその傍依場硲識人の室. 内E善措f

設け伝れてゐ '41 ｊ 脂うして ＭＢｾｊ 震の

うち陀ば家長があ勺て線鼠締りをな

しそ の妻子mがある外誌に綜 を警れ
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ｬ ま 宇 は り 同 Ｍ ，ｾｻ 内 で ｊｬ ｉｊ な一 主 主族 とし

て向島J す る。 そして長幼兄弟序あり

て和銀あいあい とし て睦ま じく 暮 し

てゐ るこれが段 々北へと 進 む氏つれ

て屋根 の構造が縫 って来 る。 屋根一

面を本戎は認で主 ｨ 、 て ｨ ｾ Ｍ たの が 屋根

の棟 、 の四 Ｉ￬ ｾ を ￬ ｊｴＮを 空 会 っ てか世とめ必 〈

吹 く季節風の 風l震を防いで居 る。父

々北 に皇室めば今一段と 進歩 し棟及四

声j を瓦で以て主主きi廉J i に装飾 を施し

鬼 l i: には育Eの彫刻j をA した瓦を 泣 い

てその 家l際感を表は して居る 。斯う

し Ｇｴｾ 外形を取 っ て も 内部 の俗法様式

は何届ままでも華きる 事な く一定 してゐ

る。特に支那の家 を見 て感ずる事は

峻が非常に厚い事室 が どれ もこれ も

小 さ く窓が非常に少な くどの窓も ど

の人口 も皆南商或は東商 でー っ とし

て北薗商 商には設 けでな 、、。 これは

西北 より 冬から春にかけ て季節風が

吹く事 と普から西北方面に は後政 が

存 して 西北の方向から家の箭と 耐 と

を奪ひ来る 日本の鬼門に欄1:'; する と

玉三ふ体設から窓入口 を決 して凶北 に

商 しては 設 けないので ある 。

乙の方面の建築と火災 とーぷふ閥f系

で ある が支那の 火 災 はそ の ｾｶ 、 ｩＧｊｪＮに

於て は類 がない 日本の家以上総け延

焼 も早 い。これは勿論天井の低 い事

屋根が草葺藁葺である か らだが支那

の カマドに は煙突が なく もす ものは

薪雑草であるからカ マ ドの 加熱 に依

って音量火するのが非常に 多 〈夜など

館-j t 火災 i J i る事が出来る。漸うし

た火災の徹が多〈延銭の耳判、理解に注

愈ーしてかどの家と家主の境κ も土を

かため或は煉瓦で以て1坊火皇制f 火き

く訟で ある事は喬 々重量築家をして考

へせしめられる。との防火墜f; i 一寸

L た部落大 きな街郷舎にはとても頑

悶tc 丈夫に大きく設けてある。文化

の遜んだ舗では書置や経t f : 防火種k科の

園町ってあるのを象多〈見られる。日

本 It S もても闘民そのものが r1'l 4 早

くとの防火と云』、事に徹底レてもら

びたいと思ってゐる。乙ゆ官官火と云

ふ事は精介 石 或はそ の幹部が防空と

玉三・4、事に端 を殺して念 いで. 施し た

跡を 偲ぶ事が出来る 。

江北方面に於ては図民全般に防祭

思想が普及して居る審査に思はれる。

どの部落 にも街にも防空壕 を妥見す

る事が 出る 。然しこの防空壕 も閤民

各自 の手で遣 ったも ので各 々家のF付

近の地商立穴を 郷 りとの 立穴に横穴

を剣 って この様穴に人が入り込む事ま

にしであ る。 この横穴の中央に竹で

以て空気子しが設備 じてある。大 きな

部務では コンクリート 製 のガツチリ

したのが設けで ある。 その裂は大部

分/1117惨な ものでその中に対面的に腰

掛 が設 けである。

詩 に誠 まれ給 に貸 金出された古建

築今は その昔日の 面影をJ f ? める事が

出来ず係 りにも荒駿の甚 しきに鷺 く

より他な u、。だが朽ちて今は その僅

かに残る外観よ り般昔日 の隆盛 を偲

ぴ感慨に溢る込の みである 。 その構

造様式は先づ前面 に対照的 に建 築 さ

れ た房が有 り房の一面には孔子の 象

が安置し有 りその後方 は< t . 庭を隔 て

込本金 が有る。この本金 は叉純然た

る鈴照的な構造で中には安置慢が殺

げられそれに七仰が安置してある 己

斯うした寺がどの村はずれ街はずれ

にも柳に桃杏に濁れて在りし日の委

を太陽に曝してゐる。時に建築家の

目をそ与るものは塔の現存と嚇量生で

ある。臼本の塔& 云へば木製の伽I

の附いたものであるがこの地の終は

どれも金べて煉瓦で築いたもので有‘

るとの型商影は前の. 漢に依って見

でI頁告たいものである。

一面的な陣中よりの建築敏婚の 叢

を郷きます。食後に陣中より舎員訴

兄の御健勝を新Ｇつ ｌ 新Ｊｾを代 表

する新建築の l 日も早くとの大陸K .

委を現す日の近からん事を望んで止

みません。

以 上

中支由主遣軍豊崎昔軍隊

木原部隊中川隊本部

E吉 田 1白

〈地 方 曾 員)



で 蒼 ｾＱｾｾ￈ｾＧｦ［ｦ 語 学

本 協 曾 員 中 軍 務 公 用 者 氏 名

総統護主主後に於げる本協合員 中1r- t労公 Il j 若干下記の通りであり ます( 受付順〕

合 員 開尾幹対ｾ ;f¥ 

故 竹 中 不il 雄 氏

昭和 16年 2 月9 日舎員竹中利雄氏

泌 を 以 て 長 逝 せ ら る i旬に哀悼に j甚へ

ず。主主vこ照宵と圏在泌を渇げ讃んで 市

;( f . を表す

1.氏 は 大 正 8 与 11 月23日大阪市住: 汽

直昭和町民! の 28に生る

!・ 昭 和 14年8月 関 西 工 業 皐 校 卒 業

1. 同 10年10月新興 舎 工 務 底 に 勤 務 其

後 山房工務庖に毒事釦l

， . 同 i4年 8 月 大 阪 激 越 局 工 務 部 建 築

毒装に E怪早世

， .同 15年5月6日本台に入舎

1.同 l 民年2 月9日逝去手年23k量

常 務 命 ( 第 う回)

時 3月6日午後f 時 - 9時

所 陳列場別家

出席者理事井上高I j 舎長、今林間

舎長

常務 池田主 記、北極主旨E

.:f骨量主記、中 商主君E

重宝中主記、芝問主 計

杉久保主計、大下哲毒

事耳、小林編紙、政I凋

f剥輯

議 事

1  .3 月例舎に闘する件

2. 芹F議員繍欠遺書匡に関する件

3.四舎新{ 合新緑骨i I . I lth談舎に出席の

件

4. 都市武装促進幹事曾よ り鉾事妥

嶋 lJ 要 求 の 件

う. 同幹事より経費要求の件

6. 材料委員曾よ り図書購入の件

7. 肢体省木材統制課より建具材規

f署名後; 付方依額の宇l'

8 陳列場幹事曾より相談所設置具

縄案提出の何

ＹＮｾ 韓誌印刷請負に関する件

， ｏＮｾ 北建築協曾より本合徽宣言寄贈

lJ r立綴の件

11. 円本出版文化 tbh曾よ性入合I J fM

誘 の 件

12. 愛知徹建築課長よ りl坊?i ! 1防火パ

ンアレツ卜寄贈方依頼の件

13. 日本統計普及舎より日潟支辿絡

地 図 購 入 }ff女績の件

1';. 曾民詮画面

報

三十.

，.， 

1.金閣都市問題曾議よ り綿舎文献

皇室付の件

2. 建築皐がより合長更迭祖知

3.出 f正、 入替、厳 徴、 I検隊報告

材料委員舎 ( 第 3 凶)

時 Ｒ 月 Ｒ Ｗ 日午後 Ｖ 時 Ｕ ＰｾｽＭＸ 時

Ｒ Ｐ ｾ＠

所 ! A 集部室

出 席 者 委 員 長 絵 久 保

幹 事 嫡 瀬

委 員 前 野、遣 問、 矢 代

1.品等規絡中板類よ り検討に着手

材料委員舎 ( 第 4 図〉

時 3 月11 日午後正時40分 - 8 時

50，} 

所 倶集部室

出 席 者 委 員 長 松 入 保

幹 事 楠 瀬 、 横

委 員 後}II 、薗部、 溢 図

l 建具材規怖に 闘し 蜂林 劣案を 検 討

す

紛料委員曾 く第 5 凶〕

時 3月13日 午後 6時 50分....，. 9時

所 倶集部議

出 席 者 委 員 長 松 久 保

幹 事 楠 瀬、榊

委 員 後川、前野‘ 遁 図

1. 建具材現絡に つ き引縦き検討す

陳列当事総司E舎 ( 第4回〕

時 2 月26日 午後 6時 20分- - 8 時

30分

所 倶集部室

出 席 者 常 任 幹 事 潟、矢 田

幹事 小林、声高松、 中西、

野中、松久保、遁 回

吉岡、 若 山

1. 防空壕展質 合第二曾場出品方法に

闘す る件

J . 陳列品 目選 定. 蒐集 及出 陳者 勤務

2. 陳列 装飾並曾場設備

3  1主i導方法

陳事司l J . W=月・・*- 舎 〈第う図)

時 3 月 5 日 午 後6時 30'$} - 8 時
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30分

所 倶然部室

出席者 幹 事 長 池 悶

常 務 幹 事 湖 、 矢 回

幹事 栴絵、野中、松久保

2.各3委員より提出の腹案につき 審議

の上大憾の骨子を決定

3.三越を第一合場 とし 第二合場 とし

て陳列場を利用の上主と して防盆

資材を展示するこ と

逝問 、 吉岡 |  展覧舎委員曾 f 第3回〉

二日合 大 阪 鱒株式令枇 I  1時 2 月21 日午後6時20分ーも時

オ リ エ ン タ ル メタ 30Jt-

Jレ製造所、株式合 | 所 依然部室

最士清光量士、 ライト

ラパ ー工業合資舎

祉

1. 陳列湯本年度訴事業計貨の件

2.防空量産浪費合開催の件

3.二 日曾春季曾合開催の件

防蛮t事展覧・・備委員舎

ー時 2月17日午 後6時- 9時

所 陳列場別室

出 席 者 都 市 武 装

池図幹事長、大野、奥島、

玉置、政岡、官同

陳列場

池回幹事長、小林、湖、 中

西、松久保、遣問、矢周

三 越

井口企霊係長

1 . 繭幹事曾よ' 下記展覧舎小委員を

選出のよ具鐙案作成するとと

武後倒

池問、大野、綱本、竹内、 玉佐

官問、吉岡

陳列側

池問、瓶、矢田

2. 軍部主主府市に後援方依頼す る ζ と

3.資料蒐集に 脇し 各方面に依頼する

こと

4. 各委貝に於て次固 まで に復案を持

ち寄るとと

. . . 雲員曾 ( 第2回〉

時 2月19日午後6時30分- 91時

f折 、 倶集部室

凶席者池図 Ｈ ｾ Ｉ 、 池田 Ｈ 寛〉、府幹

事長

大野、湖、竹内、 王位、 宮

問、矢関各委員

1 . 名稽を市 民防空壕浪費舎と 決定

I V  3 8  

出 席 者 池 図 ( 貧 ?、池図〈寛 〉雨幹事

長

灘、矢図雨委員

1. 寺岡浜、的湯治雨氏に委員を委理面

すると と

2. 出品物内 容に 開し 具械的に決定

3 次回閥幹事曾開催の上最後的に決

定す ること

展覧舎飽委員曾 ( 第4回〉

時 3月7日午後6時- 8時30分

所 陳列場別室

出 席 者 協 合 側 池 回 委 員 長

池図 、潟、玉置、寺岡、中

西、野中、古塚、的場、諮

問、矢田、 吉岡、 著 山

三越側

弁口 、岡田、堤、 寺尾滞氏

1. 第一合場展示方法最後的決定

1. パン 7 レツ ト作成に闘 し分機委員

決定の上至念原稿蒐集すること

見8 ・( 舎勢幹事合主催〕

時 2 月22日午後 i時30分- 5 時

305r 

集合3f 71 < 無瀬神宮

出席者赤松ｻ彦氏外 ｾ｡ 名

1. 午後 2 時までに一同水無瀬神宮に

多集

卜紳宮但IJ の都 合に よりー阿茶室手手首E

附関孝努氏の搬設後順次詳細に見

隼

1. 次に紳 Jj i J に集合情献を受り川人幹

事代表参拝後前1'1き・より紳宮の由来

に付亦茶室の経過に つき約20分 に

亙 り懇切且誠に有意義なる総務を

聡き感銘を深く す

i 午後 3 時出議第二見摩先たる加賀

邸i に向』、

1 同邸にて 1ft 関芝生に殺げられたる

床JL赤毛践にー且憩ひ茶菓を受げ

夫れよりこ班に分れ有名なる洋衡

の温室 よP本家建築を見直嬰ナ

I  ' 失で同邸周匝俊一室にて 川人幹事よ り

Ｑ ａＱ ｪｾ 邸並に附同氏に ｴ ｩ して Ａ感謝の

窓を表 し併せて合員に挨拶の上階

上ベランダ ーに集 り淀川より八幡

カ而の佳景を賞銀 し 4 時40分僻去

次の見皐先妙喜庵に向ふ

ト妙客庵書院にて 持参のパンに喫茶

しつ 込阿 国氏の設 拐を 聴取後閣安

茶席を見皐午後 5 時3D分本目見書陸

行程を無事終了解散す

.e・t. 舎 ( 第 3 回〉

時 3月13日午後6時- 6時3J 分

所 倶集部室

出 席 者 常 任 幹 事 大 下

幹 事 岩 佐、芝悶

1. 4月開催の見尽に関する件

合員増加に欄する件

梅市武畿促. . 司区曾( 第 i 回 〉

時 2月27 日午後5時30分- 8時

所 倶策部室

出席者 池田賞、井上新二、竹内佐

1J i 治、寺i瑚録、西 山卯三、

宮岡秀徳

1. 幹事長、常任幹事互選の結果下記

の湿 り決定

幹 事 長 池 田 貧 氏

常 任 幹 事 井 上 新 二 氏 、 竹 内 佐 平

治氏

2. 木造家屋防火改修促進の件

3. 防空問題に闘するB l > . 談合開催の件

4. 講演舎開催の件

5. 通俗的パンフレツト軍基行頒布の件

6. 防空易展覧合開催の件

曾 員 動 静

f"̂  .:TI 

倉 員

山上 主主三君旭区江野田rI 90( 山上

建築事務所〉

稲田 正雄君京都市下京区西九世襲

蔵王町" の I ( 京 都市



役所管繕部第一技術
前 関 係 永 君 和 歌山市湊通 り了南

護株式1雪量士東京 出張

富島〕
l の3 C的関白政研究 所〉

古川
1 j i 君旭区赤川町720のl Jyf) 

西 山 町t 志 宏 東 京市牛治区横寺町

( 中西建築事務所〕
坂口正四郎君 ;東麗清水谷東ノ田f

36  ( 内外木材工事E株

尾之江武毛主君 J l ! 磁大手通 ! の26 松
415C三宅工務所〉

式含踊土東I 京 出渡所 〉

村組内( 同組〕 明山幸治良1¥君 府下北河内郡交野 i町
谷 島 勝 維 君 新京 特別 市 政府第五

丸倉 一彦 君 池 町 市 大 字 野 i3o( 三 森大門市松方〈大阪

代用官会762盟主(・滞納1

機工業株式含市士鋼材 帝大工患部造船穆科

関関務院建築局〉

部〉 教室〉

富松 政行 君 満 削 除l興 安北省公 署

中居 祭議長君北医薬村町31 ( 株式
石嫁 保 君 尼 崎 市 今 繭 町 大 図 15

官房合計軍事管繕度内

合枇竹中工務庖〉
〈富永鋼業株式舎枇

じ阿波〉

石田 慶一宏兵庫県果、川遁都立花村
答繕f系〕

臼井 正 済君量豊禍市開屋町 114C株

松 本41 ( 株式合枇大
田 中 斐 人 君 此 花 直 酉 島 田 r I 44の2

式食枇安藤組 名古屋

林組〉
( 株式合枇犬林組 〕

出猿Jyf)

問中庄 太 郎 君 普 通 賛 助 員 よ り 嶋 絡

松 本 裕 吉 君 府 下 北 河 内 郡 友 呂 蚊

書事 身 費 助 員

山国 祭 厳 君 神 戸 市 加 納 町6の l株

村襖ケ丘千哉荘〈株

株式合枇

式舎最士清水組出張所

式合枇松村組〉

松 村 組 策医大手通 l の2CC土

〈同組)

野 岡 武 雄 君 住 吉 直 田 港 西 之 国1J 7

木建築ー請負業〕

林
1I t 三君 布施市柏田 1086 奥

の7C東洋鋼材綜式合

特 別 賛 助 員

野鍛郎方( 日本赤十

枇大飯事務所〉

馬 場 鎌 森 君 南極措置痩 町通 3 の28

字草士大阪支部建築事

中日 昌 一 君 神 戸 市 聾 合 直 中 島 通

萩工業貿易株 式合 ぷ

務所〉

! の26 C兵庫県系建築

大 阪 出渡所〈 同属土〉

荻村
官脅君 京都市左京麗北白 川

小鍛冶憲二君 西 淀川直 浦 江 中! の

書長〕

東蔦同T6 C京都市役

11 阿部主税方( 日

平岡 f{ff 君 天 王 寺 区 谷町9の 18

刊土木建築新開鮭〉

所管給部第一技術課

( 金井 トラペラ ー製

高見 正彦君兵庫県系御影町: 字槌

長〉

造所〉

森
遁 君 東 成 区 北 中 本 町2の4

榊原 一 君 商 淀川直野里町321

1114 C白書苦〉

( 自営〉
( 日東興業株式合枇〉

山中喜 代治 君 豊中市麻 関1196 ( 富

鈴 間 文 雄 君 西 淀 川 区 野 墨 田f う85 倉 田 一 良1¥君 府 下北河内郡三郷町

土 ス レート株式合枇

〈株式合祉鴻池組〉
大枝215C東洋紡絞株

大阪営業所〉

三宮 正義 君 此花直上稿島北 4 の

w  武君 和 歌山県系那賀束中 i'l; 式合枇塁手絡線〕

65 仁白書手〉

志村前回( 和歌山県系

地 方 曾 員 野 田 宗 孝 君 天 王 寺 区 大 道3の 130

庶務課管繕係〉

山 悶 早 苗 君 京都府綾部田了字背野
( 東洋洋瓦株 式1昔前土

山中六三郎君 北区都島 北通 l の 18
27の2C郡是製糸株式 大阪支枇〉

( 白書手〉

合最士設備課) 木造
裕 君 西 成 直 海 溢困T7C株 式

徳 永 正 三 君 四 区 土 佐 堀 主u2 丁目
石律 昇 君 立川市本町 2 丁目洩 合最士大保理! l . )

大阪キ リλ ト数青年
沼組出張所( 同級〉 上 林 修 一 君 京 都 市

舎内( 長谷部竹腰建
新 井 佑 定 君 朝 鮮 馬 山府話番町53

築事務所〉 ｃｾ 山 建築事務所Ｉ ｾ月 宏ニ君兵庫県系明石郡大久保

首主口 勝美君 西淀川直海老江上3
梶 正 治 君 立川市本町T 2 了臼浅

岡T森 田 ( 株式合枇竹

の20 C大阪市7]( 泣部
沼組出張所( 同組)

中工務庖〕

技術課) 値 松 四 郎 君 京 城 府北阿 山見回f I

中村 盈 女 君 東 淀川区下新庄町
の- 129C京妓府工管制l 曾 者;

584の4 C大阪市水準 営繕事長〉

部 上 7]( 燐 張 課 工 務 'Ial 清 治 郎 君 東 京 市小 石川区西古 曾 員

係〉 ) 11町 17 C内外木材ヱ 森田和喜君、滋美樵 君、佐伯 宗務君

3 9 1Y  



問中祭太 郎 君、 森井忠l ! i J 君、柳 111忠
大 久 保梅 太 郎 君 名古屋市西区菅原

出5l }. 所

夫 君、浦 井 金 作 君、 舟明暗俊一君
町2了 目 竹 中工 務 底

事時谷健治郎君 新 京 特 別 市亘書年路政

， . 方 ・ 員
名古屋支庭内

府 第 五 代 用 官 舎

毒事位勝滋君、 南 fi 謙 治 君、 江 藤 良 親
小 川 政次 郎 君 住 吉 区 墨 江 西2の50 ＷＴＶ ｾ 提

君

平 木 軍事 一 君 和 歌 山 市 西 仲 間 町 l
関 脇 要 太 郎 君 神 戸 市 須 磨 区 雛 現町

- . . 貸 助 員
の l

2の35

山 本 最 純 君

係 国 虎 太 郎 君 踊富岡市荒戸谷町25
中川 秀 夫 君 和歌山県系東牟禦書官紀

. . 鑓 助 員
池 方 舎 員

伊I 紀ノ: 本線長銀付 自

体 武宍 君、 停 谷雪普通産君、 上野 建 郎 君
青木 太 一 君 富 山 脈 絡 負 郡 綿 入 村

動 車 庫 新 築 事 務 所

ｑＡＺｾ＠
檎 原 東 洋 ア ル ミ ヱ 場

寺 井 成 義 君 神 戸 市;林田区宮川町

勝 呂 組 出 E長所内
6の34

三 好 i事こ君 貿易腺雪正義郡矢 野町
吉 林 専 好 君 新 潟 豚 古 志 郡 山 本 村

• 員
直地

7 / < . 穴日本石油鎖遁ヱ

織 図 司転車帳君 庚 烏 市 猿自慢町58 清
調 石 一 夫 君 按 山 市 南 一 俊 町 lう

事官官野間組内

71 < . 組出銀所内
松 永 疑 君 E巨直今 婿 4 丁 目 三菱

黒河 申三君 名古屋 市 名古屋師I I !

本 多 庄 選 君 東京市在手並区阿佐ケ
信託ピル 東畑建築

総理部内

谷うの6(;( 日産土木株
事務所内 幅 永 昇 君 新 京 特 別 市 老 松 町2

式合最土〉
大 石 正 君 愛知県重海南l郡 佐 織 町 の22

官E
女 茂 君 庚島覇軍安重巨郡江岡島

東洋紡績港島工場内
佐 野 政 風 君 北京J I ! 減小土地脳削

村 中 郷
大 島 鎌 太 郎 君 名古屋市西区l有外堀 同 ［Ｖ ｾ 従浅野水道ヱ業

鎗 木 繁 雄 君 宣伝天市大和区画提浪町
町6丁 目 名 古 屋 市 役 株 式 合 枇

ＵＱ ｾ 虎 満洲不動産量士
所福利課内 ＱＱｾ 川忠 夫宕京 都市 宇治郡宇治 村

宅 3の4
辻 ま金君 J i ( 舞鶴市北吸769 字 治 製 造ffr 官 会

岸
貞 一 君 〈勤務先〉桑 本 建 築 設 吉 原 佑 三 郎 君 耐 阿 蘇1骨盤郡香椎村

i 死

音十計算事務所 1148 
亡

北 村 被庸君主 兵庫県草飾磨郡目町村成 生 閏 正 一 君 南京中山東路碑亭

畑 字大 谷331 滋52貌 • 員

伊 藤 義治君主 庚島県系佐伯郡大竹町 山 内 武 雄君 紳 奈川綴 逗 子 町 新 宿
玉川 寅 治 君 昭 和 16年 l 月3日逝 去

小 島 新 開 大 林 組 出 張 西 村 秀雄幸吉稲岡市 春吉田J7の579
竹 中 京j雄 君 昭 和 16年2月9日逝去

所 内
事j; 主 郎 君 J昆化舎臨江脈林子頭

須 藤 員 維 君 昭 和 16年 2 月27 日逝

R怠賀 健 雄主主 l存下三 島 郡三宅 村1) 、
村 E買遁道関雪量舎前土石 ニb

坪 井92
人海採炭所工事係 特 別 賞 助 員

山口 末 吉 君 兵 庫l隊加古郡高砂町
高 I珂興三 吉君 東京市小石川区江戸 川 島 末 吉 君 昭 和 15年 12 月30日逝

. 人 町 裏415
川町 17 去

手 )11 爆 貧 君 名古屋市型瞬間区南番
特 別 賞 助 員 ( 謹んで哀悼の窓を表す J

町4の716 ( 名古屋市 背 星 豊 繁 男 君 稀 l尚市大名町4の 157

役所繭帯j線〕 荷、F 敏良[1君 府 下 泉 北 郡 高 石 町 南

佐 々 木 義夫君 東 京市錦町医飯図田f 738 

合

l の32 有機望号内
. . 遁 事 量 劫 員

細川 一 雄君 朝 鮮鎖南浦府大頭嬰 E 木 由雄君詩書直樹崎西之町6 杉

日産化隼工業株式曾 村 倉 庫. 内鹿島組出張

t、r  

尉: 鎖南浦工場内 所

常国 信 武 君 府 下 北 河 内 郡 佐 誕 生 町 ぅt 行登言哲夫君 紳 戸 市 中 山 手 通 3 の
会

林 良 俗 君 住 吉 区 鍾 江 中4の3 86 

( 町 内 餐 更〉 図中 倍夫君新居詰宮市新須賀イ主

合

桑 原 勇 君 兵庫車幕式摩郡本山村 亥アルミ草野錬 所 内 長

小 路 五 反 図 161 谷部竹腰建築事務所

I V  4 0  



曾 費 そ の 他 領 牧 報 告

ーー

.  欲者寺田喜・受附順
円

円

佐 藤 信 仁 2. 00 16. 1--16.  2  横 山 貞 次 3.∞16. 1ー 16. 3  

同

渡 溢 鎖 ー 2. 00 15. 11- -15. 12 曾海松属産 3. 00 16. 1--16.  3  

書血 f j 治 6. 00 16. 1ー 16. 6  

森 井 忠 良IJ 3. 0015. 10ー 15. 12
大 塚 照 夫 3 . ω1 6 .  1ー 16. 3  大野勝{ 宮 3. 00 16. 1ー 16. 3  

山本磯十郎 3. 00 15. 10- -15. 12 
谷 口 泰 一 12. ω16.  1ー 16. 12 置 鐙 章

3. 00 1(-. 1- -16.  3  

原 因 昇 馬 6， 00 16.  1--16.  6  
格周 亙 司 3. 00 16.  1ー 16. 3  大 村 捨 厳 3. ∞16 .  1ー 16. 3  

牛 場 祭 ー 3. 00 16.  1ー 16. 3  青 木 鎌三 3. 00 15. 10-- 15. 12 小山 源次郎 3. 00 16. 1-- 16.  :i  

加 藤米太郎 1. 00 16.  背山 古寺 6 . ω1 5 .  7ー 15. 12 複井金治郎 3.00 16.  1ー 16. 3  

紺谷 昌 売 6. 06 iう. 4--15.  9  大 木 基 弘 5. 00 16. 1ー 16. 4  束中道公事 7.00  16 .  1ー 16. 6  

鳥井 f言 3. 0e 15 . 10- - i 5. 12 マーク共 マーク共

大 谷 儀次郎 3  .00 15 .  1  0-- 15 .  12 西野 清 itr 13.00 16. 1ー 16. 12 松 本 彦 次 3. 00 16. 1- - 16. 3  

橋 本 貧 3. 00 i6. 1-- 16. 3  マーク 共 前4反 勝 三 3 ∞16. 1ー 16. 3  

問中徳次郎 6.00 15. 12- -16.  5  字 国 忠 夫 3. 00 15. 12ー 16. 2  山口 吾 郎 3.00 16. 1ー 16. 3  

大 西 孝 平 3. 00 15. 10- - 15. 12 
安 部 恒 夫 3. 00 16. 1ー 16. 3  明石常三 郎 6.00 16. 1-- 16. 6  

坂 本 塁害総 3.00  15. 10-- 15. 12 
片 山 末 男 3. 00 16. 1ー 16. 3  伊 藤 久 治 3.ω 1 6 .  1- -16.  3  

免出 県 3.09 15 . 12--16.  2  
7.Ji.jl!号 市量産 2.00 16. 1ー 16. 2  坂 湯 豆 之 3.00 16. 1--16.  3  

山岡 ]Ji 三 2 . ω1 5. 11ー 15. 12 Ｗｾ 野 長 三郎 3. 00 16.  1- -16.  3  井 上 侃ー 3.00  16. 1ー 16. 3  

4反 湯 豆 之 1. 00 15. i2 
長 尾 直属市 1. ω1 5 . 1 2  石 川 儀 有 3. ∞16. 1--16.  3  

志 村 克 己 3. 09 15. ! 0- -15. 12 
3紅 和市 3. 00 16. 1-- 16. 3  梅本源重郎 3. 00 16. 1--16.  3  

伊 藤 哲 二 3. 00 15. 10ー15. 12
明 石 随 一 3.00 i6. 1- . 16.  3  王丸源次郎 3. 00 16. 1-- 16. 3  

村岡 小一 3. 00 15，10ー 15. 12
今 西 茂 雄 3. 00 16. 1ー 16. 3  岡 田 正 夫 3. 00 16， 1ー 16. 3  

守 谷 茂 2.00 15. 11- - 15. 12 
池村元之助 3. 00 16. 1--16.  3  木 内 定 維 3.∞16. 1ー 16. 3  

字 弁八太郎 3. ∞15. 10ー 15. 12
泉谷 千 秋 3. 00 16.  1--16.  3  栗 本 祭ー 3. 00 16.  1--16.  3  

大 余 直三 3. 00 15.10ー i 5. 12
岩崎甚大郎 3. 00 16. 1ー 16 . 3  工 藤 殺三 3. 00 16 .  1ー 16. 3  

津川 吉弘 3. 0915. 10ー i 5. 12
飯 周 賢 次 3.00 16 .  1ー 16. 3  

久良知丑二郎 3. 00 16. 1ー 16. 3  

堀 江 悟郎 5. 88 15 .  7- - 15. 12 
梅 本 自 己 3. 00 16. 1ー 16. 3  紳 足 繁 雄 3. 00 16. 1ー 16. 3  

建都幸一郎 3. 00 15. i 2- -16.  2  
上 国 司 郎 3. 00 16. 1- -16.  3  近 藤 菊 松 3.00 16. 1ー 16. 3  

高It谷 昌5I i
3. 00 15. 10-- 15 . 12 

大 原 忠 隆 3. 00 16 .  1ー 16. 3  小 西 武 雄 3. 00 16. 1- - 16. 3  

杉 岡 富 夫 3.00 15 .i O- i 5. 12 
大 原 ー 泰 3. 00 16. 1--16.  3  佐 藤 富 夫 3. 00 16. 1ー 16. 3  

利回 [言夫 6.00 16 .  1--16 .  6  
大楠 武 雄 3. 00 16. 1--16.  3  治木孝太郎 3.∞16. 1ー 16. 3  

柴祭 昇三 2.∞16.  1-- 16.  2  岡本正次郎 3. 00 16.  1ー 16. 3  鈴 木 重 久 3，00 16.  1ー 16. 3  

古海 喜 好 2. 0015 .i l -- 15. 12 
笠 野 藤 吉 6. 00 16. 1- -16.  6  高精健三郎

3.00 15. 11- - 16. 1 

小 林 i原七 3.∞15. 10-- 15. 12 
北野 勇 4. 00 16 .  1- -16.  4  谷 輪 三 郎 3. 00 16. 1ー 16. 3  

藤 本 jR i3 .00 16. 1 -- i6 . 12 
汲川瀬太郎 6. 0015.10ー 16. 3  中島 百号泣 3.00 . 16 .  1--16.  3  

マーク 共 古 宇 図 貧 3. 00 16.  1ー 16. 3  中 村 ニ 良11 3. 00  16. 1ー 16. 3  

飼 口 憤夫 2  .00 i  5  .  I1 -- 1  5・12
酒 井勇三郎 3.00 16.  1--16.  3  稲 井 費車 6. 00 15 . 10-- 16. 3  

立 1E 光雄
5. 00 16. 2--16. 6  

fJr( 訪 秀 夫 3  00 16. 1- -16 .  3  松浦松之助 3. 00 16.  1→ 16. 3  

Iti] 弁，!tt: -- UII 3.∞ i  5.  1  0-- i  5. i  2  回中 一墾輔i 4. ∞16. l - - i 6.  4  向井寛三郎 3. 00 16. 1ー 16. 3  

佐藤 後 吉 2. 00 15.  11 -- 15 .  i  2  閲 隙 勝 利 4.00 15. 9ー 15. 12 森閑徳次郎 3.00 16 .  1- - 16. 3  

伊 藤 敏勝 1. ∞16. 2  図 淵 芳 雄 2. 00 t( l .  1ー 16. 2  吉世事 事貴子 3. 00 16. 1- - 16. 3  

絵 尾
前宇 2.00 i5. j ー i5 . 8  谷 口 謙三 3. 00 16. 1ー 16. 3  若 林 源 蔵

3. 00 16. 3- -16.  5  

間 関 愛 ー 10. 00 15 .  3ー i5 . 12
鈴本正太郎 3. 00 16 .  1ー 16. 3  育 悶 央 良日 3.00 lo.  1  - 16. 3  

近藤 符夫 3.00 15. 10-- 15. 12 
寺 石 Z註E 3.00 16. 1- -16.  3  吉 村 種 敏 3. 00 16. 1-- l o.  3  

上村 i号 3. 00 i5 .10- i 5. 12 
金関 成 ニ 3. ∞16. 1ー 16. 3  雪量宅 順一 3. 00 16. 1ー 16. 3  

川瀬喜久雄 6. 00 i5 .  1-- 15. 6  
七 尾 健 三 3.00 16. 1--16.  3  浅 野 新一 3. 00 16. 1- 16.  3  

伊勢村四良11 3. 00 16. 1--16.  3  商問機太郎 3. 00 16. 1ー 16. 3  板 井 公 威 3. 00 16 1-- 16. 3  

大槻 i党i孟 5. 00 15. 6- - 15. 10 藤田 辰三 3. 00 16.  1- - 16. 3  小笠原善清 3. 00 16.  1- 16 3  

7持 悶 常t台 5. 00 15. 12ー16. 4  松 村 文 甫 3. ∞16 .  1- 16. 3  京縫行主幹 3.00 16:  1- - )6.  3  

山本 積三 2.00 15. 11- -15. 12 三橋 閥太 郎 3. 00 16. 1ー 16. 3  小松 勇 3. 00 16. 1- 16.  3  

殺事匝 貞雄 6. 00 15. 7- - 15. 12 守 谷 茂 3.00 16 .  1ー 16. 3  佐々木義夫 3.00 16. 1ー 16. 3  

向井 俊一 3.0015. 10ー 15. 12 森村 E 義 3. 00 16. 1ー 16. 3  ! 瀬 川 久 維 3  00 16.  1- 16.  3  

山口 正 4. 00 16.  1--16.  ，; 山 本 手n夫 3. 00 16 .  1ー 16. 3  I谷本甲子三 3. 00 16. 1ー 16. 3  
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竹末 英雄 3.00 16. 1- 16.  3  杉 浦 文 雄 3  00 16. 1- 16. 3  藤 井 菊 ニ 3. 00 16.  1- 16. 3  

高 木 大 作 3.00 16.  1ー 16. 3  杉 本 忠 勝 3. 00 16. Ｑ ｾ ＱＶＮ＠ 3  森 村 E 義 5.00 16.  4ー 16. 8  

中原 JJf， 3.00 16. 1- 16 . '3  竹内 作*- 6. 00 15. 10- 16. ｾ＠ 吉岡 東 3.00 16.  1ー 16. 3  

中 垣 楠 ー 3. 00 16. 1- 1ふ 3 問 中 四 郎 3.00 16. 1- 16.  3  鵜 飼 徹 夫 3. 00 16. 1- 16 .  3  

関山 l1P三 4. 00 15. 12- 16. 3 高橋得、松 3. 00 16.  1- 16. 3  小笠原群光 3. QO 16 .  1- 16.  3  

野 田 清 三 3. 00 16. 1ー 16. 3  要 純一 4. 00 16. 1ー 16. 4  岡 三郎 3.00 16. 1- 16. 3  

野々村五回男 3. 00 16. 1ー 16. 3  殿村 鍛 3. 00 16. 1- 16. 3  川 村 浅 ー 3. 00 16.  1- 16 .  3  

長谷 艇 二 12. 00 16. 1ー 16. 12 並 木 長 吉 3. ∞16. 1- 16. 3  木村務次郎 12. 00 16. 1ー 16. 12

4反 静雄 3. 00 16. 1ー 16 3  長 瀬 清 澄 3. 00 16. 1ー 16. 3  科I保 勇 三 3. 00 16. 1- 16. '  3  

藤本賢太郎 3. ∞16. 1- 16. 3 布谷 辰雄 3. 00 16. 1- 16.  3  白 川 開IJ ニ 3. 00 16. 1- 16.  3  

松 本 貢
3.00 16 .  1- 16.  3  橋 本 政 一 3. 00 16 .  1ー 16. 3  杉山 炭吉 3. 00 16. 1ー 16. 3  

松 本 荷 R t
3.00 16:  1ー 16. 3  三好喜三郎 3. 00 16. 1- 16.  3  

土 屋 葱 是 3. 00 16. 1- 16.  3  

有吉井 敏克 3. ∞16. 1ー 16. 3  松 浦 基 ニ 3. 00 16. 1- 16.  3  
寺門四志緒 3. 00 16. 1- 16. 3  

宮飼 克 ニ
3. 00 16. 1- 16.  3  森川 重夫 3. 00 16.  1ー 16. 3  

友田祭太郎 3. 00 16. 1- 16. 3  

宮村 二 郎 6. 00 16. i- 16 .  6  山口 潔 3.00 16.  1- 16. 3  
箕浦朝太郎 3. 00 16. 1ー 16. 3  

三 橋 京l維 1.00 16. 1  山 崎 孝 勝 3. 00 16.  1- 16. 3  
村 岡 治 郎 3.00 16. 1- 16 3  

村田重太郎 3.00 16. 1- 16. 3  山下 正 3. 00 16. 1- 16.  3  
村 野 威夫 3. 00 16.  1ー 16. 3  

浅 川 忠 夫 3. 00 16'.  1- 16. 3  吉原九州雄 3.00 16 .  1- 16.  3  
山 口 正妓 3.00  16.  1- 16 3  

脊 樹 英 次 3.00 16.  1- 16. 3  鈴木千姦雄 3.00 16. 1- 16. 3  
柳 海 際 3. 00 16. 1ー 16. 3  

井 田 茂 夫 3. ∞16.  1- 16. 3  木村小治郎 3. 00 16.  1- 16. 3  
山本磯十郎 3.00 16. 1- 16. 3  

生図種治郎 3. 00 16. 1- 16.  3  
木 子 七 郎 3.00 16. 1ー 16. 3  

渡 遁 武 男 3. 00 16. 1- 16 .  3  

歪 向 車lー 3. 00 16. 1ー 16. 3  
亥 淵 義 信 3. 00 16. 1- 16. 3  小坂 願 期 3. 00 16. 1- 16. 3  

永山 美 樹 3. ∞16. 1- 16. 3  根 来 !ll. 3. 00 16. 1.- 16. 3  
襖井謙二郎 3.00 16. 1- 16. 3  

根 本 茂 郎 3.∞16. 1ー 16. 3  政 弁 繁 治 3. 00 16. 1ー 16. 3  
皆川 尚之 3.00 16. 1- 16. 3  

花谷 隆 3. 00 16. 2- 16.  4  森 定 幹 夫 3.00 16. 1ー 16. 3  
小原 カ 5. 00 16. 1ー 16. 5  

藤井康之佑
3. 00 16.  1ー 16. 3  磯 部 幸 一 6. 00 16 1- 16. 6  

久 保 清 盛 3. 00 16. 1- 16.  3  

守 悶 米一 3. 00 16.  1- 16. 3  井 原 燭 雄 3.00 16.  1ー 16.. 3
小 林 敏郎 3. 00 16.  1- 16.  3  

森川 義 雄 3. 00 16. 1- 16 .  3  今弁護三郎 3.∞16.  1ー 16. 3  
阪 弁 米 吉 3. 00 16. 1- 16. 3  

四十宮豆維 :3 .00 16.  1ー 16. 3  上谷 ;fi J夫 3. 00 16.  1ー 16. 3  
菅 陵二 3.00 16 .  1- 16. 3  

石井 利雄 3. 00 16. 1ー16. 3  加 納 良 一 3.00 16 1- 16.  3  
問 中 太 郎 3. 00 16. 1- 16. 3  

石 原 敬 三 3. 00 16. 1ー 16. 3  栗 栖 信一 3. 00 16. 1- 16. 3  
西 国 偉 三 3. 00 16. 1- 16.  3  

伊 東 恒 治 4. 00 16. 1- 16. 4  桑本慎太郎 12. 00 16. 1- 16. 12 
森元庄一郎 3. 00 16. 1ー 16. 3  

宇都宮邦土 3.∞16. 1- 16. 3 高 源 定 一 6. 00 16 .  1- 16. 6  

遠 藤 閣 夫 2. 00 16. 2--16.  3  手 島 定 雄 3.00  16. 1  - 16 3  
処 方 舎 費

扇 源助 3. 00 16. 1- 16. 3 富永 亀雄 3 ∞16 .  1ー 16. 3  大串不二雄 4. 00 15 . 7ー 15.12

小林宰太郎 12. ∞16 1ー 16 . 12 牧 野 4忠
3.00 16. 1- 16. 3  ｾ山武雄 4.00  15. 7- 15 . 12 

鈴木金太郎 6.00 16. 1ー 16. 6  松 下 轡ー 3  00 16. 1- 16. 3  民 国 金 市 8.00  15. 1- 15.12  

谷 義 三 郎 3. ∞16. 1- 16. 3  森山 要 3. 00 16. 1ー 16. 3  鳥井捨重量 4. 00 15 .  7- 15 . 12 

土 岐 俊 吉 3. 50 15 . 12- 16. 3  森川 泰戴 3.00 16. 1- 16.  3  伊藤文四郎 12.00 15. 12- 17. 5 

永世担 毅一 3. 00 16. 1- 16. 3  若松初三良1¥ 3. 00 16 .  1- 16. 3  保木本信二 8. ∞16.  1ー 16. 12

根 岸 畑 6. 00 16. 1ー 16. 6  若 松 甫 3. 00 16. 1- 16 .  3  吉 見 英 治 .67 15.12 

野 坂 和 儀 3. ∞16. 1- 16.  3  相 徳二期 6. 00 16. 1- 16.  6  谷 口 正 一 5.40  15. 5- 15. 12 

野地修f t . 3. 00 16. 1- 16. 3  石 原 靖 介 3. 00 16. 1ー 16. 3  大 谷 理泊 4.00 IS. 7ー 15. 12

藤 本 賢 治 3. 00 16. 1- 16. 3  飯 干 君 美 3. 00 16. 1ー 16. 3  手h周 喜 議 8  00 16. 1- 16. 12 

本E主 党 利 3  00 16. 1- 16. 3  11、林賢三郎 3.00 16. 1- 16. 3  堤 奈良吉 10.00 15.  6 - 16. 8  

森 III ! l量一 3 ∞16.  1- 16. 3 小須図書佐之助 3. 00 16.  1- 16. 3  野 本 正 己 4. 00 15.  7- 15. 12 

山 本 千吉 3 ∞16.  1ー 16. 3  佐 藤 正 二 3. 00 16 .  1- 16. 3  箕 浦 賀 ー 4. 00 15. 7ー 15. 12

吉 本 一 夫 3. 00 16 1- 16. 3  佐 藤 静 也 3.00  16. 1- 16.  3  7Mi l 忠、f冴 20. 00 16. 1- 16.12 

安藤 ' 邦男 3  00  16. 1- 16.  3  滋川 英一 3. 00 16. 1- 16 .  3  朝日クヲプ尖

主主駒 忠 彦 1.67 16. 2- 16.  3  末E奇 貨革主 3. 00 16. 1":' 16. 3  吉原1慎一郎 8. 00 15. 7- 16.  6  

荻 野 賀 ー 6.00 16. 1- 16.  6  谷 垣 宜 二 3.00 16. 1- 16.  3  横 山 新 進 4. 00 15. 1- 15. 6  

Ｑｾ Ｑ 治佐 三 四良 Ｑ Ｑ 3. 00 16.  1- 16 .  3  高 木 茂 雄 3.00 16. 1- 16 .  3  荒 木 正 刺 4.00 16. 1ー 16. 6  

木 村 議 ー 3. 00 16.  1- 16.  3  問 中 瑞 穂 3. 00 16.  1- 16.  3  船木 -nl l  5. 00 15. 7- 15.12 

1治世事 六朗 3  00 16. 1- 16. 3  問中幸太郎 3. 00 16.  1ー 16. 3  久 保 安長雄 B ∞16.  1- 16.12 

久保障l宵i台 3.00 16. 1- 16 .  3  チ司馬 f竜彦 3.00 16. 1- 16. 3  鈴木際幻・ 4.00 16. 1- 16. 6  

小林政一員11 3. 00  16 1- 16. 3  神 岡 野f 吉 6. 00 16.  1ー 16. 6  lp松龍太郎 2.6J  15.  9- 15. 12 
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久 保 亘 吉 4.00 16. 1-- 16.  6  吉田 忠 4. 00  16. 1ー 16. 6  飯岡繁二郎 4. 00  16.  2- - 16 .  7  

臼 下 勝 秀 4. 00 15. 7- - 15. 12  芦困小二良1¥ 4.00  16. 1-- 16. 6  大 岩 貞 雄 4.00  16.  1- 16. 6  

川l村 種三良11 2. 00 1う. 10-- 15. 12 伊 東 忠 太 4. ∞16. 1ー 16. 6  小 笹 徳 蔵 4. 00  16. 1ー 16. 6  

土 居 百号 2. 67 15. 9ー 15. 12 岩 田 勝 己 4. 00 16.  1-- 16. 6  糟 谷 謙 三 4.00  16.  1- - 16. 6  

池口 凌 4. 00 15. 7- 15. 12 洋 好 雄 4. 00 16.  1-- 16. 6  梶 吉 芳 夫 4.∞16. 1-- 16.  6  

池 田 正 ニ 2. 00 15. 10 - 15. 12  城戸 久 4. 00 16.  1- - 16. 6  木 下 正 午 3. 33 16.  2- - 16. 6  

井 上 奨 ー 4.00 15. 7  --15.  12 佐 藤 四 郎 8.ω 16. 1- -16. 12 黒木源次郎 4. ∞16.  1- 16. 6  

中島猪之 吉 4.00 16. 1- 16.  6  垂 水 繋 4.  00 15. 7  -- 15.  12  新 名 種 夫 4. 00 16. 1- - 16. 6  

日 比 安 卒 4. 00 15. / ー 15. 12 武 内 富 雄 4. 00 16. 1--16.  6  高 橋 義 隆 4. ω 16. 1ー 16. 6  

三 木 {乍 3. 00 15. 10- 15. 12 高 橋 誠 義 4.00 16.  1-- 16. 6  主木 久 三 3. 33 16. 2ー 16. 6  

小b山 秀 吉 4. 00 15. 7-- 15. 12 永 間 信 一 4. 00 16. 1ー 16. 6  中村 喜重治 4.∞16.  1- - 16. 6  

西 尾 寛 治 4.00 15. 7-- 15. 12 日 比 安 卒 4.00 16. 1--16.  6  中陣千代吉 4. ∞16. 1- - 16. 6  

加 藤 誠 二 8.00 15. /- -16.  6  
八 木 憲 一 4. 00 16. 1- 16. 6  御 津 英 三 4. 00 16. 1- -16.  6  

/J、 笹 徳 蔵 4. 00 15. 7ー 15. 12 吉 川 治 男 4. 00 16. 1--16.  6  安 田 勇 吉 4. 00  16.  1-- 16. 6  

竹 内 六 歳 4. 00 15. 7- 15. 12 青 木 太 一 4. 00 16. 1ー 16. 6  和 国 敏 雄 4. 00 16. 1-- 16.  6  

奥 迫 唯 一 4. ∞15. 7- - 15. 12 相 海 喜 久 太 郎 4. 00 16. 1ー 16. 6  安時三佐男 4. 00 16. 1- - 16. 6  

井 上 新 卒 4.00 15.  7- - 15. 12 伊 藤 清 4.00 16. 1--16.  6  石川 局匹 4. ∞16.  1ー 16. 6  

西 村 銀 三 .67 15. 12 浦透鎖太良1¥ 4. 00 16. 1--16.  6  北 岡 俊 次 3. 6/ 15. 7- - 15.12  

西 村 秀 雄 2. 67 15. 9-- 15. 12 大倉由1 J ' - 4. 00 16. 1-- 16. 6  杉 本 美 夫 3. 00 16. 2- - 16. 4  

中 尾 越 郎 4.00 15. 7- - 15. 12 織 本 選 三 郎 4. 00 16. 1- - 16.  6  T ーグ共

問 大 路 4.00 15. 7- - 15. 12 鈴 木 甫 4. 00 16. 1ー 16. 6  中 川 重 雄 4. 00  16. 1-- 16. 6  

湊 裕 4. 00 15. 7ー 15. 12 島 村 佐 次 郎 4. 00 16. 1--16 .  6  西 村 銀三 4.00 16 .  1-- 16. 6  

幸 原 定 夫 4. 00 15. 7-- 15. 12 曾 根 回 彰 4. ∞16. 1- -16 .  6  三 好 傍 ニ 1.00  16.  4  

中西 - $l ll 4. 00 15. 7- - 15. 12 細 川 義 夫 4. 00 16. 1- - 16. 6  吉 村 孝 義 4 . ω1 6 .  1-- 16. 6  

山娠後太郎
433.  15. 7... 15.12 本 多 二 郎 4. 00 16 .  1--16.  6  大 中 不 二 雄 4. 00 16. 1- - 16.  6  

渡活基 金 作 8.00 15. 1-- 15. 12 出 口 武夫 4.00 16. 1ー 16. 6  大 島 屋 哲 三 4.∞16. 1-- 16.  6  

中 型 浩三 . 33 15. 12 森 山 松 之 助 4.00 16. 1- 16.  6  大 石 忠 夫 4. 00  16. 1ー 16. 6  

三 好 貰 ー .67  14. 12 森 島 輝 夫 4. 00 16. 1ー 16. 6  甲 木 秀 治 4.∞16. 1- - 16. 6  

荒 木 正 己 8.00 15. 1-- 15. 12 重苦内 仁 一 4.00 16. 1- - 16. 6  祭 信 義 4. 00 16. 1-- 16.  6  

田中 調 8. ∞16. 1ー 16.12 伊 東 武 夫 4. 00 16. 1-- 16.  6  吉年佐 勝主主 1. 33 16 .  1--16 .  2  

萩 一 郎 4. 00 15. 7- - 15. 12 落 合 勇 一 4. 00 16 .  1- - 16 .  6  多 田 政 次 郎 4. ∞16. 1ー 16. 6  

小川定治郎 4. ∞16. 1--16.  6  再草木 信市右 4. 00 16. 1--16.  6  問 中 稔 朗 4. 00 16.  1ー 16. 6  

河合貞一郎 4. 00 15. 7- -15. 12 北 川 武 夫 4. 00 16. 1ー 16. 6  f中 忠 博
4. 00 16. 1ー 16. 6  

滋 石 一 夫 5. 33 15. 6--16.  1  橋 高 導 4. 00 16. 1-- 16. 6  中村松一郎
4. 00 16. 1- -16.  6  

堤 四郎 5.00 16. 6ー 1/. 1  久 回 良 吉 4. 00 16. 1--16.  6  藤 重 土 希 雄
1. 33 16. 1ー 16. 2  

幸 村 庄 作 9. 00 16. 2-- 17. 1  小 林 清 治 4. 00 16. 1-- 16. 6  前 内 健 次
4. 00 16. 1ー 16. 6  

マーク共 貧 崎 yi1f 4.00 16 .  1--16 .  6  三井 道 男
4.00 16. 1- - 16. 6  

有馬 匡 4. ∞15.  7-- 15.1♀ 菅 湾 ;!A¥:夫 4. 00 16. 1-- 16. 6  板 野 敏 男
4.00 16. 1- - 16. 6  

久 保 回 英 雄 4. 00 15 .  7- - 15. 12 中 村 修 治 4. 00 16. 1-- 16. 6  鈴 木 勝 允 4.00 16. 1- - 16. 6  

今主幹 忠 幸 9.00 15 .  5ー 16. 5  平 野 瀬 助 4. 00 16. 1- - 16. 6  高 山 愈 三 4.∞16. 1ー 16. 6  

中 村 政 一 4. 00 15.  7-- 15. 12 布施 潔 4. 00 16 .  1- 16.  6  野 村 イ申 8.00 16. 1- - 16. 12  

小 川 政 徳 12. 00 15 .  J - - 16. 12 藤 井 定 4. 00 16. 1--16.  6  d長 西 清 吉 4. 00 16. 1- 16.  6  

後 藤 和 太 郎
12. 00 15 .  1- - 16. 12 藤 田 静 雄 4. 00 16. 1- - 16. 6  深 海 勝 久 4 . ω1 6 .  1ー 16. 6  

菅問主ま英雄 8 . ω1 6 .  1- 16. 12 森 本 順 三 4. 00 16. 1- -16 .  6  三宅耳目j 維 4.00 16. 1ー 16. 6  

池 田 梅 貌 4.00 16. 1-- 16. 6  吉村 幾 蔵 4. 00 16. 1-- 16. 6  御世里 英 三 4. 00 16. 7- - 16. 12  

多悶俊太郎 4. 00 16.  1--16.  6  今 井 主主 4. 00 16. 1-- 16. 6  山 手 研否 4. 00 16. 1-- 16. 6  

清 水 ¥If 吉 8 ∞16. 1-- 16. 12 大 津 一郎 4. 00 16. 1-- 16 .  6  桜 手IJ 夫 4. 00 16. 1  --16.  6  

武 宮 英 一 4.00 16. 1- - 16.  6  川村種三郎
4. 00 16. 1- - 16. 6  岩 橋 椴松

4. 00 16. 1--16.  6  

谷 川 敏 夫 4.00 ・16. 1--16.  6  倉 持 省三 4. 00 16. 1--16 6  宇 野 貞 三 4.00 16. 1ー 16. 6  

早 川 健 次 4. 00 16. 1-- 16.  6  津 島 英 太 郎
4. 00 16. 1- - 16. 6  木 間 延 街 4.00 16. 1--16.  6  

飯高 主主夫 4. 00 16. 1-- 16. 6  新野京次良11 4. 00 16 .  1--16 .  6  佐 藤 静 夫 4. 00 16. 1 - 16. 6  

笠井駒之助 4. 00 16. 1-- 16. 6  高 精 喜 平 太 4. 00.  16. 1- 16. 6  問中宇三郎 4.00 16. 1ー 16. 6  

松 月 義 信 4. 00 16. 1-- 16. 6  3辛 口 正登 4. 00 16 .  1-- 16. 6  高橋梅太郎
4. 00 16  1--16.  6  

線田恨一良I1 8:00 15.  7--16.  6  山 内 武 雄 4.00 16 .  1ー 16. 6  西 村 秀 雄 4. 00 16. 1--16.  6  

主主崎 ! 隊治 4. 00 16.  1-- 16. 6  五十 嵐芳 維 4. ∞ 16 . ト ー16. 6  首盛岡 弘 6. 00 16 . 6-- 17. 2 

内 務 多 l中 4. CO 16.  1-- 16.  6  飯 野 藤 吉 4.00 16 .  1-- 16. 6  箕浦 貧ー 4. ∞16.  1- - 16 .  6  

4 3 1 v  



円 同 円

岩 波 楊 4. 00 16 .  1- 16 .  6  細 江 平 日 It 3. 00 16. 1- 16.  3  堀 武 雄 3. 00 16. 1--16.  6  

熊図 息苦た 4. 00 16. 2ー 16. 7  見 王 貞 三 3. 00 16. 1- 16. 3  寺 井 成 義 3. 00 16. 1--16.  6  

ヰ千村 定雄 4. 00 16. 1ー 16. 6  篠 崎 雪量二 12 .00 16. 1- 16. 12 今 湾 三 郎 3.00 16. 1-- 16. 6  

徳 永 魔 4. 00 16.  1-- 16. 6  向 両 信 雄 6. ∞15 10 - 16 .  3  島田 3. 00 16. 1ー 16. 6  

鳥 井 捻 議 4. ∞16.  1-- 16 .  6  岩 崎 1噂 24. 00 16. 1- 16.12 有 隅 千 代 松 3.00 16.  1-- 16. 6  

保問虎太郎 4.00 16. 1-- 16. 6  靭日クラプ共 関川 正 3. 50 15 . 12-- 16.  6  

林 三 郎 4. 00 16. 1--16.  6  

. 遁 賛 助 費

中 間 誠 一 3. 00 16. 1ー 16. 6  

回途 l p:皐 .4. 00 16 .  1- 16.  6  今村 留 一 3. 00 16.  1ー 16. 6  

高 岡 興 三 吉 4. 00 16. 1- -16 .  6  
千 坂 祭 三 郎 7  00 15. 12- 16.11 

中 村 静 雄 3. 00 16 .  1ー 16. 6  

松 原 勇 太 郎 4. 00 16. 1--16 .  6  マーク共
西 野 春 夫 3. 00 16.  1--16.  6  

南 f露 4. 00 16 .  1- 16. 6  
井上 正 行 4. ∞15 . 12- 16.  5  村上￯ｅｾ Ｚ 3.00 16. l- - i 6.  6  

元 関 車自吉 4. 00 16. .1- - 16  6  マーク共
茂 木 良 主 3.00 15. 7- 15 12 

山岡 誠 4. 00 16. 1ー 16. 6  中的 良t軍 3.00 16. 1 - 16. 6 
茂 木 清 太 郎 3. 00 16. 1ー 16. 6  

吉 見 英 治 4. 00 16. 1- - 16 .  6  浦 野 紋 次 郎 3. 00 !5  i -- 15.12 
伊 世 子 3. 00 16. 1--16.  6  

貝 元
理2 3. 00 16. 1--16.  6  

苅 閏 源 治 郎 3.00 16. 1- - 16 .  6  

特 別 量 産 助 費

r.r. 坂 !昇 3  .00 15 .  1-- 15. 12 
片伯 部 鷲 男 3. 00 15. 1-- 15 . 12 

森 山 裕 2. 00 16 .  1- 16. 2  
今 井 英 雄 3. 00 15. 7--15.  12 

右 回 善二 3. 00 16. 1--16.  6  

布署本 鎗男 2. 00 16. 1  
1神間 ｾ司 1. 50 15. 10- -15. 12 

稲 田 主軽量佐 3. 00 15. 7- - 15. 12 

マーク共
立田 秀 夫 3.00 15 . 7- - 15. 12 

森 本 秀 一 6.00 1/ .  6ー 18. 5  

津 岡 常 夫 1. 00 15 . 12 
中 村 静 雄 1.50  15. 10-- 15. 12 

森 下 政 太 郎 3. 00 16. 1-- 16. 6  

吉岡庄太郎 3. 00 15. 12-- 16. 1  
重量内 幸 雄 1. 50 15. 10- 15. 12 

白 井 俊 雄 3. 00 16.  1-- 16. 6  

マ ーク共
田中 武 う 00 15. 4- 16.  1  

服 部 四 郎 3. 00 16. 1--16.  6  

源 開 四 郎 10. 00 15 .  4-- 16. 1  
西 海 保ー 7.00  16. 1- -16 12 

大 西 祭 文 3. 00 16. 1ー 16. 6  

上野次郎男 6. 00 15 .  Zー 15. 12 マーク共

鈴 木 秀 次 郎 3. 00 16. 1- - 16. 6  

八尾常次郎 3. 00 16 .  1- 16. 3  
新 庄 苦言語車 6.50  15 .  1ー 16. 1  

脇 田 繁 雄 3. 00 16. 1-- 16 .  6  

清 水 大 理 石 底 3.00 16. 1ー 16. 3  
手ド 武 夫 3.00  15. 7- 15. 12 

鍋 野 松 男 3.00 16. 1-- 16. 6  

野 間 房 義 3. 00 16. 1-- 16. 3  
古川 1¥洋 1.50  15 . 10- 15. 12 

鮎 川 衛 之 3. 00 16.  1- - 16. 6  

橋 本 捨 男 3.00 i6. 2-- 16. 4  
手手漫 減 3. 00 15 .  7- 15. 12 

甲 斐 郁 良1; 3. 00 16. I-- 16. 6  

旗 手 骨量一 3.00 16 .  1- - 16. 3  
件{ 中 f吉次 3.00 15 . 1-- 15. 12 

山 下 一 夫 3. 00 16.  1-- 16.  6  

前高年 長 造 3. 凹 16. I- I6. 3  
刻 家 瀧重責 3.00 15. 1- 15.12 

安 関 長 仲 3. 00 16. 1ー 16. 6  

山 本 亥 絵 3. 00 16. 1- 16.  3  
問中新之助 3. 00 15. 1ー 15. 12

重量谷 閑 作 3. 00 16. 1--16.  6  

森 久三良Ii 3. 00 16. 1ー 16. 3  
東 口 議E 3. 00 16. 1- 16.  6  

須賀差是治郎 3. 00 16. 1- 16.  6  

青 木 康 純 3. ∞16. 1  16. 3  
松 本 卒 三 3. 00 16. 1- 16.  6  

長 谷川 吉成 3.00 16. 1- 16.  6  

石崎有i ! & 6. 00 16 .  1--16.  6  
山 田 茂 男 6. 00 16.  1- 16. 12 

井 奥 主主 3. 00 16. 1--16 .  6  

軍星島 家治 3. 00 -16. 1--16.  3  
桧 村 主主雄 3. ∞15. 7ー 15. 12

山 本 茂 3. 00 16. 1ー 16. 6  

酋J体 岩 努 3. 00 16. 1- 16.  3  
川 谷 E号 3. 00 16. 3- 16.  8  

脅ｾ ，繁男 3.00 16. 1ー 16 . 3  
小 早 川 美 武 3. 00 16.  1ー 16. 6  建築と量士命誌代

池図鍛五郎 6. 00 16 .  1--16.  6  
角 谷 一 郎 3. ∞16. 1ー 16. 6  

鰐 部 泰 司 6. 36 16. 1- 16. 12 

鶴丸梅太郎 3 ∞16. 1- -16.  3  ｩＡＧｬｩ垣ｾ這 3. ∞16. 1- 16. 6 
浦 谷 治 虫1; 3. 18 16. 1ー 16. 6  

太 周 次 郎 3. 叩 16. 1- 16. 3  
総 川 光 太 郎 3.00 16. 1ー 16. 6  

中村 誠 3. 18 15. 7- 15. 12 

河 村 tJt， 3. 00 16. 1-- 16. 3  
松J l I i E男 3. 00 1日. 1ー 16. 6  

大 村 秀 之 6. 36 16. 1- - 16.12 

湾 問 常 宍 3. 00 16. 1ー 16. 3  
村 岡 健 次 3. 00 16. 1ー 16. 6  

松 下 滋 3. 00 16. 1ー 16. 6  

E耳杉 肩日松 3. 00 16. 1- 16. 3  
山 本 1¥'11i堂 3. 00 16. 1ー i6. 6  

北 村 粂 作 3. 18 16. 1- 16. 6 

前岡{ 中右衛門 3.00  16 .  1- 16. 3  
山口吉郎兵衛 3. 00 16. 1- 16.  6  

池 本 岡 市 3.00 16. 1- - 16. '3  
菅 野 吉 良1¥ 3. 00 16. 1- - 16. 6  締 切 5 月 1 0 8

横岡 兵イ山 3. 00 16. 1- 16. 3  
竹 尾 秋 助 3. 00 15. j -- 15. 12 

永 井 容 市 3.00 16. 1.  16. 3  
土 村 議 吉 3. 00 16. 1- 16. 6  

山 本 潔 3  00 16. 1- -16.  3  
中川浅治郎 3. GO 16. I--16.  6  

従来入金の都度設行致して居り

松 井 喜 一 12 .00 16. 2- 17.  1  
! 反問彦太郎 3.00 16 .  1-- 16. 6  

商聖子 弘 行 3. 00 16. 1-- 16. 3  
丸 本 欣 治 3. 00 16 1-- 16.  6  

まし? こ令費その他_ I -)i l己の領牧讃

字 ｾ 飽維 3. 00 16. 1- 16. 3  手n岡 政 直 1.00  i6. 1-- 16. 2  

阿 国 管 ニ 6. 0015. 10ー 16. 3  
押 川 忠 夫 3. 00 16. 1- 16. 6  

は二月統以来本欄を以て悲哀- 致

佐 々 木 源 之 助 3. 00 16. 1- 16. 3  市*図 亀 司 3. 00 16. 1ー 16. 6  

伊 藤 義 雄 3. 00 16. 1- 16. 3  金問卯J ;左衛門 4.00 16. 3- 16. 8  して居りますから御諒承閥ひま

鳥谷政: i 4 主 3.00 16 .  1- - 16. 3  
マーク共

森 下 敏 郎 6.00 15 . 10--16.  3  湖 周 清 一 3  00 16. 1-- 16.  6  す
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建 築 材 料 陳 列 場 出 品 者

槻番蛾 ! 併 科 種 Su 出 品 者 直 ? 竺| 併 科 種 別 i 出 品 者

l  lZ4晶 、 閥 、 彫 刻!糊 精 子 株 式 側 34 1;  ｾク トト 型枠離脱 ｼ 内外醐合資制

lギルソイドルーフヰン !大阪岡島慮用化 工 株 式I Ｒｾ＠ 11. " ' _  Ｎ ｟ ｾ ， ｾ＠ :  

] - 3  Iグ !曾 枇 1  35 1ドアーハンガー l平松釣戸車製造所

4  !エ ト ナ イ ト 1木 下 諮 三 献 I  36 10  S  C 建築金物 !大信洋行大阪支庖

5  I銅 製 窓 賜 築 材 料 |三 俊 工 耕 対 祉 1  37 !大 理 石 及 人 絹 i矢橋大理石 附

6  !? 手守衛生陶器、磁 器;陶 鞠 舎 ;  38 !  i  

7- 8 I誤μ; ソ 本 石 綿i附 幸 三 郎 商 広 i  39 i醜 用 陶 器 及 工 相 !刺 l製 附

9  ml防空塗料 〈 トナー ｉ ｾ￭ Ｇ ｾ 枇 防 空 部 !  . n  I  
ei 5  I八 光 ク ト ト板 、ピカベ，; ¥光建材工業所 i  40 1米原式 武者窓、換気天|米原商庖

i ライ ト、ピ カペ記 租; !  !慾 、防空換気屋根 !  

ーヂング I i  i  
l  ー ル Ｗ ・ラツグ 、スト ｩ Ｍ］ｾＢＧ Ｎ ＺＺＢＢＢ ｾＢＢＢ ［ＧＭ ｉ ａ ｉ＠ ｾＢｬ ｬ ］｟ ＺｫＮ＿［＠ - - "" I  

10 Iップリ ー ク |コンハ= ー 141 - 42  I ヲス領一式 i奥村電兵衛商告

11 チツソライト桜 日本 号 ｾｾ長 ｱ ￟ 料株式合匙 Ｑ 43 ，[; 1火 鎗料 i東洋理化製工事業所

!大阪精工杭 ! 44~45 設 築用 金風材料ホワイ l住友金閣工業株式合計

トブロンズ水溢鋼管 l  

46 板 E首 f  H  4>- 1反石宵子株式合祉

47 iケ ンテ キス |透野物産株式合総危材

|林電器製作間 i  48 im風式 叫 縫 ム 舎 町 世

l商原衛生工業所 i  49 1  1  

18 I耐火木材、耐 火塗料 |愛関化率工業株式令祉150- う1 1日昭 ライト板 、 日昭叫旦悩ライ ト工業株式曾ｲ ｾ ｬＺｚＧ＠ ｉＮＮＮＮｾ Ｍ｟Ｎ｟ ＮＮ，Ｎ Ｂ Ｇ ｉＮＢＮＮＮＮＮＮＮＢｬＧ＠ nu. . j  _ ' V  J I  I粧彼 同士

19- 20 I衛生 陶 器 及 附 則 |仰 陶 器 株 式 合 舵 1  52 1キング合成瓜石、モザ|東貨を業株式合枇

|大I W. 出張所 J L  Iイツク

セメン ト混和材ヨーア I I  I  

21 Iイラト 、セ メン ト石荻|清 光枇 I  53 I石綿スレ ー ト

m色舟l セイコーシキソ I ! !  

22 I内袋用襲燐 9 イル |淡陶株式令祉大阪 支 庖| |  

1  _ .  _  _  1ムリ エ " . 9 ルメタル持軍|オリェン fl } L メ fl ル
23 !モザイツク . fl イル i宰婆陶磁器研究 所 t  54- 55 1;:' ， Ｍ ｾ＠ '"ヂ 夕 刊

|叫 | 造所

24 Iプーパ ー竹筋 |姻符商工株式合祉 l  う6 14 = ー1桜 見 本 ド ア ーセ|内外木材工幾株式合ー

ｼ クシヨｾ 1  

i  57 ｉ ｰｾｾ ｴ，ｦ ［ｦｦ ｴ，ｦｾ＠ " ，'  .l.1'<4tol ライトラパ ー工 業 合 資
57 ｉ ｐｾ 賀待 詐 緋殊ゴム敷物ｼ舎枇

:  I宮士テック ス、ライト|

26- 27 Iテラカ ツ ; 1 - 衛 生 陶 器|大阪陶業株式f雪崩 I 58 Iテ ツク見 、スレートパ桜島合名舎祉

I  Iコーナ ーピード

う9 ｬ ｢ き 料プ ロ テツク ｾｉ 大日本塗料株式令註

12- 13 I色彩、彫刻晴子

レ

白

布

川

肝

什

久

究

影

研

枇

口

合

成

式

阪

株

占

へ

k

・・

h
r

y

 ク

ヂ

ダ

ンコ

一

-

h

ハ

パ

イ

ロ

同

具

イ

ア

鹿

器

ア

7

附

生

7

及

他

衡

必
“

Y

R

J

16 I電燈 i照明器具

17 衛生 器具

25 

日興スレ ー ト

テックス

ミ ヤ マ I衛合

28 I! イh テラカッター、!大紋窯業勝式 合枇

煉瓦 、合成低 石各種 |  

29 

a

u

 

J

 ，q
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g

'

 

Y

 

2

 

ラ-

7

 

A

H

V

 

令

も

J l伊奈製陶株式台枇

子を野 λ レート様式合量士

60 高松菊治郎商底

|田中昌司商応

屋根耳石各 穆

61 世il M防水材料

枇合"京

総

株

曾

』
山

ン

株

イ

箆

・

へ

物

本

政

口

H

U

U

-
アムエ

、

板

料
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飯

沼

及

製
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夕

食
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ツ
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J
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批
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-

u
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ア
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旭

日
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7
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7
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エ
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同

叩
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ン
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今
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勾
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内
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崎 蛾 | 材 料 魯 別 出 品
事E | 細 書 波 | 将 来4 積 別 出 品 者

"， - } L. ! 7 ツクス

リノ Pユーム ワックス金同化態研究所

92- 93 

94- 95 

66 

| 塗料及防腐剤 紳東君主料株式舎枇

96  

67 |防水剤ロ - /1: - .
|開域化豊島工業株式舎註

大阪管業所

97 

| 害 時 制 問 積 子製造

98 |瀬戸焼又一式 |瀬戸焼未開西出張所

ω  |靖子製品

99 
!日 一 7 九 ト18 吋 工 大 医 師

69 

加工品

70 

100 f宇室家具製飾 |中原家具製飾J占

71 

朝日鎧スレート、波形|朝日 λ レート株式令泣I 101 

スレート

72 I防空周旭暗幕 旭レ ール株式合量t

73 

74 1= 1I=- ツトペイ 7 ・ | 野間合名舎近

75 I宅建賎用欄問、同床| 鏑要投町コ滞

76 I左官建材料一式 l有育宏本rJi

77 ETヲ? 守票禁忌特許|有 限 鮒 図 中 衛 合

78 I薦 議 長 議 官 官 、 冷 緩|理 化 感 興 業 株 式 側

79 

80 

81 

82 

83  

ルー 7 イング

84- 85 I  スーパライト
佐久間工業株式合枇

102 

103 

104 

波型石綿 λ レート、石

105 I綿スレ - ｾＮＮ光り波型 ｼ 日本スレート縁式舎量 ｴ
ガラス

106 I強性ライト 日本待殊鍬土株式合量士
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* 陽春 4 月続として、最近の住宅問題を主題にし

た本放を御手許にお怒りする。近 i時、建築用務物主主

の統制から一部の建築を除いてはまるで火の消えた

様な沈滞ぶりを示してゐるが、凋り 、庶民住宅のみ

はその数の純封不足が時局下産業部門の原動力に直

接影響する慮が多 〈、 その解決が焦眉の問題なる故

に建築界の各方面を販はしてゐる。

* 先、厚生省の大村、Z東単 の雨技師から、夫々玉

稿を得たことはその衡にあたってをられる方々だけ

に、誠に示唆に富み我々に盆する成多く貴重なるも

のである。それに次いで大下西山雨氏より有力なる

佳望者、ならびに竹内氏から l省民住居へ婦人としての

希望など、数々を得たことは、! 享〈感謝する民主であ

る。同 ｩ 問舎、此花住宅の潟ｾは向合若野氏の Ｑ ＮＱＱ Ｑ 配慮
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印 刷 人

大阪市北阪朝日ピル日本建築協合内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 枇

大阪市西阪江戸堀i者遁 2 了目 13番地

重 量 行 所 在 費 日 本 建 築 協 合

大阪市北! i ( l ; 中之島 3 ノ 3 朝日ピノレ

電館長北漬( 23) 4501番 ( 9)

娠 笹 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 香

締約阪東) . 5 柳 々 堂 書 m

大 限 市 西 臨 京 町 郷 羽 子 板 橋 西

電話土佐織 2 4 4 0番

娠密口座大阪2084番
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禁 轄 載

本 ｅｊｾ に掲載せるものは、一切これを無断にて

開戦し叉は単行本 iこ上トキーそ の他の複製tr絡を

なすことぞ祭十。

編 輯 常 務

大 下 111員 三 郎 岡 問 孝 男

政 間 基 次
十

干

企
庁
・

、
l
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消

に依って版影 し得たもので、同氏の苦手に封 し厚く御

縫申 し上げる。 tl>' 1 との他一二の労務者住宅の潟民総

介を企図してゐたが日時徐絡なく次聞に娼さねばな

らなかったのは誠に残念である。その代 り間引建築

事務所からはその近作Y 邸の投稿があ り、 叉中西建

築事務所からは岡中邸の偽識を賜った。

Ｊ 岡図孝男氏の「お茶室巡設 」 はその秀れたｾ［ｩ￞Ｏ，

と流殴なる解説が至陸好評で、此を見るのが毎月の

然 しみであるとの舎員の諜もあ り、正 K ヒッ ト物と

自負してゐるがt吉分連載を願ふ激定でゐる。

* 巻頭曾f!? の示す如 〈、前書記、石田雅美宏の後

任として、建築協舎かつての名編斡者、小板常男君

に笛分の関手仰って. 1 ¥t ふこ とになった、 今後の活躍

を剖目して待たれよ。

庚 告 掲 載 料 金

グ ヲ ピ ヤ I 1 頁 1 1 回

〈筋 1 頁〉

55. 00 

グ ラ ピ ヤ 1 1 頁 1 1 回 1 45. 00 

Cl i n 貰〉

後 附 I 1 貰 1 1 回 2 5 0 0  

iJ1. 

後 F付己王は王に竺土

記 事 中 1 14頁 I 1 回 I 20. 00 

f i 」よ|三王|二王|二竺土

表 紙 2 I  14頁 I 1 回 1 25，00 

表 紙 3 I  ) ( 頁 I 1 回 20，00

表 紙 4 1  J { 頁 I 1 回 I 30，00 

成告掲載御申込は本曾へ直接額ひます。

本誌購讃御注文はすべて前金で本曾直接叉

は締約庖へ、t反省ミ貯金又は; 路管で御扮込を

願ひます。郵務代用はー量制tl J昔、代金引換は

お駒i り致します。
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